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俺様御曹司は本能愛を抑えない～傷心中でしたが溺愛で溶かされました～










プロローグ  花びらのように降ってきた恋




　花が綺麗であればあるほどに、心が曇っていくのを感じる。

　三ヶ月前の自分だったら、夜景に浮かぶ薄紅色の花々に感動して見み惚とれていたかもしれないのに。

「もう帰っちゃうの？」

「ごめんなさい。これから予定があって」

　申し訳ないという気持ちをたっぷり込めて先輩に両手を合わせる。方々から上がる引き留める声に頭を下げて愛想笑いをする。やがて、きっと彼氏とのデートがあるんだよ、というフォローが入った。

　四月上旬、週末の金曜日。今日は職場の人たちと一緒にオフィス近くの川沿いの遊歩道まで花見に来ていた。提ちょう灯ちんが至るところに飾られ、桜の花びらがひらひらと舞う。ライトアップされた夜景の中、光る川辺には屋形船が点在し、あちこちから談笑する声が上がっていた。

　とても賑やかな場所なのに、どうしてこんなに寂しい気持ちになるのだろう。否、周りが楽しそうだからこそ自分の孤独が浮き彫りになっていくのかもしれない。

　正直なところ最初からお花見をする気分ではなかった。しかし社会人には付き合いというものがある。避けられないイベントごともしょっちゅう発生する。

　とはいえ義務ではないので、ちょっとだけ顔を出してみんながいい雰囲気で盛り上がりはじめたら、そっとその場を抜けるつもりでいた。元々お酒はそんなに飲まない方だし、飲んだらすぐに酔ってしまうので、よほど親しい人と一緒じゃないと気が抜けないという理由もあった。

　でも、それは全部言い訳だ。本当の理由は、三ヶ月前の失恋が尾を引いているから。

　桜は満開のときを過ぎようとしていて、今週末がきっと最後の見頃になるだろう。新年度はとっくにはじまっている。けれど、自分の心には冷たい雪が積もったまま、あたたかい春は未だに訪れていない。今年の二十六歳の誕生日はきっとひとり寂しく過ごすことになるだろう。

　会社の人たちにようやく別れを告げ、ひとりになってホッとした。解放感を得たくて無意識にバレッタを外すと、肩の下まで伸びた髪がふわりと風に流される。時々、髪が絡まるように舞い上がって視界を遮るけれど、自分の陰鬱な表情を隠すのにちょうどいい。周りの人の楽しそうな空気を邪魔はしたくないし、目立ちたくもない。

　川沿いの道をゆっくりと歩いていく。道すがら様々な人とすれ違う。写真を撮り合っている家族、肩を寄せ合っている恋人同士、尽きない会話に花を咲かせている友人同士。皆の表情は雲に隠れた月よりも明るい。

　駅はもう少し先だ。人の波に揉まれてなかなかスムーズにはいかない。少しだけ立ち止まってため息をまた零こぼす。先輩たちに勧められて、いつもより飲んでしまったせいか、足元がふらつく。

　かけていた眼鏡が一瞬だけ微かに曇ってぼやけた。

　見上げると、多数の提灯が風に煽あおられてゆらゆら揺れる幻想的な光の中、薄紅色の花びらがひらりと舞い降りてきて肌をくすぐってくる。可愛らしい花びらの形に少しだけ微笑ましい気分になるけれど、仲睦まじそうに歩くカップルとすれ違うと、たちまち形容しがたい感情に苛さいなまれた。

　あの人たちはどのくらいのお付き合いなのだろう。これからもずっと続いていくのかもしれないし、いつかは終わってしまうのかもしれない。それは誰にもわからない。私たちもそうだった。

『別れよう』

　そう告げられたのは、突然のことだった。

『他に好きな人ができたんだ。だからもう付き合えない』

　彼からのひと言に私は焦った。よくない部分があったのなら教えてほしいと尋ねた。

『ずっと言えなかったんだけど、正直、一緒にいても物足りないっていうか……悪いんだけど、これ以上ダラダラ付き合うのは違うかなって思ったんだ』

　その先の言葉は惨めになるだけだから思い出したくなくてかぶりを振った。

（私の存在自体が物足りないっていうなら、それ以上、引き留められるはずないよ）

　恋愛経験が少なくて地味な自分でも恋ができたということが奇跡のように嬉しかったから、恋に浮かれていたのかもしれない。彼も自分と同じ気持ちでいてくれるはずだと信じて疑わなかった。ずっと同じ歩調で未来に向かっているのだと勝手に思い込んでいた。

　でも現実は違った。いつの間にか彼の気持ちは離れていて、知らないうちに彼は別に好きな人を見つけていた。どうやら既に彼は浮気していたようなのだ。それにずっと気付かなかった。

『こっちの勝手だってことはわかってる。ごめん』

『ううん。私の方こそ、気付いてあげられなくてごめん』

　大学卒業後から三年くらいのお付き合いで、当然彼との結婚も意識していた。けれど、想像していた未来は訪れなかった。その日あっけなく縁は切れた。

　そのとき、人ごみの中に見知った顔が見えて息が止まりそうになった。元彼だ。

　隣にいるのは……新しい彼女？　楽しそうに歩いている。彼はもうとっくに新しい時間を過ごしているのだ。

（バカみたい）

　だんだんと悲しいよりも憤りのようなものが胸に広がって、涙がこみ上げそうになるのを我慢して歩幅を大きくする。相変らずお酒に弱い。既に酔いが回ったのか想定していた以上に足元がふらついていた。

　せめてこの眩暈めまいが治まるまで近くの木に寄りかかろうとしたそのとき、肩にどんっと強い衝撃が走って、構える間もなく身体は前のめりに地面にダイブしかけた。うしろから来た人の邪魔になってしまったらしい。

「ったー……っていうか、眼鏡……どこ？　見えない」

　とっさに手をついた弾みで眼鏡がどこかに飛んだらしく何も見えない。視力〇・〇一というかなりのド近眼なのだ。

　大人数の若者らしき声がうしろからがやがやと騒がしく会話をしながら近づいてくる。軽いフレームだし踏まれでもしたら大変だと焦った。

　手探りでようやく見つけた眼鏡を持ち直そうとして違和感を覚える。どうやら眼鏡のフレームがひしゃげてしまったらしい。

　ぶつかった相手に気を遣わせてしまわないようにささっと頭を下げ、仕方なく眼鏡を鞄かばんに仕舞って立ち去ったものの、不意に元彼が言ってくれた言葉が蘇ってきてしまい、身体の受けた痛みと共にじわじわと心を蝕んでいった。

『その眼鏡、似合ってるね』

『そう、かな？』

『うん。いいと思う』

　思わず足が止まる。どうして今そんなことを思い出す必要があったのだろう。いやになる。ひとりになってほっとした途端、視界がますますぼやけはじめていた。擦りむいた手と膝が痛いのではない。未練を抱えている自分が惨めになってしまったのだ。

　とにかく近くの水道で傷口を流して、ハンカチで拭いて、早く帰らなきゃ。そんなふうに思うのに一歩も動けない。涙が頬を伝って落ちていく。こんな顔で歩ける勇気はなかった。

「大丈夫ですか？　立てますか？」

　屈んでうずくまっていると、声をかけられた。通りすがりの人のやさしさは弱った心に沁みた。ただ頷うなずくしかできず、涙で言葉が詰まって答えられないでいると、いきなり抱き上げられたので驚いた。あまりのパニックに頭が真っ白になりそうになる。おかげで涙が引っ込んだ。

「とりあえず、誰にも見られない場所まで」

　彼はそう言ってポケットから淡いブルーのハンカチを取り出すと、こちらの顔を覆おおってくれた。

　どうやら自然と目立っていたらしい。怪我で動けないと思ったのか、見かねたらしい彼がベンチまで連れていってくれてそっと下ろしてくれた。

「いきなり強引なことして申し訳ない」

「い、え。私の方こそ……ご迷惑をおかけしました」

「怪我は……そこまでひどくなさそうだけど、泣いていたのは別の理由で？　何かトラブルでもあったんですか？」

「そういうわけでは。ちょっと前の失恋を思い出してしまったんです。長い付き合いだったのでなかなか忘れられなくて。いい大人が情けない話ですよね」

　酔っているから饒じょう舌ぜつだったのかもしれない。けれど、一方で、助けてくれた上に親切に話を聞いてくれようとした人に嘘はつけないと思った。だから正直に告げた。少し自嘲じみた言い訳かもしれないけれど、彼は笑わなかったしバカにしなかった。

「そんなことはないさ。年齢は関係ない。大丈夫。この先、きっと君にはもっといい出会いがあるはずだ」

　月並みな言葉かもしれないけれど、と言い添えた彼の声にはやさしさがちゃんと備わっていた。

　彼の声は、なんだか力強さがあって、それでいて落ち着いていて、甘えることを許してくれるような包容力があった。だからか、堰せきを切ったように胸の裡うちに仕舞っていた弱音を吐き出していた。

「そうでしょうか？　私に足りないものってなんなんだろう。それがわからないんです。このままだったら次もまた失敗しそうです」

「それは――」

　と言いかけた彼の方からスマホの着信音が鳴り響く。その電子音がまるでシンデレラの十二時を知らせる鐘みたいに、ふたりを現実に引き戻した。

「――わかりました。すぐに向かいます」

　彼が電話を終えるのを見計らい、思いきり頭を下げる。考えてもみたら、見知らぬ人に甘えすぎていた。

「私、帰ります。色々ありがとうございました」

「ここからひとりで大丈夫？」

「はい。駅すぐですし、平気です」

「そっか。じゃあ、気をつけて」

　霞みがかった視界の中、まるで桜の木からひらひらと舞い降りる花びらのように、運命の恋が降ってきたのだと思った。

　慌ててフレームの折れた眼鏡を顔に持ってきて、なんとか覗のぞき込んだ。憶えておきたかったのだ。けれど既に遠ざかっていった彼の凛りんとした背格好だけしか見えなくなっていた。

　残されたのは涙に濡れた淡いブルーのハンカチだけ。

　素敵な人。

　次に恋をするのなら、彼みたいな紳士な人がいい。

　あれほど失恋を引きずっていたというのに、妙に高鳴る胸の鼓動は、この淡い夜桜の幻想がそうさせるのだろうか。










１  花嵐のように現れた、雲の上の人




　木きの下した澄すみ香かは昼休憩を終え、足早にロビーへと向かっていた。

　ここは日本屈指の総合商社『藤ふじ枝えだ商しょう事じ』の本社オフィスビル。澄香はその総務課に所属し、受付業務を担当している。

　受付は通常ふたり体制だが、今は休憩の交代待ちで入社二年目の後輩がひとりで業務にあたっている。澄香が休憩に入る前、彼女はやや不安そうな面持ちをしていたため、なるべく早く戻ってあげたかったのだ。

　ロビーに出ると、澄香はすぐさま何かが起きたのだと察した。

　受付に目を向けると、なにやら困り果てているような後輩の姿。そして、少し離れたところに、黒いハットを被り、キャリーケースを片手に仏ぶっ頂ちょう面づらを浮かべる男性の姿が見えた。彼は上質なスーツを着こなした恰かっ幅ぷくのいい体を揺らし、苛いら々いらとした様子でスマホを見ている。

「……お客様と何かあったの？　緊急のトラブルかしら？」

　急いで後輩の傍に行き、そっと声をかけた。

　すると、彼女は思いきり泣きつくような目を向けてきた。

「先輩、すみません。お客様のお名前が聞き取れなくて。何度か聞き返したら、名前がわからないなんて失礼だってお怒りになってしまったんです。でも、どうしてもリストに似たお名前が見当たらなくて」

　後輩の手元のＰＣには、該当時間のアポイントメント一覧が開かれていた。十数名の顧客リストを上から順番に、担当部署に内線を繋ぎ確認しようと、まごついていたらしい。

　相当、怒鳴りつけられたのだろうか。後輩の手は震えているし、パニックになっているようにも見える。だが、彼女のやり方では非効率的だし、お客様を余計に怒らせるうえに失望させてしまうだけだろう。信用問題になりかねない。澄香は来客がこちらに顔を向けた拍子にピンときた。

「ああ、あの方は、京きょう都との老舗しにせホテルチェーンの代表、我あが妻つま様よ。たしか先々月もいらっしゃったわ。でもたしか、来訪の予定は十四時だったはず……顧客リストにも載っているでしょう？」

「はい。あ、ありました」

　今は十三時少し手前。京都からの移動で、予定より早く到着したのだろうか？　あるいは、アポの時間が早まったのを、担当部署が伝え忘れた？

「担当は営業部。すぐに内線を回して、急ぎ来てもらうように伝言して」

「は、はい」

「じゃあ、その間、私が対応してくるから」

　澄香は後輩にそう言い残し、急いで近くの給湯室に向かい、冷たいお茶を用意する。

　それから、額から流れる汗を苛々した様子で押さえている客の情報を思い出しながら近づいていった。

　我妻様は記憶している限りではせっかちな性格だった。こちらの言葉を待つよりも先に発言するタイプで、頭の回転が速いということでもあるのだろうけど、その勢いに怯おびえてしまう受付スタッフがいるのも確かだ。

　彼の足元には乾いた土がついていて、着ているものには気を遣っているのに、汚れた靴の様子を気にかけてはいないみたい。

　道中、何か足元を気にしてはいられないことがあったのかもしれない。時間を気にかけていた？　約束の時間に間に合うために急いでいたのだろうか。そうだとしたら、急ぎ到着したのに名前を何度も聞かれた挙句、こんなふうに待たされたのではイラついても仕方のない話だ。

（次からは営業部の担当も早めに来てもらうようにしなきゃ。といっても今回は、我妻様がお時間を勘違いされていた可能性もあるかもしれないけれど……）

　訪問者リストとの齟そ齬ごの原因はわからない。でも、何が原因であれ、澄香がやることはひとつ。お客様に真しん摯しに対応するだけだ。

「我妻様、先ほどは大変失礼いたしました」

「ああ、結局、あの子は先輩に頼って、わからなかったんやね」と苦笑した様子。

「遠路はるばるいらしていただいたのに気遣いが足りずに大変申し訳ありません。よろしければ、冷たいお茶を召し上がってください」

　なるべく時間をたっぷり使えるように、丁寧に言葉を紡ぎながら、相手を不快にさせないよう声のトーンを彼に合わせて対応する。下した手てに出過ぎても良くないし、そこはバランスが大事だ。

　今回の来客はそこまで気難しい相手ではない。こちらのもてなしの気持ちをすぐに受け入れてくれたところは幸いだった。

「……ああ、助かるよ。せっかくきめた格好をしてきたというのに、これでは台無しだろう」

　我妻は自分の身なりがやや乱れていることを自虐的に言い、少し決まり悪そうにしてから、澄香が手渡したカップのお茶を受け取って上品に飲み干す。

「お待ちの間、受付でお荷物をお預かりいたしましょうか。担当の者が参りましたら、ご一緒にフロアまで案内させていただきます」

「ああ、いいいい。そこまでは構わないよ。早くあの子のところに戻ってあげなさい」

　気をよくした我妻はそう言い、澄香を追い払うように手を振った。彼としてもこれ以上厄やっ介かいな客のような形で目立つのは本意ではないのだろう。そうしているうちにも営業担当の男性がやってきて、澄香に耳打ちをした。

「フォローありがとう。今朝時間変更の連絡が来ていたんだけど、アシスタントへの伝達ミスがあって受付に連絡を入れられてなかった。悪かった、いつも助かるよ」

「いえ。では私はこれで失礼いたします」

　澄香はふんわりとした笑顔で我妻に微笑みかけると、深々と頭を下げたあと、受付の方に戻って行った。後輩が申し訳なさそうな顔をして眉を下げている。澄香はううんと首を横に振った。

「もう大丈夫よ。少し苛々していただけだわ」

　こそっと小さな声で囁ささやく。

　既に我妻の姿は営業担当と一緒にエレベーターの奥へと消えていた。

「はぁ。先輩ってすごいですよね。どうしていつもそんなに堂々としていられるんですか」

「そう見えているだけよ、お客様がどんな方かというのを考えることに精一杯になっているだけだもの」

　それは謙遜ではなく、本音だった。しかし後輩は納得しない様子。

「精一杯なんていうふうには見えませんでしたよ。先輩が怒られてるところ見たことがありませんし、秘ひ訣けつが知りたいです」

「私だって新人のときにたくさん失敗したわ。まずはお昼を食べて、しっかり心の栄養も蓄えてくること」

「はい。ありがとうございました」

　後輩はまた申し訳なさそうにしてから頭を下げ、受付から離れて行った。

　入れ替わりに、澄香の同期で友人である田た中なか亜あ美みが隣の席にすっと入ってきて、「さすが、藤枝商事受付の希望の花」と茶ちゃ化かすように耳打ちしてきた。

「何それ」

「用事があって上に資料を届けてきたのよ。営業部があなたの話をしてたの聞いちゃった。いつもフォローしてくれてありがたい、女神だって」

　冷やかすような顔をして亜美が言う。

「ただ都合よく言っているだけでしょう？」

「まあそういうノリもあるだろうけれど、実際、私も頼りにしているわよ。同期として誇らしく思ってるもの」

　褒められるのは素直に嬉しい。けれど、亜美の性格上、それだけではないことくらい入社して四年目になる長い付き合いなのでよくわかっている。

「なんか聞いてほしいことでもあるんでしょう？」

「バレた？　今日仕事が終わったらちょっと付き合ってよ」

「わかった」

　来客のない時間、邪魔にならない程度に、表情を保ちながら、こっそり会話を楽しんでいると、ロビーの中の人々のざわめきが大きくなった。

　急に変わった空気を感じていると、その理由に澄香は納得した。海外事業部の社員を引き連れ、海外のゲストと会話をしている『藤ふじ枝えださん』の姿があったからだった。

「さすが、王子……今日も一段と華やかで、かっこいいわ」

　ここ藤枝商事は主に事業投資・トレーディング・市場開拓・仲介を行う会社だ。例えば、Ａ企業の事業に投資し、Ｂというチェーン店や系列ショップの市場開拓をサポートする。部門別に扱う商材は様々だが、繊維や食料品など非資源領域に強みを持つ商社で、民間初の人工衛星打ち上げや、誰もが知るコンビニエンスストアに代表されるような小売業態への進出など、スピード感のあるビジネスが特徴だ。日本屈指の総合商社として、日本経済を大きく動かしている。

　現社長は藤枝修しゅう司じ。初代より同族経営が続いていて、現在は同族経営の社長派と実力重視の副社長派で派閥が分かれているらしいが、経営に関して困難な部分は今のところ見られない。本社には約四千人の社員が在籍し、グループ関連企業も含めると従業員数は四万人を超える。

　そんな大企業の御おん曹ぞう司しであり、経営の要となる経営企画部に所属。三十代前半という異例の若さで常務取締役という肩書を持っていて、億単位の数字を一日で動かす天上の人――それが、噂の王子、『藤枝さん』こと藤枝伊い吹ぶきという人。

　彼の姿を目で追っていたら、不意にこちらを振り向いた彼と目が合ってドキリとした。あまりに見過ぎていただろうか。しかし彼は怪け訝げんな顔をすることなく、にこりと笑みを向けてきた――気がする。

「待って、今、ウィンクした!?　微笑んだ!?」

「ちょっと、亜美、落ち着いて」

　と言いながら、一瞬だけ、心臓が跳ねたのは澄香も一緒だった。

　亜美にはちゃんとした恋人がいるらしいのだが、恋人がいたとしても藤枝伊吹という人にかかれば、動揺しない女性はいないのかもしれない。

（でも、お付き合いするとなったら、色々と大変そう……）

　そこかしこでざわつくロビーの女子の様子、それからこの巨大企業を抱える彼の背景を考えると、常に受付で人間観察をしている澄香は、他人事のようにそんなことを思っていた。




＊　＊　＊




（あ、そうだった。うっかりしてた）

　定時を迎え、着替え室に向かった澄香は、壊れた眼鏡のことを思い出し小さくため息をついた。退勤時にはコンタクトを外して眼鏡を装着するのが毎日のルーティンなのだが、今日はそうはいかない。

　先週末の花見の夜、誰かにぶつかった拍子にフレームが曲がってしまったので新しく作りに行かないといけなかったのだった。コンタクトを外してしまう前に気付いてよかった。

『その眼鏡、似合ってるね』

　唐突に、三ヶ月前に別れた元彼の言葉が蘇る。

　付き合うきっかけにもなった淡い思い出が、まさか特級地雷になるとは、と再びため息をつく。もはや地雷というか呪いのようなものにさえ感じてしまう。

　未練がましく鞄の中に眠っていた眼鏡ケースに手を伸ばす。土日は出かける気にならずに家でダラダラ過ごしてしまった。いつまでもこのままというわけにはいかないのに。

（いい加減に吹っ切らないとね。あの紳士もこれから先もっといい出会いがあるって励ましてくれたし）

　あの紳士――。澄香はぼんやりとしたシルエットを思い出す。花見の夜以来、ことあるごとにあのとき助けてくれた紳士のことを思い出していた。そのおかげか、これまで元彼を思い出しては鬱屈するばかりだった気持ちが、少し楽になった気もしていた。

　よし、と澄香は気分を入れ替えてみることにする。

　紳士には感謝しかない。しかし改めてあの紳士にお礼を言いたくても、どこの誰かもわからない。職業柄、人に関する記憶力には少しだけ自信があるのだが、見えたのは背中だけだったし、それだけでわかるはずがない。それに、あの晩はけっこう酔っていたので、その記憶力もだいぶ怪しいところだ。思い出そうとすればするほど、髪型も輪郭も表情もぼんやりとする。

　せめて名刺をもらっておけばよかった。一応、バッグの中には洗ってアイロンをかけたハンカチと新しく用意したハンカチを忍ばせているのだが、このままだと返せる日は訪れないかもしれない。

　とりあえず物思いに耽ふけるのはそこまでにして、仕方なくコンタクトのままロビーへ戻る。すると、帰りに食事をしようと約束していた亜美が慌てたように駆け寄ってきた。

「ちょっと！　ちょっと澄香！」

「どうしたの？」

　何か仕事のトラブルだろうか、と思ったが、亜美の興奮している様子からすると別のようだ。

「さっき、着替え室に行こうとしていたら、藤枝さんが受付にきて、澄香に帰り際に役員室に寄ってほしいって、伝言を頼まれたの」

「藤枝さんってあの藤枝伊吹さん？」

「そうよ。あの藤枝さん。近くで見ると、反則級にかっこよくて、心臓止まるかと思ったわ。イケメンな上にイケボすぎるから、息をするのも忘れそうになっちゃって！」

　亜美はすっかり興奮してしまっている。

「息はちゃんとして。で、それはわかったけれど、なんの用事か聞いてくれた？」

「あ、それは……もしかして、個人的な用事だったりして」

　きゃーと声をあげそうな勢いの亜美を尻目に、澄香は戸惑いを隠せない。

「と、とにかく行ってくるわ。待たせてしまうのは悪いもの。終わったら、連絡するから」

　亜美の勝手な盛り上がりとは別に、澄香は仕事脳に引き戻されていた。

　何か大事な用事を忘れていなかっただろうか。そう思いながら、常務取締役である彼の役員室へと向かった。




（もう、亜美ったら）

　さっきの彼女の様子を思い浮かべ、澄香はため息をつく。あとで王子はどうだったのか、とか根掘り葉掘り聞かれそうだ。

　それにしても伊吹が澄香をわざわざ役員室にまで呼ぶなんて、なんの用事なのだろう。

　受付から彼を見かけたことはもちろん何度もあるし、用件を聞くこともあったけれど、こんなふうに呼び出されるのは初めてだった。

　エレベーターの階数が上がっていくにつれ、心拍数も上昇していく。来客の対応だって常に緊張はするけれど、また別の緊張感に包まれる。

　澄香は心を落ち着かせるべく、何か過去の接点にこの呼び出しの手がかりがないかと、記憶を遡る。そして、そういえば先日、部下とふたりで歩く彼とすれ違ったことがあったな、と思い出した。

『さっき提示した妥協案をまとめて、すぐに先方に連絡を。それでも食い下がるならＮＯでいい』

『え、そんなばっさり切り捨てて構わないんですか』

『おかしなことを言うね。こうしているうちにも他の企業にシェアを奪われることになる。時間の無駄だよ』

『さすがに心が痛みます。古い付き合いを大事にすべきでは』

『存続できないなら意味がない。これは先方にとって絶好の救済案になるはずだ。信じていい』

『わかりました。藤枝さんの言葉を信じます』

　強引だが傲慢ではない、絶対の覚悟と揺らがない自信が、伊吹からは感じられた。その分、少し冷たい印象を抱いたことも覚えている。経営に関わっている以上、情に絆ほだされるだけでは何も得るものがないということを彼はよくわかっているようだ。

　実際、噂として流れてくる部分だけでも、彼の仕事の評価は高い。頭の回転が速いことと、時流を見たフットワークの軽さ、そして確実に実績を残していく頼もしさがある。同族経営という歴史から、血筋重視の社長派と実力重視の副社長派という派閥はあるものの、一族である伊吹には実力も備わっているのだ。次期社長が伊吹であれば経営も安泰だという声も聞こえる。

　そんな人と一対一で対面する場面に、緊張しないわけがなかった。

　落ち着かない気持ちになってくせのように眼鏡のテンプルに触れる仕草をして、そういえばコンタクトのままだったということに気付く。もうあとは退勤するばかりだと思って気が抜けていた澄香はすっかり動揺していた。




　役員室をノックすると、すぐに返事があった。

「失礼します」

　緊張に身を包みながらドアを開く。その瞬間から、伊吹の存在感に気け圧おされそうになった。

　艶やかな黒髪から覗いた二重の双そう眸ぼうや通った鼻筋、形のよい唇、その端整な顔立ちは、王子と呼ばれるに相応ふさわしい麗しさがある。そこに御曹司という身分だけではなく、地位を築いた男性の頼もしさが加わっているのだ。皆が沸き立つのも無理はないだろう。

「急に呼び出してすまないね。君と話がしたかったんだ」

　少し低めの、やわらかい雰囲気のある声質は、たしかに亜美の言うとおり素敵な声だと思う。けれど、やはり上に立つ者の気高さを感じさせもする。受付をしていて様々な人を観察するうちに、人の声には自ずとその人の社会的なポジションが滲むものだということを日々感じている。

「いえ。ご用件はなんでしょうか？」

　澄香は平静を装い、丁寧な姿勢で尋ねた。しかし内心は心臓がバクバクしている。

　今はもう眼鏡だとかコンタクトだとか言っている場合ではない。

　緊張から一転して、呼び出された意味を考えると不安になってしまう。

　人に聞かれたくない話ということはよくない内容である確率が高い。最近仕事で失敗したことはなかったか、ぐるぐる考えていた。そんな澄香の様子を察したのか、伊吹は小さく笑った。

「ごめん。悪い話じゃないから、そんなに構えないでいいよ。っていっても無理か」

「役員室にこうしてお邪魔するのは初めてですし……藤枝さんは私たち社員にとって、どうしたって、雲の上の存在ですから」

　伊吹が気を遣ってくれたのを感じて、澄香も本音を混ぜて伝える。少しだけ自分の中の張りつめた空気が和らいだのがわかった。

「木下さんは、受付から異動を希望することはないの？」

　いきなりの話題に、澄香は面食らってしまった。

「どうしてですか？」

「優秀な人材がいるっていう話を、君の上司……総務部の山やま寺でら部長に聞いたんだ。その他にも営業部が噂している〝受付の花〟の話とか」

　それを聞いて、澄香はすぐに亜美のことが思い浮かんだ。噂好きの彼女はテンパってしまうとあれこれ口を開いてしまう。まさか伊吹にまで余計なことを言っていないだろうか。

「言われてみればたしかに、受付は会社の顔で大事な仕事だけど、周りが一目置く優秀な人材なら、受付の花になるだけでは、もったいない話だと思ったから」

「もしかして、私を呼び出されたのは、そういうお話ですか？」

「いや、まさか。俺は人事の人間じゃないから、そこに干渉をするつもりはないよ。今言ったように、君の活躍は色々と噂に聞き及んでいるけれど、ね」

　含みのある言い方が気になりつつも、それ以上に彼に呼び出された本当の理由の方が気にかかってしまう。

「それで、お話というのは？」

　頃合いを見て、澄香の方から彼に尋ねた。そろそろ本題が知りたいところだ。

　緊張で胃のあたりがキリキリするし、心臓が忙しなく音を立てている。

　伊吹は澄香の方へと振り返り、真剣な表情でこちらを見つめてくる。

「社内人事には干渉するつもりはない。そのうえで、君にオファーしたいことがあるんだ」

「オファー？」

　一体なんなのだろう。人事は関係ないと言いながら、オファーしたいこと？　わざわざ人目を忍んで呼び出すくらいだから、仕事上で何か大きなトラブルがあり、それに澄香が関わっている、ということかと思っていた。そのために、あえて最初に関係のない話をして場を和ませたのではないかと。

「突然だけど、今付き合っている相手がいないなら、俺と結婚してくれないか」

　伊吹の言葉を真摯に受け止め、その上で誠実に謝罪するつもりの姿勢で構えていた澄香は、驚きと混乱のあまり、一瞬で固まってしまった。

「――はい？　あの、今なんておっしゃいましたか？」

　勘違いでなければ、付き合っているとか結婚してとか聞こえたような気がするのだが。

　彼は真剣な表情のまま言い直した。

「俺と結婚してほしい、と言ったんだよ」

　澄香は思わず彼をジッと見つめた。彼はふざけてはいない。

「は？　え？　けっ――結婚!?」

　頓狂な声が響き渡ってしまった。

「冗談、ですよね」

「本気だよ。だから、真正面から口説いてるんだ」

　そういう伊吹の表情には真剣さが滲んでいて、説得力があった。

（本気……？　いやいや、ありえないでしょう！　プロポーズ？　付き合ってもいないのに？）

　というか、澄香と伊吹は〝付き合っている〟以前の問題だ。ちょっと知っている人くらいの関係なのに、いきなり求婚するとか――。

　澄香はただ唖然として二の句を継げないでいた。

　社内では慎ましく淑しとやかにあるべき受付嬢としてはひどく間の抜けた顔をしていたことだろう。地味な女なりに百合や薔薇のようであれと日頃意識しているが、今ばかりは道端のつぼんだたんぽぽのようだったかもしれない。急におひさまが差して花びらを開くのが遅れたみたいに、固まってしまっていた。

「君、俺の話を聞いてる？」

　伊吹がいたたまれないような催促する声を出したことで、澄香はハッとした。

　眉目秀麗な彼を真正面で受け止めるのは眩まぶしすぎる。彼は社員が憧れる高嶺の花だ。そんな人がなぜ私を……という疑問しか湧かない。

「き、聞いていますが、そういうのは本来お付き合いをしてから順番というものが……」

　何か言葉を発しながら混乱した脳をなんとか正常化させようと試みるけれど、少しもついていけない。寝起きでいきなりリモート会議がはじまっていたようなものだ。

「順番、ねえ。その順番に従って、告白したわけなんだけど……」

　伊吹は苦笑する。崩れた表情であってもイケメンはイケメンのままだということがよくわかった。

（じゃなくって……どうしてこんなことに！）

「でも、そんな、いきなり言われても……私はてっきり、仕事で何かあったのかと……」

　困惑する澄香の様子を尻目に、伊吹は親しげに話を続けた。

「そういえば、君、今日は眼鏡しないの？」

「え？」

「退勤の時刻になるとすぐに眼鏡姿になっていたから気になったんだ」

　唐突な話題転換に加えて、そこまで伊吹に見られていたことにもたじろぐ。別に隠しているわけではないけれど、誰かに特別指摘されたことはなかった。有あり体ていにいうと、誰も澄香のプライベートには興味がないということだろう。そんな状況で、伊吹が自分を気にかけていたこと自体がありえないことだ。

「……眼鏡のフレームが壊れてしまっていて、作り直さないといけないんです」

「なるほどね。じゃあ、一緒に作りに行こう」

　思いがけない提案の連続に思考が追い付かない。

「どうして藤枝さんと」

「理由はひとつだけだよ。俺が傍で見てみたいから」

　伊吹はお子様のわがままみたいなことを平然と言う。

　その様子に、澄香はひとつの答えを出した。伊吹はきっと、澄香を揶揄からかっているのだ。先ほどの唐突なプロポーズだって、そう考えればしっくりくる。たちまち警戒心が募った。

「そんな面白いものではないと思うのですが」

「充分すぎるほど面白いよ。受付にいるときは清楚で凛とした花のようなのに、急に肩の力が抜けたみたいな顔するところ、俺けっこう好きなんだよな」

　ふっと花を愛でるような甘い微笑みを向けられ、条件反射的に頬がかっと熱くなった。

「……っ」

（好きって、そんな軽々しく……なのに、なんでこんなに破壊力を持っているのよ）

「じゃあ、そういうことで。明日、退勤時間に合わせてロビーに行くよ」

　澄香がたじろいでいる間に、伊吹はまるで決定事項かのように話を完結させようとする。問答無用では困る。

「あの、私、返事はしていません」

「なんのことかな？」

　伊吹はわかりやすくしらばっくれた顔をした。

「ですから、眼鏡を一緒に作りに行くという話。それから、さっきの……結婚がどうのという話……も。ＯＫしていません」

　顔が強張っているのが伝わったらしい。伊吹は困ったように微笑む。その様子すら絵になっていて、女性の母性本能をくすぐるような感じがとてもずるいと思った。そうして彼は今までも女性を翻弄してきたのではないだろうかと疑う。

「だから譲歩したつもり。まずはお試しデートのつもりで、明日、眼鏡屋に付き合ってよ。それとも、他に恋人がいるから困るとか？」

　伊吹に尋ねられ、一瞬だけ澄香は言葉に詰まった。ここで恋人がいます、と言えば済むだけの話かもしれない。嘘をついてでも彼氏の話をすればよかった。けれど、なんとなく伊吹にはそれでは通用しない気がした。

「今はいません。数ヶ月前に……フラれたので」

　結局、澄香は事実をありのままに告げてしまった。

「じゃあ、問題ないな」

「でも、好きな人はいます！」

　言った瞬間、伊吹が微かに眉を動かした。

「へぇ。どこの、どんなやつ？」

「そ、そんなの、藤枝さんには関係ないじゃないですか」

「関係はなくても問題はある。だいたい俺は君にプロポーズしたんだし、知る権利はあると思うけど？　受付の花がお気に召す相手が一体どんなやつか見ておかないと」

　そういう伊吹の表情はにこやかだが、目が笑っていない。

　これまで一定の距離を保っていた伊吹が澄香の方へにじり寄ってきて、澄香は一歩ずつ後ずさる。有無を言わせぬ雰囲気に、何とか負けまいと言葉を探した。

「そ、それをいうなら、問題ありなのは藤枝さんの方ですよ。周りの女性陣が黙っていません」

　それは本当だった。女性陣の怨えん嗟さが込められた殺気を想像すると、ぞくぞくと悪寒が走る。澄香の言いたいことを察したらしい伊吹は、しかし、何でもないことのようにそれを一蹴した。

「ああ。そういうのは気にしないでいい。俺は別にファンを大事にしないといけないアイドルっていうわけじゃあないしね」

「藤枝さんが気にしなくても、私が気にしますよ！」

「じゃ、周りからうるさく言われないように、早く公認のカップルになってしまえばいい」

　あっけらかんと微笑む彼は、一歩も引くつもりはないらしい。本当に困った。

　その間も伊吹は澄香に向けた歩みを止めることはない。笑みを崩すことなく少しずつ近づいてくる伊吹に、澄香の心臓は大きく音を立てて危険を知らせていた。

「け、結局、呼び出した理由はそれだけなんですね。私、失礼させていただきます！」

　ついに耐え切れなくなった澄香は役員室を飛び出し、エレベーターに駆け込んだ。澄香の膝はガクガクしていた。

（結婚って……わけがわからないよ）

　そのとき、スマホの通知が届いているのに気付く。亜美からだった。用事ができたらしく先に帰るということだった。ちょっとだけほっとした。今のこの状況で、亜美にあれこれ聞かれたら困っていたことだろう。

　食事に行かないのなら眼鏡を作りに、とふと頭を過ったけれど、そんな気力もなく、そのまま帰宅しベッドへ倒れ込んだ。




（今日こそ、眼鏡を作りに行かないと……）

　翌日、澄香はそう思いながら、眼鏡屋に一緒に行こうと言っていた伊吹のことを思い浮かべた。彼は勝手に約束しただけだし、一緒に行く気はないとこちらの意思表示はしたのだから、彼のことなんて気にしなくて大丈夫だろう。

　とはいえ、退勤時に一応周りを気にしつつ、いつもよりも早く着替えて出ようとした。

　外まであと少しというところでほっとしたのもつかの間、伊吹の方が一枚上手だった。足早に出ようとしていた澄香に堂々と声をかけてきて、「約束の時間に間に合ってよかった。行こうか」と口にしたのだ。

　当然、周りはざわつく。ふたりがどういう関係なのか、気にしているような視線が集まった。

「ちょっ」

　澄香は当然、他の社員がいるところで、伊吹を糾弾することはできないので、なんとか彼がそれ以上余計なことを言わないように、早く外へと促すしかなかった。

「――ずるいですよ」

　外に出て少ししてから、澄香は隣を歩く伊吹をキッと睨にらみ上げた。

「俺を誰だと思ってる？　簡単に獲物を逃すわけないから。君はもう潔く諦めた方がいい」

　あまりにも強引で傲慢で呆れてしまうくらい自信過剰だ。否、少なくとも仕事上では、伊吹にはそう言い切る自信を持てるだけの実績があるのだろう。それは認める。けれど、仕事だけではなく女性に対してもそうだと言うの？

「獲物扱いってあまりに失礼では？　たしかに藤枝さんは素敵な有望株なのでしょうけれど」

　勇気を出して物申した。伊吹は意表を突かれた顔をしている。澄香のことを、反論なんてしないタイプだと思っていたのかもしれない。だからますます腹が立った。

「私、もう泣くような恋はしないって決めてるんです」

「それ、ずいぶん傲慢な考え方だと思うけど」

「どういう意味ですか？」

「君は怖がりだよな」

「……っ」

　知ったようなことを言わないでほしい、と目で訴える。伊吹の迫力に勝てるとは思っていないけれど、きちんと意思表示はしておきたい。

「筋を通さない人は苦手です」

「うん。俺もそれは嫌いだ。だから、ちゃんと君に告白したし、デートにも誘ったんだよ」

　気持ちのいいくらいすっぱりと、伊吹は言い切った。

（どうしよう。雰囲気にのまれてしまう）

　澄香は困惑した。と同時に、ふつふつと不安と恐れが湧いてくるのがわかった。

　口論で彼に勝てる気がしない。このまま彼に言いくるめられ、間違った道に進んでしまうのでは？

「でも、私にとってはあまりにも突然すぎるんです……戸惑う気持ちもわかってほしいです」

　澄香が必死に訴えると、伊吹も何か考えがあったのか、少しだけ黙り込んだ。

　しばらくしてから、伊吹が口を開く。

「今すぐに結婚するのがいやなら、結婚を前提に付き合ってほしい。君を大事にするって約束する。わざわざ泣かせるようなこともしない」

「諦めるという考えはないんですか？」

　澄香はがっかりした。ちょっとでもわかってくれたと思ったのに。

「俺がどういうやつなのか、君の目で見て判断すればいい。知りもしないうちから拒むなんて、それこそ傲慢だなって言ったんだよ。たまには冒険することで見える景色もあるように、ね」

　冒険という言葉に心を揺さぶられる。

　安定志向で地味なままの自分では叶えられないことがたくさんあるかもしれない。

『そんなことはないさ。年齢は関係ない。大丈夫。この先、きっと君にはもっといい出会いがあるはずだ』

　あの紳士がかけてくれた言葉が、脳裏に浮かんだ。

　今度恋をするならあんな人がいいと思ったはずなのに。あの紳士的な人と伊吹は正反対な気がする。このまま彼の言葉に流されて大丈夫なのだろうか。

「君が怖がりな分、俺が引っ張っていくよ。そういうことで」

　伊吹はそういうと、澄香の手を引いた。

（そんなむちゃくちゃな！）

　力強い手に誘われ、身体が前に動く。

「おすすめの眼鏡屋があるんだ。そこに連れていくよ。帰りに近くのレストランを予約したから、そこで食事でもしていこう」

「はぁ。もうわかりましたから、せめて手は離してもらえませんか」

「君が逃げ出さない保証ができてから、ね」

　伊吹は澄香を離すつもりがないらしい。物理的にも時間的にも。

「もうっ」

　握られた手に意識をとられていると、

『別れよう』

　不意に、元彼の言葉が蘇ってきた。

『好きな人ができたんだ。だからもう付き合えない』

　今はこうして情熱的な言葉を並べる伊吹だけれど、この先ずっとこうだとは限らない。時がきたら、伊吹も元彼と同じようなことを言わないだろうか。

『ずっと言えなかったんだけど、正直、一緒にいても物足りないっていうか……悪いんだけど、これ以上ダラダラ付き合うのは違うかなって思ったんだ』

　同じ答えを出さないだろうか。そして結局、ごめんを言わせてしまわないだろうか。ごめんと受け入れる結末にならないだろうか。

　澄香は伊吹の手を引っ張り返した。彼がこちらを振り向く。

「君もなかなか諦めが悪いな」

　嫌みなくらい美しい微笑みを浮かべながら、伊吹は言う。

　そう、彼は美しい。堂々としていて輝いている。強引で傲慢だけれど、自分の感情にまっすぐなだけ美しいのだ。言葉を飲み込んで勝手に塞ぎ込んでしまう自分とは真逆だ。しかし光が強くなれば闇も濃くなっていく。彼の清すが々すがしい光の前では、陰鬱な感情が溢れ出してきてしまう。

「藤枝さんは本当の私を知らないんですよ。普段の私をどんなふうに見ていらっしゃるかわかりませんが、私といてもきっと満足できないと思います」

「どうしてすぐに結論づけるの」

　呆れたように伊吹は言った。

「実際に、そう言われたからですよ。元彼に」

「ふうん。ひょっとしてその後、失恋の矢先に声をかけられた紳士に心を奪われでもした？　君が前に言っていた『好きな人』ってその人のことかな？」

　澄香はぎくりとする。その件には触れないでほしかったのだが。

「藤枝さんっていちいち鋭いですね」

「俺にとっては元彼よりも、君の心を捉えている現在の彼の方が気になるだけだよ」

「現在の彼って……付き合ってはいませんし」

　うっかり口を滑らせてしまい、澄香はハッとする。情報を得られたことで伊吹は満足そうな顔をしている。

「じゃあ、やっぱり俺が君を口説いてもなんの問題もないわけだな」

　やられた、と澄香は項垂れた。伊吹は聞き上手なのか、聞き出すのがうまいのか。

　彼はこちらの気分などお構いなしに爽やかな笑顔を浮かべると共に、軽やかな笑い声を立てた。

「それにしても、鋭い、か。君だって受付で働いている分、他者について色々なことをよく見ているんじゃないか？　細かい気配りができる子だなってけっこう感心していたんだよ」

　思いがけず褒められてしまい、反応に困ってしまう。

「自分のことは見えていないのに？」

「君は、失恋で自分の価値を見出せなくなっているんだろう」

「そうかもしれません」

「俺が君を満足させてみせるよ。君が臆病になる暇もないくらいに。君はただ俺に溺れればいい。全部を受け止めてやる。そのうち君はいやでも自分に自信を持つようになるよ」

　本当に清々しい自信家だ。だからこそ、引け目を感じていることを、彼はわかっているだろうか。

「私のどこが好きなんですか？」

「君の好きなところ、か」

　澄香は自分で尋ねておいて失敗した、と思った。

　そういえば、伊吹から好きだとは言われてない気がした。いきなり目の前に来て、結婚してほしいと言われただけだ。そこまで考えてから、澄香はピンと閃ひらめいた。

「なるほど、わかりました。これには何か事情があるんですね？　例えば、代役が必要だとか――」

　澄香の言葉を遮るように、伊吹は言った。

「君の好きなところとか理由とか、たくさんありすぎてひとつには絞れない。だから、付き合っていくうちにひとつずつ告げるよ」

　傲慢な彼が目を細めるようにしてこちらを見つめる眼差しは、長年恋焦がれていた人に向けるような愛おしいもののようで、なんて夢見がちな発想をしてしまったのだろうと澄香は自分を恥じつつも、伊吹から目が離せなくなっていた。

「君が聞いてきたくせに必要以上に照れられると、こっちも困るんだけど」

　伊吹の方から視線を外されて、遅れて澄香も俯うつむいた。

「そんなことを言われても……」

「まずは眼鏡屋に行ってから、話そう」

　彼には遠慮や迷いや躊躇ためらいといった選択肢を考える時間はないのだろうか。

「藤枝さん。待ってください。引っ張らないで」

「澄香。俺のことは伊吹でいい」

「呼びませんからね。絶対に」

　そう言いながらも、振り切って帰れるような雰囲気ではなくなってしまった。彼についていった眼鏡専門店で、なぜか一緒に眼鏡の試着をすることになってしまい、澄香は自己嫌悪に陥っていた。

「君が選ぶならこれかもしれないけど、俺ならこっちかな」

　伊吹はあれこれ眼鏡のフレームをチョイスして店員が持ってきたプレートの上に並べ始めた。フレームは細身のエレガントな感じからかっちりした造りのクールな雰囲気のもの、ラウンド型・オーバル型・スクエア型・ボストン型・ウェリントン型・フォックス型といった様々な形をピックアップして、澄香が迷っている間にも彼が取捨選択していく。

　彼の潔い行動力は見習いたい部分でもあるが、一方で、彼には一度止まって吟味するということを覚えていただきたい気分になる。店員に救いを求める目を向けても、すっかり見目のいい伊吹に目を奪われている様子。澄香の視線を感じたらしい店員は、慌てて眼鏡を並べるためのベルベット調のケースを用意しはじめた。

「もしかして、私を藤枝さんの好みにしようとしていませんよね？」

　澄香は疑いの目で伊吹を見た。

「君は充分に魅力的だから、俺好みに変えたいなんて思っていないけれど、でもまあ、あながち外れてはいないね。たまには誰かに選んでもらって、自分の中の常識を壊してみることもいい冒険になると思うよ」

「……自分の中の常識を壊すっていうのは、今の自分自身を否定する必要があるって言いたいんですか？」

「そう、客観的に見るために否定してみる。価値観って知らない内に凝り固まってしまいがちだからね。俺はたまに自分が普段選ばない方を選ぶことがある」

「それって、私のことも該当します？　普段だったら選ばないような相手だって……」

「どうしてそうなるの。君、けっこう卑屈だよね」

「元来は、ネガティブですよ」

「いいね。もっと興味を持った」

　伊吹は屈託なく笑った。飾らない彼の潔さに、呆れを通り越して感服してしまう。

「いい性格をしてるって言われませんか？」

「うん。よく言われるよ。っていうことで、これにしよう」

　行動力のある彼についていこうと考えるなら、一歩先をいかないと間に合わないのかもしれない。

　あれこれと勧められるままに眼鏡が並べられていく。その中から伊吹は手にとって澄香に似合うものをあてがいながら、「かけてみて」と微笑んだ。

　店員の手前、澄香は伊吹を無下にすることはできない。やさしい彼氏に眼鏡を選んでもらっている彼女……という微笑ましい目で見られているのが伝わってくる。

（どうしてこんなことに……）

「ど、どうですか？」

　仕方なく、ぎこちない笑顔で応じる。一方、伊吹はこちらにお構いなしに真剣な顔で選んでくれている。

「よくお似合いですよ」

　と、店員が度々合いの手を入れてくる。

「……は、はぁ」

「君にはこっちがいいかな。華きゃ奢しゃなフレームに、あまり大きすぎない楕円の。肌の色にも合うし、やわらかい雰囲気が際立つ、モカ系のローズモーヴ色」

「わ、私には少し派手では……もう少し、シンプルなシルバーとか、暗めの紺とか地味な方がいいような……」

　一応、自分の意見を間に入れようとするのだが、

「今までと似たようなものを選ばなくてもいいんじゃない？　お揃いの桜色のケースに入れたら映えるよ」

　棚に陳列したお洒落な眼鏡ケースの方を指しながら、伊吹は言った。

　そんなやりとりを繰り返すうちに、伊吹の端整な顔が近づいては離れていく。吐息が頬に触れるくらいの距離感を何度も経験させられている。しかし慣れることはなく、何度も息が止まりそうになって固まっている。

（だめ、集中できない。もう、何を選んだらいいかなんてわからなくなってきた……！）

「そ、それにします！」

　耐えかねて澄香は彼の言うとおりにしてしまった。

「ありがとうございます。それではご用意いたしますので、店内をご覧になってお待ちくださいませ」

　レンズの度は変えたばかりだったので、そのまま使ってもらった。店内でしばらく待っていると、フレームにぴったりと填はめてもらうことができた。試着して調整を済ませる間に、伊吹が支払いを済ませていたことに澄香は気付いた。

　眼鏡屋を出てから、澄香は伊吹の袖を引っ張った。

「待ってください、藤枝さん」

「君にぴったり似合うものを選べてよかったね」

「お金は払いますよ。藤枝さんが支払う理由なんてないですから」

「強引に誘ったのは俺の方だし、これくらいはさせてほしい」

　律りち儀ぎなことを言う伊吹に、澄香はそれでも引き下がる。

「だからって、それは眼鏡を買ってもらう理由にならないです。私が常に使うものですし。選んでもらっただけですから。お金はお返しします」

「そんな無ぶ粋すいなこと言わなくていいよ」

「これを対価に何かを要求されるわけでしょうか」

　あえてこう言ってみたら伊吹も降参してくれるだろうか、と澄香は上目遣いで訴える。

　すると、伊吹は困ったように笑った。

「あのな、君は俺をなんだと思ってるんだ」

　そう言い添えてから彼は、澄香の手から新調した桜色の眼鏡ケースをひょいっと奪い取る。

「あっ……」

「桜色にもすみれ色にも見える、色々な表情を見せてくれる、まるで君みたいだね」

「はぁ……」

「もう少し付き合って。レストランで食事をしていく約束、したでしょ」

「約束なんてしていません。藤枝さんが勝手に――」

「似合う眼鏡、買えてよかったね」

　伊吹はこれみよがしに、眼鏡ケースを澄香に差し出してきた。

「……やっぱり、対価を要求するんじゃないですか」

　澄香はそれをやや乱暴に奪い取り、鞄にしまう。

「君の時間を買わせてもらった分、今度はちゃんと好きなものをごちそうするよ」

「私は、私自身も気に入ったから選んだんですよ。藤枝さんが選んでくれたからじゃないですからね？」

「はいはい。君のそういうところも好ましいね」

「もうっ。からかうのはやめてください」

「危ないよ」

　腕を引き寄せられ、澄香は驚いた。煽るように通り過ぎて行った暴走自転車に、彼がため息をつく。全然気付いていなかった。

「大丈夫？」

　思いがけず心配そうに顔を覗き込まれ、澄香はとっさに俯く。

「だ、大丈夫、です……」

　だからその手を離してください、と言うことができなかった。

　お礼は言いそびれてしまった。

「すぐ、近くだから」

　伊吹はそう言い、澄香の隣をさりげなくキープする。それが彼のやさしさなのか、元々備わっているものなのか、澄香は測りかねていた。けれど、彼が自己アピールのためにそうしたわけではないことくらいはわかる。

　黙ったまま、澄香は隣を歩く自分よりも背の高い伊吹のことをちらりと盗み見た。

　彼は素敵な人なのだろう。見た目だけじゃなくて、いいところもきっとたくさんある。

　彼に憧れる女性はたくさんいる。そして釣り合う女性だってきっといる。

　澄香は今の仕事を誇りに思っているけれど、彼と釣り合いのとれる女性であるかと問われたら、自信なんてない。浮かれて恋をして、傷つくのはもういやなのだ。結局、考えはそこに行き着いてしまう。

　失恋がここまで尾を引かず、自分に自信が持てたなら、もっと違う答えを出せていただろうか。それこそ、伊吹が望むまま、結婚に頷いていただろうか。

　ありもしない未来を想像しても仕方ないとは思っていても、どうしても澄香は考えてしまうのだった。




　伊吹が予約してくれたというレストランは、ホテルの上階にある、青い洞窟をイメージしたような洒落たフレンチのお店だった。落ち着いた照明に包まれた店内は、まるで水族館の一部のよう。熱帯魚が泳ぐ水槽が、隣席との仕切り代わりに設しつらえてある。足馴染みのよい絨じゅう毯たんのフロアの最奥に、予約席があった。その背景には夜景が広がっている。

「素敵なところですね」

　月並みな言葉を告げたあとで、別の席で恋人にプロポーズをしている男性の様子が見え、落ち着かなくなってきてしまう。澄香の様子を察したらしい伊吹は、くすりと笑った。

「安心して。今夜は本当に君と一緒に過ごしたかっただけだから」

「何も言ってませんよ」

「あんなふうにプロポーズしていたら、君は頷いてくれたのかな」

「だから、何も言ってませんってば」

「じゃあ、君の機嫌を損ねる前に、乾杯しようか？　それと、一応、コースを予約したけれど、君が食べたいものがあれば、なんでも言って」

　こなれている伊吹のスマートな振る舞いをみると、今までも誰かとこうして過ごしてきたのだろうか、と想像してしまう。その相手は、どんな人だったのだろう。余計なことを考えてしまうのは、澄香の悪いくせだが、それでも考えずにはいられない。

「今だけは、俺以外の誰かのことを考えないでいてほしいな」

　シャンパンの入ったグラスを重ねたあとで、伊吹は澄香の心を見透かしたようなことを言った。

「――見当違いのこと言わないでほしいです」

「そう？」

「そうです。私は誰のことも考えていません」

　つまり例にもれず伊吹のことも考えていない、という意味を込めたつもりなのだが。

「俺は君のことしか考えていないけど。このあと、どうするか、とか」

　何か含みのある言葉に感じられ、澄香はどきりとした。ここがホテルであることを意識してしまったのだ。

　すると、伊吹は楽しそうに笑った。

「君に嫌われたくないから、それはまた今度にしておくよ」

　顔が勝手に熱くなっていく。想像させないでほしかった。

「私、藤枝さんのせいで、とってもお腹が空いたので、これとこれを注文してもいいですか？」

　メニューを開いて、適当に指さす。

「もちろん。けっこうな量になるけれど、大丈夫？」

「大丈夫です。私、食べる方なので！」

　彼に相応しくない女性だと知らしめるために、幻滅してくれることがあれば、という打算が浮かんだけれど、伊吹は楽しそうに笑うばかり。

　だったら何か他に諦めさせるやり方を……と考えを巡らせたけれど、自分の真面目な性格上、伊吹に恥をかかせたりするような真似はできないな、と早々に諦めた。何より、嬉しそうにしている伊吹を見ると、良心の呵か責しゃくに苛まれてしまう。

　彼は本当に澄香と一緒に食事をすることだけを楽しみにしてくれていたのだ。

　対して澄香はというと、頭の中でごちゃごちゃと考えながら食事をしていたせいか、終始、料理の味がよくわからないままだった。

「――ごちそうさまでした」

「どういたしまして。君の食べっぷりのよさを見るのも、楽しかったよ」

　彼にはお見通しだったのだろう。

　少しでも打算的な考えを浮かべてしまった澄香としては、いたたまれなくなる。

　レストランを出ると、心地のよい夜気に包まれた。シャンパンを飲んだせいか、春の夜でも肌寒さは感じない。

　隣を歩く伊吹を見上げ、ふと、こんなに長い時間を男の人と一緒に過ごすのは久しぶりだな、と過去を思い返した。元彼のことを思い出さないようにしていたのに、ふとした拍子に胸が痛くなるこの現象をどうにかしてほしい。

　恋しさが募る前に、なんとか意識の外に追い出そうとしていると、伊吹が急に立ち止まった。

「さっきの眼鏡、もう一度、かけて見せてほしい」

「え、でも……今はコンタクトだから」

「じゃあ、君は目を瞑つぶっててもいいよ」

　伊吹は話を聞いているようで聞いていない。渋々眼鏡ケースを手渡すと、伊吹は眼鏡を取り出して、澄香の耳にそっとかけようとする。気になって目を開けたところで、澄香の視界はぼやけて何も見えない。これ以上振り回さないでほしいと文句を言いかけたそのとき、何かのデジャブに襲われる。

　それは、花見のときに見えたシルエットに少し似て見えた。

（やめてよ、まさか、藤枝さんなわけがないし……）

　元彼のことを思い出していたせいか、あの夜のことが浮かんでしまった。

　あの紳士は今ごろどうしているのだろう、と伊吹の肩越しに思う。

（そうよ。私は振り回されている場合じゃないのに）

「やっぱり似合ってる。これにして正解だ」

　ぼやけた中で伊吹が屈託ない笑顔を浮かべている。怒る気にもなれないし拒む気にもなれなくなった。

「これは……め、迷惑料ということで受け取ることにしましたから」

「言うね。それでいいよ。俺のシンデレラ」

「シンデレラって……それに逆じゃないですか？」

「君は普段は眼鏡で、仕事のときは戦闘服みたいにコンタクトしてるんだから、あながち間違いではないだろ」

「シンデレラにとっての戦闘服はドレスなんじゃないですか」

「俺は、着飾っているときの君より、今の君の方が好きだから」

「藤枝さんは眼鏡女子がお好み……なんですね」

「どうしても君はカテゴライズをして、俺の気持ちを遠ざけたいんだな」

　伊吹はそう言って屈託なく笑う。

　送っていくよ、とタクシーを捕まえた。

「そうだ。連絡先の交換まだしてなかったな。家に到着したら連絡して」

　伊吹がスマホを差し出す。一瞬、澄香が躊躇う様子を見せたからか、伊吹は自分もタクシーに乗り込もうとする。

「いやなら一緒にタクシーに乗っていくよ。ちゃんと帰宅できたか心配だから」

「わ、わかりました。交換します」

　電車に乗って帰ります、と言いそびれてしまった。きっと彼は一緒についてきてしまうだろう。これ以上、彼のペースに乗せられてしまったら危険な気がしたのだ。幸い伊吹はタクシーには同乗せずに、澄香だけを乗せてくれた。そういうところだけは紳士なのだ。

　眼鏡ケースに眼鏡をしまい、伊吹の方を見た。彼は笑顔を向けて小さく手を振った。

「おやすみ」

「……おやすみなさい」

　これではまるで恋人同士のやりとりのようにも見え、じわりと胸の内側が熱くなる。

（藤枝伊吹……変な人）




　帰宅してから、澄香は渋々とだが伊吹にメッセージを送った。

『無事に帰宅しました。今夜はありがとうございました』

　考えてみれば振り回されたのは澄香の方なのだから、お礼を言うのも癪に思えたが、眼鏡も食事も、結局は伊吹に甘えてしまったことはたしかだ。

（社会人として一応……ね。それだけだから）

　それから彼の名前をアドレス帳になんて登録しようか、としばらく悩んでしまう澄香だった。










２  君を好きな理由はいくつでもあげられる




「そろそろおまえに系列会社ひとつくらい任せたいのだが」

　ある日、父である藤枝修司から切り出された。

　なんとなく予期していたことで、当たり前のように伊吹は承諾するつもりでいた。

　昔から同族経営を続けている藤枝商事の次期社長候補である伊吹は、経営企画部に籍を置き、常務取締役という立場にいる。これまでは海外事業部や営業部などの部長を務め、経営陣と各部署の架け橋としての役割を果たすべく業務を兼任してきた。経営企画部専任となり、これからは、伊吹が中心となって動く必要が出てくるかもしれない。

　現在、社長である藤枝修司と、副社長である畑はた山やま信のぶ雄おで派閥が分かれており、父としては伊吹を早々に重要なポジションにおさめておきたい考えがあるようだ。伊吹もそれには賛成だった。

　だが、伊吹はそれが父の本題ではないことくらい察していた。

「他には何か？」

「将来の伴侶をどうするかは考えていないのか？」

「縁談の話でしたらこの間お断りしましたが」

　困惑した表情を浮かべて見せれば、父も無理矢理には勧めてはこない。しかし今日という今日は引く気もないようだった。

「おまえもあと二年もすれば三十半ばになる。そろそろ落ち着いてはどうだ」

　伊吹は苦笑してごまかす。

　これまで適度な付き合いはあったが、本気で入れ込むことはなかった。派手に遊んでいるというわけではないが、長続きしない交際状況は伝わっているようで、父が跡継ぎ息子の将来を心配するのは最もだろう。

　今どき、内助の功を求めるような時代ではなくなってきてはいるが、藤枝家の本家は格式高く、伊吹が幼い頃には母が家のことをしっかりと務めてくれていたからこそ父も仕事を優先できた部分がある。息子から見てもサポートしてくれる妻が傍にいたことはさぞ頼もしかったことだろうと感じている。そればかりか、母は秘書としても父を常に支えてきた。

　現在、伊吹は実家を出てマンションでひとり暮らしをしているが、この先の跡継ぎの問題はどうしても無視することはできない。父の方には縁談の話が転がってきて持て余しているようだと、近しい使用人からも聞いている。伊吹としても家同士の繋がりや会社の付き合いというものに理解は示しているつもりだ。結婚相手は、人生のパートナーであればいい。藤枝家の長男として生まれたからには、必ずしも恋愛感情を優先する必要はないかもしれない。

　そう割り切っていたはずなのだが、伊吹にはどうしても気になる女性がいて、踏ん切りがつかなかった。

　その気になる彼女こそ、本社の受付担当、木下澄香だ。

　決して派手ではなく控えめだが、凛とした一輪の花。会社の顔となる受付は雰囲気はもちろん人を見る目が大事になってくる。受付は交代制で複数名が総務課の業務と兼任しているが、中でも彼女の観察眼は特に冴えている。とにかくよく人のことを見ているのだ。

　ある日、クライアントとの約束の時間の行き違いが起き、あまつさえ資料の準備が整っていないというトラブルに見舞われた際、気遣い上手な彼女の機転のおかげでクライアントを怒らせずに済んだことがあった。彼女の存在感に、その場の空気が和らぎ、交渉事もスムーズに進んだ。礼を告げたときの彼女のふわりとした笑顔に、行き詰っていた仕事の疲労が瞬く間に霧散するのを感じた。

　最初のきっかけはそうした数ある日常の一コマでしかなく、ほんの些さ細さいなことだった。数日過ぎれば、いつもと変わりない日常に溶け込んでいく感情だと思っていたはずだったのだが。

　彼女のことが気になりはじめてから、彼女を見かけると自然と目で追うようになった。それが純粋な恋なのだろうと気付き、やがて自覚はしたものの、恋や愛でこの先何かが得られるとは思っていなかったし、深入りするつもりはなかった。

　そのはずだったのだが。

　桜が満開のある夜、花見客で賑わう川沿いの土手で、彼女を見かけた。いつものオフィスでの彼女とは様子が違った。酔っていたせいにしては、様子がおかしい。ふらふらとしていて危なっかしいようにも感じた。吸い寄せられるように近くへと足を向けていた矢先、誰かとぶつかったらしく彼女が転倒した。

　気付けば、伊吹は人の波をかき分けて、彼女の元へと駆け出していた。その場から動けなかったのは、怪我をしたせいではなさそうでほっとしたが、完全に無事とはいえなかった。彼女の頬に涙の痕あとが見えたのだ。

　いつも清らかな笑顔を絶やさない彼女の弱みに触れたとき、どうしても放っておけない気持ちになってしまった。

　とっさに彼女を抱き上げて、その場から連れ出した。彼女を守ってやりたいという衝動が起こったのだ。それまで見て見ぬフリをしようとしていた自分の中にある淡い恋心が、明確に色づいた瞬間だった。

　もう、二度と起こりえない、運命なのではないかと感じていた。大げさではない証あかしに、ひとりの女性を深く愛してみたいという激しい感情が沸き立った。そしてそのひとりが、彼女であったらいいという願望が胸の裡に広がっていた。

「――もう少し時間をください」

　伊吹はいつになく真摯に頭を下げる。その姿に修司は意表を突かれたらしい。

　五年前に母が急逝してから、父はなんとなくだが憑つき物がとれたように穏やかな人間になったようだ。気落ちする様子は見せないものの、母の代わりに息子に対する愛情を思い直したような節がある。

「おまえがそう言うのなら、わかった」

　修司は頷くだけに留め、それから仕事の話に移ったのだった。










３  マメな仮想恋人の裏側は…




　藤枝伊吹からいきなりプロポーズされるという晴天の霹靂のような出来事から一週間ほどが過ぎた日の朝、澄香は出社前に思わず藤枝商事の本社の前で立ち止まり、巨大な塔のような三十階建てのオフィスビルを見上げた。

（改めて見ると、大企業中の大企業だよね）

　就職で内定をもらったときは大騒ぎだった。いざ勤めてみれば、当たり前の光景になっていくけれど、こうして眺めてみると企業の巨大さが浮き彫りになっていく。

　この藤枝商事の本社ビルの中は自社の部門別・グループ別にフロアが分けられている。一階にだけコンビニや薬局などのテナントが入っているが、その他はすべて藤枝商事のものだ。

　二階から二十階まで部門別のオフィスフロアや会議室、社員食堂やカフェテリア、リラクゼーションルームなどの設備も充実していて、ニ十階から二十五階の間には社長室や副社長室などの重役室があり、その上の最上階には休日になると一般開放している展望台がある。さらに最上階のいちだん下には空中庭園といわれるプライベートガーデンがあり、平日は社員の憩いの場所として活用されていた。

　オフィスビル丸ごと自社で運営している企業は藤枝商事のような古くからの財閥系大企業以外そうそうないだろう。ここは現代のお城のようなもの。藤枝伊吹はこの城の王様となるべく期待されている跡継ぎ、王子様なのだ。

　それに比べ澄香は別に花形の部署にいるわけではない。受付は本社の顔とは言われているが、澄香はそのひとりにすぎない。彼が王子様なら、澄香は一般庶民というくらいの身分や地位の差があるのだ。

　澄香の頭の中には受付で対応した得意先の大企業の面々、本社のエリート商社マンたち、そして会社が抱える大規模な事業が次々に浮かんできて、身震いがした。

（ないわ。絶対にない……私には無理だよ）

　まさかこんなことになろうとは、三ヶ月前の自分は想像もしていなかった。

　誰かを……また好きになれる未来は訪れるのだろうか。

　バッグの中におさめられている新しい眼鏡が入った桜色のケースを思わず見た。

　花見の夜に出会った紳士と、強引に迫ってくる伊吹。澄香の脳裏にはふたつの影が浮かんでいたのだった。




　出社してからいつも通り身支度を整えて受付に行くと、ほのかに爽やかな甘い香りが漂ってきた。その先へ視線を伸ばすと、つい先日置かれるようになった一輪挿しの花瓶に紫色のカンパニュラの花が挿されてあった。風鈴の形に似ていることから風鈴草とも呼ばれている清楚な花だ。

「五日間……毎日、お花……ね」

（しかもご丁寧に英語で花言葉を添えてあるのよね）

『Gratitude. sincere love』

　気き障ざだなと思うけれど、日本語で綴つづられるよりもお洒落でロマンチックだなとも感じる。そういうところもきっと色々考えられてあるのだろう。

　贈り主の名前はないが、いきなりこんなことをするのはあのひとしかない、と澄香は察していた。

　思い当たる人物――伊吹の顔を思い浮かべると、またご丁寧に脳内で彼の声で再生された。

『君に感謝を込めて。誠実な愛を捧げます』

　あまりの気恥ずかしさに、条件反射的に顔が熱くなった。

（あぁ、うっかり想像しなきゃよかった！　お花は可愛いけれど……）

　商社マンがモテる理由を垣間見た気がする。が、実際に受取人となった澄香は逆に引いていた。実は、もうかれこれ一週間ほどこの調子で毎朝、花が飾られてあるのだ。

　月曜日はチューリップ、火曜日はラナンキュラス、水曜日はバラ、木曜日はペチュニア、そして本日の金曜日はカンパニュラ――。

　だがそれに反して伊吹は姿を現してはいない。

（強引に押したあとに引いていく作戦……？）

　無論、忙しい彼が直接ここに置いていくのかはわからないけれど。いずれにしてもこんな愛のアプローチをする人なんて初めて見たかもしれない。

（それとも私が知らないだけで、社内ではこんなに堂々と愛を伝え合っている？）

　困惑する澄香の隣で同僚の田中亜美がひっそりと声をかけてきた。

「ねぇ、誰が贈ってくれてるんだろうね～？」

「さ、さあ？」

　澄香が知らないふりをする一方、亜美は心得顔で口元を緩めている。実は先日の眼鏡屋の一件から、伊吹が社内の女性社員とデートをしていたという噂が流れているのだ。幸いにも澄香とは特定されていないようだが、亜美は、件くだんのデートの前日に、澄香が伊吹から呼び出されたことを知っている。一連の流れから、気付いていないわけがなかった。つまり彼女は、この状況を面白がっているのだ。

　亜美は周りに配慮しつつ、小声で話を続けた。

「王子、俺様な独裁者タイプかと思っていたけど、意外と誠実でマメなのね。羨ましすぎ」

　王子とは、御曹司の藤枝伊吹を示す隠語のようなもの。しかし亜美の〝意外と〟という言葉には異議があった。

「藤枝さんといったらマメな人選手権ナンバーワンと言っていいと思う。人脈作りの天才って言われてるもの」

　目の前の現実を受け止めるのに必死すぎて、まるで画面の文字を読み上げるみたいなトーンで澄香は答えていた。

　藤枝伊吹は人の懐にすっと入るのが得意な人。受付で時折聞こえてくる彼の噂や、実際に目にした彼の交渉力や傾聴力には舌を巻くものがある。

　その割には亜美の言うように人の話をちゃんと聞かない強引な俺様タイプだし、マメなのはマメだけれど、やり方が古風というか、一歩間違えば、今これをやったらストーカー行為ではないかと非難される気がするのだけれど。そこは彼の役得なのだろうか。

　澄香としては、伊吹に対する評価をどうしたらいいものか頭を悩ませていた。

「あーあ、お惚のろ気けごちそうさま。そういうの聞くと、やっぱり付き合ってたんだって実感しちゃうな」

　亜美の呟きに、澄香はハッと我に返る。

「わ、私は別に彼とは……」

　そこまで言いかけて口をつぐんだ。

『じゃ、周りからうるさく言われないように、早く公認のカップルになってしまえばいい』

　役員室に呼び出されたとき、伊吹が言っていた言葉を思い出した。

　もしかして、これも計画のうち？

　伊吹のことを思い浮かべると、なんだかだんだん腹が立ってきた。

（なんで私が藤枝さんの言いなりにならなきゃいけないわけ？）

　それもこれも押しに弱い自分の性格が一番の原因だ。まず、思いがけず眼鏡を買ってもらってしまったこと。物を与えられてしまうと人はどうしても弱みを握られた立場になってしまうもの。

　次に、しっかりと拒絶の意思を表明できずにいたこと。彼につけ入る隙を与えてしまったのだ。反省すべき点しかない。けれど、迷惑しているのはこちらの方なのに。

　悶もん々もんと腑に落ちない気持ちになりながらも、澄香は亜美の前で両手を合わせた。

「ごめんね。なんかこういうの鬱陶しいでしょう？」

　お花が迷惑だと言えば、きっと彼の性格上、今度はお花以外の別の贈り物を用意するだけの気がする。どう対策していいものか、頭が痛くなってくる。

「別に。私そういうの気にしないっていうか、羨ましいし癒されるし、もうこのふたり推せる！って思えるタイプだから」

　あっけらかんとそんなことを言う亜美に、澄香の方が戸惑ってしまう。

「そ、そう」

「うん。あんまり盛大に惚気られない相手でしょ。私にだったら平気だから任せて」

「ありがとう。誰にも言えないし、助かる……」

　と言いつつ、澄香の顔はやや引き攣つっていた。

「いいよ。だから、堂々としていてよね。結婚式の招待状もらえるの楽しみにしてるから」

　その代わり「私にも惚気させて」という亜美の秘密を共有することになった。

　彼女は総務部の山寺部長と付き合っているらしい。社内恋愛禁止ではないが、直属の上司と部下の恋愛は影響が出ないように極力秘密にするのがスタンダードだ。

　亜美からは恋人がいるということは聞いていたけれど、そんな身近な人が相手だとは思ってもみなかった。

（なんか、思いがけないパンドラの箱をもらっちゃった）

　秘密の恋は黙っているのが苦しくなって誰かに喋りたくなってしまうという傾向は理解できる。その代わりに秘密の共有というからにはこちらからも話題を提供する必要が出てくる。つまり不穏な言葉かもしれないが、ひと言で言えば共犯者になったということ。

　亜美の気持ちは嬉しかったし、彼女の話はなるべく聞いてあげたいけれど、伊吹との謎の関係性を思うと、余計なことを言うべきではなかったかもしれない。

　その日の定時後に、伊吹から連絡が入った。

　いつものように着替え室で、コンタクトから眼鏡に変えて帰ろうとしていたときだった。

　本当に連絡先を交換したんだ、と実感する間もなく、唐突な文面に目を奪われる。

【至急、君に頼みたいことがあるんだ】

【何かあったんですか？】

【今から送るところに来てほしい】

　澄香は送られてきた地図を頼りにすぐにその場所に向かった。そこはイタリアンバールだった。到着すると通路側から見える席に座っていた伊吹が笑顔で手を振った。

（これはもしかして……ひょっとして）

　澄香は無意識にわなわなと震えていた。

「嘘つきは泥棒のはじまりですよ」

　伊吹の前に行ってすぐ、澄香は彼を糾弾した。

「どうせならハート泥棒っていうことにしてもらおうか？」

　何も言葉にならない。ただ顔が少しだけ引き攣った。ものすごくいやな顔をしていたと思う。しかし伊吹にはまったく効き目はなかった。

「冗談だよ。そんなに怖い顔しなくても。週末にデートに誘うくらい許してほしい」

　当然のように、座って、と促されて澄香は周りの視線を気にしつつ、さっと彼の目の前に座った。しかし文句はちゃんと言っておきたい。

「お花を毎日贈ってくださるくらい誠実な愛をお持ちなら、ストレートに言ってくださればいいじゃないですか」

　皮肉を込めて告げると、ますます伊吹は楽しそうに笑顔を向けてくる。

「理由をつけて断られる気がしたし、あえて君の怒った顔が見たいって言ったら……ますます怒るかな」

「そういうのは、せめて、心の中で思っててください」

　乗せられない、乗せられない、と澄香は自分を律してから彼に苦情を告げた。

「でも君は来てくれた。ありがとう。次回からはストレートに誘うよ」

　悪びれもせずに伊吹は言う。まるで悪戯いたずらを見つけてほしかったペットのようで、こちらの調子が狂ってしまう。

「それはそれで困ります。大体、こうして会う回数をこなせばいいとか思ってませんか？」

「こなせばいいってものじゃないけど、回数は必要だと思ってるよ。どんなことでもね。相手を知るためには時間が必要だし、信頼を培つちかうには何度も接点を持つことが必要だ。君にはきっと軽いって誤解されてるところもあるだろうから、俺を知ってほしいって思ってるよ」

「フットワークは軽いとは思っています」

「それは、商社マンの俺にとっては誉ほめ言葉だ」

　伊吹は満足げに笑った。自信に溢れる人の表情だな、と澄香はつい彼を観察してしまう。だからこそ、いつまでも腑に落ちない。

「どうして私なんですか」

「君には人を見る目がある。俺はそういう君に可能性を感じているんだ」

　意外にも真面目な回答に拍子抜けしてしまう。そう言われるのは悪い気がしない。見た目が好みだとか適当なことを言われた方がまだ即座に反発できたのに。

「そ、それは……仕事上の話ですよね」

「仕事だけじゃないよ。俺はこういう立場にある人間だから、観察眼のあるパートナーが傍にいてくれることは何より心強いことだ」

「求められている理想像はわかりました。でも、あまりに急すぎます。きっと藤枝さんにはなんらかの理由があるんだって思ってます。私を利用したい目的があるんでしょう？　はっきり言っていいですよ」

「君が察しているとおり理由はふたつある。ひとつは、今すぐに婚約者がほしい。そろそろ父がうるさくてね」

　やっぱり、と澄香はやっと腑に落ちた。

　彼は大企業・藤枝商事社長の息子なのだ。縁談を持ちかけたい人は多くいるのだろう。それを避けるためにダミーの婚約者を準備しておきたいという、よくある話かもしれない。

　まるで虫避よけ代わりに使われるようで気分はよくない。けれど、彼の事情を想像すれば理解できる部分もある。

　普通に考えれば、ここは伊吹を自分勝手な人だと怒るところなのではないだろうか。でも、澄香にはそんな気力は起きなかった。そういう物分かりのいい自分に気付いて虚しくなる。人と人の橋渡しをしている受付担当のいわば職業病のようなものかもしれない。

　そこまで考えて、ふと疑問が浮かび上がる。

　しかしそれならもっと適した人を選んだ方が面倒がないのではないだろうか。彼が頼めばふたつ返事で引き受けてくれる女性なんてたくさんいるはずだ。それこそ彼に相応しく釣り合いのとれる肩書の人が。なぜわざわざ澄香を選ぶんだろう。

　思案する澄香をよそに、伊吹は真剣な目で澄香を見つめた。

「ひとつ目の言い訳はあとにさせてもらうとして、もうひとつの方が大事な理由だ。ふたつ目は、それが、君であってほしいと思ってる」

　とても強い眼差し。凛としていてブレない。だから本心であることは伝わってくる。伊吹のこういうところは魅力なのだろう。ただ、彼を澄香が信頼するかどうかはまた別の話だ。

「堂々巡りなのですが……それでひとつ目の言い訳はなんですか？」

「早々に婚約者を決めて、執拗な縁談を避けたいという打算もある。だが、君の言う堂々巡りだけれど、相手が誰でもいいわけじゃない。君と結婚したいと思ったから声をかけたんだ」

「だからなぜ私が――」

　その先を続けようとして、ふと気付く。

（揉め事を起こさない、口封じしやすい人物だから……？）

　ちくりと胸を刺す痛みを覚えた。それしか思い当たらない。

（なんで私……ショックを受けてるの？　藤枝さんのことなんてなんとも思ってない。そうだよね……？）

　煩悶を繰り返し複雑な顔をしていた澄香の様子に気付いたらしい。さすがの伊吹も勝手なことを言いすぎたと思ったのだろう。彼はひょいっと肩を竦すくめた。

「いまいち信用されてないのは理解してるよ。だから、俺なりのアプローチをしてる」

「今のところ私を困らせることばかりですが」

「だから、できる限りの時間を一緒に過ごせるようにしたい。君が評価をしてくれるまでの間、俺に猶予をもらいたい」

「どうしてそこまで私に執着するんですか？」

　伊吹に想いを告げられれば告げられるほど、猜疑心の方が先立ってしまう。それほど今の澄香が自分に自信がない証拠でもあった。

「理由はさっきも言ったとおりだよ。観察眼のあるパートナーが欲しい」

「それでも、私よりも相応しい人がいると思うんです」

「肩書だけをみればそうかもしれない」

「だったら……！」

「シンプルに、俺が君に惚れ込んでる。君だから俺は興味を持ってるし、恋人になってほしいと思っているんだ。肩書だけで人の心が動くわけじゃないことは、君が何よりわかっているんじゃないか？」

　人の心を見透かしたような強い眼差しを向けられ、澄香は言葉を詰まらせた。

　たしかにそれは彼の言うとおりだ。どれほど素晴らしい肩書を持っていようと、その人自身に魅力がなければ惹ひかれない。一方で、こんなふうにも言えるだろう。君は肩書で俺の気持ちを判断するのか？と糾弾しているのだ。だから、澄香はとっさに反論できなかった。彼に見つめられると裸にされてしまいそうで、澄香は無意識に視線を落とした。

（恋人……。だけど、私は次の恋愛は失敗したくないもの。振り回されている場合じゃないのよ）

「それに、俺には猶予がない」

　切羽詰まった伊吹の様子が気にかかって、澄香はぱっと顔を上げる。

「……というのは、縁談が差し迫っているということですか？」

「君に好きな相手がいるってことを知ったから。そいつから奪ってでも手に入れておきたいって思う。君の心が完全にそいつのものになってしまう前にね」

　野性的な視線を注がれて、不覚にもどきりとした。鼓動が少しずつ速くなっていく。澄香だって現時点で興味を持っていない伊吹相手に動揺するくらいなのだ。彼に興味を持っている女性ならば即落ちていてもおかしくはない。

「ひょっとして藤枝さんって、二面性ないですか……？」

「俺と付き合うことで得られるメリット挙げようか。受け身な恋愛からの脱却。君が、積極的になれるような恋を、俺が教えてやるよ」

　受け身でつまらない女。フラれた理由を思い浮かべて、澄香は言葉を失った。今まさに心を見透かされた気がして思わず視線を落とす。

「きっと今のままなら、君は次の恋も失敗するよ」

　さすがに聞き捨てならない。澄香は弾かれたように顔を上げて反論する。

「ひどい。呪いをかけるんですか？　嫌がらせにもほどがありますよ」

「俺がその呪いを引き受けて、代わりに君をシンデレラにしてあげるって言ってるんだけど？」

　あまりにも俺様な態度に唖然とする。ここまで傲慢で唯我独尊でひどいことを自信満々に言う人なんて初めてだ。

「私には気になる人がいるんです。藤枝さんとは正反対のタイプの人です」

　はっきりとした拒絶を試みても、伊吹は動じることはなかった。そればかりか、ますます彼のハートに火をつけてしまったみたいだ。

「それは前にも聞いたからわかってるよ。けど、君が俺を好きになる可能性はまだゼロじゃない。それとも君は俺に惹かれるのが怖いの？」

「そういうわけでは……」

「じゃあ一度試してみればいい。俺と向き合って君の感情がどう変化するのか。最終的に嫌いだと言われれば、そのときは潔く退散するよ」

　呆れるほどの押しの強さと潔さに、澄香はとうとう白旗を上げた。というか、拍子抜けしてしまった。

「仮初の関係、要するにお試し期間だ。その間、俺を練習台にしてみればいい。さすがにたったの八日間でクーリングオフというわけにはいかないけど、ひと月もあれば充分じゃないかな」

　その言葉通りに、伊吹が試すような目を向けてくる。

（私が、藤枝さんみたいな人と付き合う機会なんて、この先訪れるとは思わない）

「そこまでいうならわかりました。あくまで仮初の関係、お試し期間ということなら」

「決まりだな。仮初の恋人っていうのが、ますます萌えるね。何もしないっていう約束は無理だけどいい？」

　急に軽くなった伊吹の態度に、澄香は若干の不安を感じて焦ってしまう。

「そ、それは……私だって大人ですし、ある程度のことは承知していますが……さすがにお試し期間中に無理難題は困りますよ」

「じゃ、ひとまず、よろしく、澄香。今度こそ俺のこと名前で呼べるよな？」

「伊吹、さん」

「まあ、可愛いから、いっか」

　簡単に可愛いと口にする人を世の中の女性は軽い男性だとみなしますよ、伊吹さん。

　そんな内心を滲ませた視線を向けると、伊吹は用意してきたように愛を囁いた。

「こういうのは君にしか向けない感情だから。それをこれからは存分に感じてもらうよ」

　そう言って魔法のように一輪のラッピングされたピンクのガーベラを差し出した彼に、澄香はもう言葉が出なかった。

　ガーベラの一本の花言葉。

『You are my destiny. 君は俺の運命の人』

　彼の方こそが高嶺の花だ。向かうところ敵なしの天上の人。そんな彼にロックオンされてしまい、まんまと彼の策に嵌はまった自分は本当に大丈夫だろうか、と澄香は震える。伊吹には悪いが、うっかり高級壷を買わされたような気持ちが少しだけ理解できた気がした。

「お互いを知るために、これからできる限りの時間を一緒に過ごそう。次はこの花が枯れてしまう前にデートしようか。どこか行きたいところある？　ないなら、俺に全部任せてもらってもいいけど？」

「それじゃあ、受け身な自分を脱却できませんよね。私も色々考えておきますから」

　言葉巧みな彼に負けてしまわないように、心の中でハートを燃やすことにする。いつまでも落ち込んでいられないし、自分が変わらなければいけないことくらいわかっている。それならなおさら、彼の思うままに従うのは違うだろう。

　受け身を脱却させる、という言葉をそのまま受け入れるのではなく、澄香の方からも動かなければならないのだと思う。

（私も簡単に負けないようになんとかしないと……）

　そこまで考えてから、澄香は「あれ？」と我に返ってしまった。

（ちょっと待って。なんとかするってなんだろう？　伊吹さんを簡単に好きにならないように平常心を高めること？　それとも彼を好きになれるように柔軟な思考を持つこと？）

　だんだんと混乱してくる。もう既にまんまと伊吹の手中にある気がしてならない。

　その課題への自問はその日の夜に寝落ちするまで続いたものの、回答は出ないままだった。










４  仮初の関係…




　隣を歩く伊吹をちらりと盗み見てから、彼に気付かれないように澄香は小さくため息をつく。

　ゴールデンウィークは忙しくて会えずあっという間にひと月が経過してしまうから、その前にさっそくデートがしたいと伊吹に誘われた。

『仮初の恋人』の関係を承諾したからにはデートすること自体はいい。問題は、別のところにある。

「あの、せめてオフィスからもう少し離れた場所で待ち合わせすることはできませんか？」

　澄香はさっきまでのことを思い返す。オフィスを出てすぐ、伊吹の傍で縮こまっていた自分はさぞ滑稽な姿だったことだろう。定時後にコンタクトを外して眼鏡になったあとはいっそう目立たなくなるのに、今日は伊吹が傍にいたせいであまりに目立ちすぎていた。

「オフィスの外に出たあとまで、そこまで気にする必要あるかな？　大体、もう君と俺の噂はとっくに社内に広がってるようだし、隠しきれるものでもなくなってきているわけだから、好きなように言わせておけば」

　そう、少し前から社内を騒がせている『藤枝伊吹のお相手』が澄香であることがついに特定されたのだ。

『藤枝伊吹が受付担当の社員といい雰囲気になっている』という噂はあちこちから聞こえてくる。毎日花を贈っているらしいとか、高級レストランから出てくるふたりを見たとか、もうプロポーズをすませ結婚間近なのではないかとか、噂が噂を呼び、どんどんふたりの関係が露見していく。噂好きの亜美から聞いたところによると、澄香は陰で、「次期社長夫人」とまで言われているそうだ。

　噂通りのことも多くあながち間違いではないのだが、社内の人間にとっても心地のよい空気のようにそこにありたかった澄香としては、浮かれているように思われていたら不本意極まりない。

　それなのに伊吹はまるで他人事のように言う。

　いきなりのプロポーズだったり花を贈ってくれたりする部分では情熱的だと思うが、一方で今みたいなドライな感じもある。どちらが本来の彼なのか、澄香は伊吹のことをまだ測りかねている。

「外堀を埋めるという意味では、ありがたいと思うけれどね」

「あの、伊吹さん、さすがに怒りますよ？」

　あまりに身勝手な伊吹の発言に澄香は反論しようとしたのだが、彼が口を開く方が早かった。

「君が逃げられないように、という意味でね」

　強い意思をもった眼差しと、獲物を狙う獰どう猛もうな色気。それは伊吹だけに許される証のようにさえ感じられた。

「……っ」

　澄香はというと、彼の横暴さにあっけにとられすぎて二の句が継げない。ただキッと軽く彼を睨むだけだった。

「そういう顔も嫌いじゃない。全然迫力ないけれど、むきになってる姿は何かの小動物のようで癒される」

　こっちは怒っているというのに、平気で癒されると宣のたまう伊吹にますます腹が立った。

「か、からかうのはやめてください」

「俺は思ってることしか言わない。それと、今まではあくまで噂でしかなかったわけだ。満を持して今夜、君は俺のものになったんだって知らしめるのにちょうどいいだろ」

「まるで伊吹さんを中心に会社、いえ社会は回っていると思っていませんか？　大体、人は噂をするのが好きなだけで、実際のところがどうかなんて、それほど他人に興味はありませんよ」

　伊吹の手のひらで転がされているようで悔しくて、気付いたら語気を強めていた。しかし効果はまるでゼロだ。伊吹は意に介することがないばかりか、逆に喉を鳴らすようにくっくっと、楽しそうに笑った。

「受付にいる君がそれを言うのか。君は誰より周りの人のことを見ているのに」

「……っ伝わってませんか？　これは皮肉ですよ。他人に興味はないけれど、例外はいるんです。伊吹さんには皆が注目しています。お仕事をされている頼もしい姿もそうですし、地位や身分だけではなく目を引く魅力的なルックス……」

　指折り数えだす澄香を見て、伊吹はやや呆れたように眉を動かす。

「そこまではっきり褒めてくれてどうも。皮肉か。たしかに逆に悪口を言われている気分になるね」

「と、とにかく、目立てば目立つほど、なぜ私っていう矛先がくるわけです」

　もっと相応しい人がいるのではないか、という女子社員からの視線が刺さる。それを気にしないふりをするのは心苦しいし、ただでさえ自己肯定感が低い自分のメンタルが持たない。そういうわけでさっきはとうとういたたまれなくなって逃げ出したのだ。

「そういうのも俺といるうちに気にならなくなるくらいにしてみせるから。君はそうやって俺を評価してくれてる。君が評価してくれている俺が、君は素敵だって言ってるんだ。これって自信にはならない？」

　傲慢なことを言うのに、やさしい言葉を添える。まるで鋭い棘を持っているのに、甘い香りで誘う薔薇のよう。ブレない彼の方こそが花のように美しい。

　だからこそ、なぜ私なのだろう？という疑問はいつまでたっても消えない。この間も一応理由は聞いたけれど、納得のいく回答ではなかった。

（けど、どうして私のことが好きなの？　なんて何回も聞くのはさすがに野暮というかしつこいだろうし）

　その疑問は伊吹と一緒にいる中で見つけられるのだろうか。表面上の言葉ではなく、彼の本心が知りたい。伊吹が褒めてくれたように、澄香は職務上、人間観察をするのが得意だ。お試し期間中に、少しずつ深掘りしていけたらと思っているのだが、最初からもう高難易度のゲームに武器も持たずに挑んでいるみたいだ。手ごたえを感じられる気がしない。

「それで、君がデートで行きたいところっていうのはどこ？」

「その先にある『fleurフルール』というワイン専門店です。色々揃ってて試飲もできますし、見てみたいなって。あと、この間、伊吹さんが私を呼び出したイタリアンバールよりももうちょっと落ち着いた感じのビストロも併設されているんですよ」

　これは全部、同僚の亜美からの受けうりだ。自分でも調べてはみたけれど、料理に関しては実際に経験した人の意見の方が参考になる。しかし亜美からイチオシと言われた文言『最近カップルに人気がある』までは照れが先にきてしまい、さすがに言い切れなかった。

「へぇ。いいね。君ってお酒は強い方？」

「いえ。まったく……お付き合いはしますが、一滴でさえ酔いますよ」

「じゃあ、わざわざワイン専門店を指定したのは、ワインは誰かへのプレゼント選びとか？」

「そういうわけではないんですが、お得意様にたまに聞かれることがあるんですよ。そういうときにさっとお勧めできたらいいな、とか思っています」

　受付に座っていると、社内の事情はもちろんだが社外の取引先の事情にも詳しくなっていく。アポイントメントの確認と取次、そして場合によっては会議室のセッティングのお手伝いなども入ってくる。その間に世間話をすることもある。

　この間も、奥様の誕生日に贈り物をしたいという得意先の社長に聞かれたことがあった。受付は会社の顔だと心得ているし、来客の気分を和ませるのも大事な仕事のひとつだ。

「勉強熱心だな。デートがついでになるのは妬けるけど、そういうのは嫌いじゃない」

　伊吹の素直な反応に、澄香の方が申し訳なくなってしまった。

「も、もちろん、ただのついでのつもりでは……」

「ついでに、俺に試飲の担当をさせるつもりでは？」

　今の応対相手は伊吹なのだった。彼を不快にさせてしまったら説得力も何もないだろう。しかし伊吹は不満な顔をすることがないばかりか、澄香の提案には乗り気なようだった。彼の方こそ勉強熱心だと思う。

「もし可能なら……お願いしたいです。伊吹さんはお酒は強かったですよね？　そんな話をされていたのを耳にしたことがありました」

「まあ、付き合いがあるから、そこそこな。しかし君ってけっこう策士なところもあるんだな」

　がっかりさせてしまっただろうか。でも、振り回された分、こちらも振り回してやりたいという気持ちが芽生えたのは否定しない。そういうモチベーションがなければ、伊吹の強引な誘惑に流されてしまいそうだからだ。

（別に好かれたいわけじゃないんだから、今はこれでいいよね？）

　恋愛下手な自分に問いかけてももちろん答えは返ってこない。実践あるのみだ。




　ワイン専門店は想像していた以上にお洒落な空間だった。試飲コーナーは広く設けられていて、美しいボトルが幾つも並べられていた。今店内にいるのはほぼカップルで、みんな思い思いに試飲を楽しんでいる。

　雰囲気のあるダウンライトに深紅色のソファ席とカウンター席に分かれたビストロのフロアが繋がっていて、白いシャツに黒いジレベストに蝶ネクタイを合わせた案内係の姿が見えた。

　想定していた以上にお洒落な空間を目の当たりにして、澄香のテンションも自然と上がる。

「なんだか目移りしちゃいますね。ボトルも色のついたものから透明なものまで色々……宝石みたいで綺麗」

　目を奪われてあちらこちらに視線をやると、くすりと小さく笑う声が横から聞こえた。小動物を愛でるような目を向けられていた。澄香は恥ずかしくなって俯く。無邪気にはしゃぎすぎただろうか。一方、伊吹は常に堂々としていて場の空気に溶け込んでいる。彼が動揺することなどあるのだろうか、とさっそく負けた気分になってしまう。

　店内の一部に設けられた特設コーナーを眺めながら、伊吹は手にとって見たりしている。

「二百種類以上ある中の幾つかチョイスされているみたいだ。専門のソムリエが選んだみたいだから間違いないだろうね。君が気になるものからトライしてみようか」

「そうですね。とはいえ、それでもたくさん種類があって……迷います」

「ノンアルコールワインの種類も豊富らしいよ」

「今人気みたいですよね。私みたいにすぐに酔ってしまう人もいますし」

「見た目から選ぶっていうのもいいんじゃない？」

「たしかにボトルの形とか色とか見てるだけで、ワクワクする……アクセサリーみたいですね」

「この店の内装みたいに、インテリアの一部に活用する人もいるよ。君の代わりに俺が中身を担当してもいい」

　伊吹が意味ありげに微笑む。なんだかまるでそれは結婚が決まったカップルが、新居について相談し合っているみたいだ。さりげない会話に思えたが、伊吹の言葉にはいつも何か意図するものがある。現に、澄香は意識してしまってドキドキしているのだから、彼の作戦は成功なのだろう。

（いつも、手のひらの上で転がされているみたいで、なんだか悔しいな……）

　その後も、伊吹はよさそうなワインを何本か見繕ってくれた。その様子を見ているうちに、ふと、澄香の中にあることが思い浮かんだ。彼の余裕を崩してみたい。そんな悪戯心だった。

「伊吹さん、私、これ……飲んじゃったかも？」

　ふらっとよろめくふりをした。そしてすぐに「冗談ですよ」と、伊吹の反応を窺おうとしたのだが。

「ちょっと待って。すぐに水をもらおう」

　伊吹は真顔に戻って澄香の肩を抱き寄せた。スタッフを呼びつけようとしたところで、澄香はぎょっとして慌てて彼を止めた。

「ご、ごめんなさい。嘘って言おうとしたんですけれど……なんだか、ごめんなさい」

「はぁ。それならよかった。まったく……今夜は何かな？　君の俺に対する仕返しみたいな趣向？」

　伊吹が恨めしそうな目を向けてきた。澄香は肩を竦める。彼の動揺は見られたけれど、結局、罪悪感が芽生えただけだった。慣れないことはするものではない、と反省する。

「いつもやられてばかりだからたまにはと思って……」

「悪戯にしたって、心配になるだろ」

「す、すみません」

「まあ、恋人同士なら許される可愛い嘘か。本当に酒がダメならそもそもこういうところを君からわざわざ指定しないだろうしな」

　ふっと、伊吹がため息をつく。本当に心配してくれことが伝わってきて、胸の奥がきゅっと狭くなる。

（あれ、なんだろう……この気持ち）

　飲んでもいないのにふわふわとした感覚になる。

「ただ、ちょっと意外に思いました。伊吹さんでも狼狽うろたえることがあるんだなって」

「君に関わることなら、当然だろ」

「……っ」

　微笑んでごまかすわけでもなく、真剣な表情で言われると、それほど大事に思われているのだという甘い錯覚を抱きそうになる。彼の純粋な想いがますます正当化されてしまいそうだ。

（実際に、そうなのかもしれないけれど……）

　とにかく澄香には簡単に自惚うぬぼれるほどの自信がない。

「ビストロもよさそうな雰囲気だな」

「えっと、実は予約してあるんです。試飲のあとでと思っていたので、もうそろそろ」

「そう、俺と食事することも考えてくれてたんだ」

「それは、まあ……」

「嬉しいな。このあと、どうやって君を引き留めようかなと思ってたのに。杞憂だったね」

　伊吹が素直に喜んでくれているのを見て、澄香は面おも映はゆい気持ちになってしまった。

　着席してメニューを眺めつつ、伊吹の様子を窺う。

「伊吹さん」

「ん？　食べたいメニュー決まった？」

「えっと、海老と海藻のパスタにします」

「じゃあ、僕はカルパッチョにでもしようか。飲み物はおすすめのものでノンアルコールのものを」

　決まり、とすぐに伊吹はオーダーを入れた。

　結局、伊吹にエスコートされているのは澄香の方で、デートプランを考えるなんて高難易度すぎたな、と反省する。

（っていうか、私、反省してばかりの気がする）

　係が注文を受けて去ってから、澄香は改めて伊吹に向き直った。

「さっきはごめんなさい」

「何度も謝らなくていいよ」

　と、伊吹は困ったように微笑む。その様子を見て、それ以上はもう言うのをやめることにした。かえって水を差してしまいかねない。

「それよりも料理を楽しもう」

「はい」

「君はこういうところによく来るの？」

　どう答えようか迷った末、自分を取り繕っても意味がないことに気付いた澄香は、素直に事実を話すことにした。

「いえ。実はここ同僚の子におすすめしてもらったんです。私は普段あんまりこうキラキラしたところに行くことはなくて。ひとりで入るのは勇気がいるというか」

「そう。じゃあ一緒に来れてよかったな。同僚の子にお礼を言っておいて」

「もちろんです。喜ぶと思いますよ」

「君は？」

「え？」

「俺とここに来れてよかった？」

「それは……」

　言い淀んでいると、急に誰かの声が割って入った。

「おや。藤枝社長のところの、伊吹くんじゃないですか」

　その声に弾かれて見上げると、恰幅のいい男性が伊吹の方に笑顔を向けた。

「沢さわ木き社長、ごぶさたしています」

　男性の顔には見覚えがある。以前にもアポがあった。『沢さわ木き電でん機き』の社長だ。

　彼は一度席を立って紳士と握手を交わす。紳士のうしろには秘書と思しき女性が慎ましく控えていた。

「奇遇ですね。ところでそちらの素敵なお嬢さんが伊吹くんと婚約しているという噂の？」

　自分に話が及んだことに、澄香は目を丸くする。まさか取引先にまで噂が広がっているのだろうか。

「ええ」

　伊吹に目配せをされて、澄香はハッとする。ここは話を合わせてほしいということだろうか。慌てて立ち上がり、姿勢をただす。

「彼女は木下澄香。お察しのとおり、僕の婚約者です。澄香、沢木電機の社長だ」

「は、初めまして。いつもお世話になっております」

　実際は初めましてではないのだが、伊吹の婚約者ということなら挨拶としてはこうするしかない。

　もやっとした気分にはなったが、この場で彼の面目を潰すわけにはいかないし、相手に不信感を与えるわけにはいかない。普段の受付係としての自分をなんとか出すことで冷静になることにした。

「今度、ふたりで一緒にうちの創業記念のパーティーに参加して花を添えてほしいね。良ければ、うちの秘書から招待状を出させてもらうよ」

「それはぜひ。楽しみにしています」

　社交辞令だというのは空気で伝わってきたけれど、本当に招待状は送られてきそうだ。沢木電機といえば得意先の中でも大手の中に入る企業だろう。

　沢木社長と秘書の女性の姿が見えなくなったのを確認したあと、伊吹は着席し、あとを追うように澄香も椅子に座り直した。

「助かったよ」

　伊吹がほっと胸を撫で下ろす。

「いえ……話を合わせるのは構いませんが、地味な相手だと思われたかもしれませんよ」

「色々勘繰るような目をしていたのは確かだけど、あの人は見た目で判断するような人じゃないよ。色々と長い付き合いなんだ」

「まさか、取引先にまで噂が広がっているなんて思いませんでした」

「ああ、まさかここまで早く、沢木社長の耳に届くなんて」

　嬉々とした声で発せられたその内容に、澄香は違和感を覚えた。取引先に噂が広がっていることを知っていたどころか、それを望んでいたみたいな言い方だ。そこでふと、ある可能性が浮かぶ。

「もしかして……伊吹さんが噂を広めたんですか？」

　澄香が真意を問うと、伊吹は肩を竦めた。

「噂を広めるというと語弊があるけれど、将来の婚約者の存在は周りに知らせておきたいという気持ちは少なからずあったよ。会社のためにもね」

　伊吹はいつになく歯切れの悪い様子で、なんていうか、と言葉を濁した。そんな彼の態度に澄香は自分が思っていた以上にショックを受けていることに気付かされる。

　彼にとってこの関係は、あくまでビジネスのために必要なものにすぎないのだということを、明確に突き付けられた気がしたからだ。

　最初はなんて強引で自分勝手で軽い人なのだろうと構えていた部分はあったけれど、澄香に対する想いだけは誠実でいてくれるのではないかと彼を信用しはじめていた。

「何から話したらいいか。とりあえず外に出ようか」

　食事はとっくに終わっていた。個室でもない場所で話すことではなかったかもしれない。伊吹の言うとおりに澄香は彼に従って店を出た。会計は彼がさっと済ませてくれた。

「すみません。私から誘ったのに、結局ごちそうになってしまいました」

「せっかく君が色々考えて誘ってくれたのに、こっちこそごめん。こんなことで、お詫びにならないかもしれないけど」

　少し歩こう、と伊吹が澄香の肩を引き寄せるように誘導する。いつもの伊吹ならスキンシップなんて物ともしないのに、直接触れようとはしなかった。彼なりに気遣ってくれているのだろう。だから、ショックではあるものの憤るような気持ちは少しずつ落ち着いてきている。

　駅前の大通りから離れ、一本隣の車通りの少ない街の中をふたりで歩く。さっきまでの賑やかな繁華街とはまるで別世界のような鬱蒼とした公園の中へと歩みを進めた。ここはあのお花見が行われていた公園だ。緑樹に囲まれた園内は、お花見祭りの余韻はとうに消えていて、初夏の心地よい夜気を感じさせてくれる。木々のざわめきを聞きながら、澄香の方から話を切り出した。

「伊吹さんの事情、改めて聞かせてもらえますか？」

　一拍置いたあと、伊吹は歩みを止めて澄香の方に向き直った。彼の真剣な表情を見て、澄香はどきりとする。

「君なら社内の派閥における事情を少しでもわかっていると思うけれど……」

　派閥と聞いて、すぐに思い浮かぶ顔があった。

「社長派と副社長派のことですか？」

　うん正解、と伊吹が頷く。

「社内の事情と言いながらも、取引先の方もどちらが次期社長になるかで身の振り方が変わるというわけだ。しばらくは勘繰られるような目で見られることになるだろうね。どちらにせよ、今後グループ企業も含めて大きな変革を迎えるだろう。自分の方へ有利に引き込んでおきたいという考えがあるから、藤枝家との関係を強めるためには現社長よりも跡継ぎ候補である俺と縁を繋ごうとする人たちが殺到しているというわけだ」

「つまりお見合い、縁談……ですか」

「そう。前時代的な風習だろ。まあ、元々結婚相手は誰でもよかった。結婚自体に興味がなかったから、しいていうなら俺の家の事情をよく理解している人であれば助かるかなくらいの程度だった」

　伊吹の横顔からは自嘲は感じない。ただドライでもない。だいぶ前から吹っ切っていたのだなという様子が窺える。彼はモてるだろうしお付き合いはそれなりにしてきたのだろう。でも、本気の恋愛はできなかった、というよりもしようとしなかったということだろうか。

　花言葉を添えて花を贈ってくれるマメな繊細さややさしさもあるのに、もったいないような、それでいて置いて行かれたような寂しいような気持ちがした。そこには彼の想いが確かにあるはずなのに、目的を達成するための手段になってしまっている気がしたのだ。

（どうして、こんな気持ちになるのかな……私）

　傷ついているのとは違う種類のショックが、胸の内側に痕をつけていく。この説明のつかない感情は、今はただ複雑としか言いようがない。

「失望した？」

「いいえ。最初から私は伊吹さんには期待してませんでしたから」

「ひどい言い方だ。いっそ清々しいな」

　伊吹は苦笑する。

「すみません。誤解です。色々と魅力的な伊吹さんに対して、私にそれほどの魅力があると思えないからですよ」

「それも充分ひどいね。俺は君だから魅せられたのに。見る目がないと言われてるようなものだろう」

「実際、見る目がないと思います」

「いや。見る目はあると思ってる」

「もう。伊吹さんとは言い合いばかり。堂々巡りになりますね」

　澄香の唇からはとうとうため息がこぼれる。

「悪いが、これだけは譲る気はない」

　頑固な伊吹の意見をのみこむわけではないが、話が進まなくなってしまうので、澄香は一旦言葉を止めたまま待った。

「――君を見つけるまでは、誰でもよかったんだ、本当に。なんでかな。君のことが気になるようになってから、誰でもいいと思えなくなっていったんだ」

　伊吹の熱っぽい視線に、鼓動が速まっていく。澄香は何も言えずに彼を見つめた。

「君はまだ俺を信用しきれていないんだろう。俺もこういう感情の芽生えにこれでも戸惑っている。でも、君を好きな理由はちゃんとある」

「理由……例えば？」

　ドキドキとせり上がってくる鼓動を感じながら、澄香は伊吹を見つめた。

「君は色々と周りをしっかりと見ていて、的確な対応と気遣いができる人だと以前から感心していたんだ。細かい部分によく気付くし、思慮深くて機転がきく。受付に置いておく人材としてはまさに最適だろう。逆に受付に置いておくにはもったいないくらいにも感じるよ」

　伊吹が澄香を褒めてくれたのは一度や二度ではない。褒められるのは悪い気がしない。最初は嘘っぽいとは思ったけれど、今や彼に対する信用を失うわけではない。ただ、自分に対する疑問が浮かぶのだ。

「私はただ自分にできることをしているだけですし……かいかぶりすぎではないでしょうか」

「そういう真面目なところも好ましい。もう少し自己肯定感を強めてもいいくらいだとは思うけど」

　自己肯定感については思い当たる節がある……というか、ありすぎるので、澄香は思わず肩を竦めた。

「君にとっては些末な日常の業務だったかもしれないが、俺もこれまで何度も君に助けられた。感情で仕事をしないようにするのは大人の常識かもしれない。だが、実際は感情で動くのが人というものだ。得意先の機嫌ひとつ取れないようでは、先の付き合いも底が見えてくる。君はそういう部分で心配りをしてサポートをしてくれた。息の詰まるような場面で、何気ない君の笑顔に救われもした」

　さすがに大げさすぎるのではないかと、澄香は気恥ずかしくなってくる。けれど、伊吹はやめなかった。すべての想いを晒すまではやめないつもりだという覚悟も伝わってくる。耳を塞ぎたくなってももう無理らしい。

「そうして俺の中には君の存在が大きくなっていった。やがて……君と恋がしてみたいと思った。その次は、結婚するなら君がいいと思うようになった。そのあとの俺の行動は、君が実際に体験して見てきたとおりだ。軽い男だと思われたのかもしれないが……この年齢になるまでまともな恋をしてきたことがなかった。だから必死になっていただけさ」

　まるで手負いの獣みたいな目をしている彼に、胸がぎゅっと詰まる想いがする。

「伊吹さん……」

　本音を話してくれた伊吹になんて伝えたらいいのだろう。どう彼に応えたらいいのだろう。喉の奥が締まってうまく声に出せない。

　すると、伊吹は澄香の手をそっと引いてその手の甲を持ち上げる。まさかキスでもされるのではないかと構えた瞬間、彼は指先でするりと薬指を撫でた。

　それから伊吹はひと息ついて、澄香をまっすぐに見つめた。彼の瞳の奥は夜の静かな海のように落ち着いているが、その眼差しに情熱の火がいつまでも消えない意思の強さを感じた。

「俺は、君が憧れるような、模範的かつ紳士的な男ではないが、君を大事にしたいと希ねがう気持ちは負けないつもりでいる」

　指先から伊吹の体温が伝わってくる。熱と同時に速まる彼の脈拍まで伝わってくるようで、澄香は息を吞んだ。

「さっきはちゃんとした説明をしないまま話を合わせてもらって、不快な想いをさせてごめん。でも、本当は俺も浮かれてたんだ。社内の事情がどうとか、ビジネス上でメリットがあるとか、そんなことじゃなくて、澄香がたとえいっときでも、俺の気持ちを受け入れてくれたことが嬉しくて。勝手かもしれないが、俺は、婚約の噂を事実にしたいと思っているんだ。君はどう思う？」

　目の前の伊吹には打算など感じられない。彼のまっすぐな誠意を澄香は感じ取っていた。

（知らなかった。そんなふう想ってくれていたなんて……）

　いつも涼しい顔をしてなんでもない台詞をさらっと吐いている彼とは違う。ほんのり上気した頬や照れた目元。それらをひとつずつ目にしていくうちに、澄香の鼓動はどんどん速まっていく。握られている手が汗ばんでいる。伊吹の気持ちが素直に嬉しいと感じてしまっていた。

　不意に、お花見の夜の紳士のことが思い浮かんだ。ちょうどこのあたりだった。あのとき、もう二度と恋愛に失敗したくないから、今度はあんな人とお付き合いをしたいと思ったし、誓ったはずだった。

　伊吹と付き合うということは、彼の想いを受け止める以上に、彼が抱える責任を一緒に背負うということでもある気がする。茨いばらの道は進みたくない。それなのに、澄香の心は風にざわつく湖面のように揺れている。

（大丈夫？　私、絆されていない？）

　無意識に胸のあたりを押さえていた。

　動悸が止まらない。お酒のせいにできていたらよかったのに。

（私、伊吹さんのことが好きになってるの……？）

　自覚した瞬間、顔に熱が集まるのがわかった。

　澄香の異変に伊吹も気付いたようだった。彼がこちらを向いてハッとしたような顔をしている。こんな表情、気付かれたくなかった。

　とっさに俯こうとした澄香の頬に伊吹の手が添えられる。かぶりを振って逃れようとしたが、もうそのときには遅かった。

　伊吹の顔が近づき、愛おしそうに囁く。

「そんな顔をしている君に、拒否権なんてあると思う？」

「……ずるい」

　それしか言えなかった。何も頭の中に浮かばない。伊吹のことしか考えられなくなっていく。泣きたいくらいに彼に心を奪われてしまう。そんな頼りない澄香をあますことなく攫さらおうと、彼は踏み込んで攻めてくる。唇に吐息がかかる。もう触れるまで何センチもない場所まで。

「君が好きだ」

「……待って」

「仮初の関係を、早く本物の関係にしたい」

「伊吹さ……っ」

　もうそれから先のことは頭に何も入ってこない。

　気付いたら澄香は伊吹のキスを受け入れてしまっていた。

　心臓の音が暴れている。耳の奥にふたりの息遣いが響く。

　強引に踏み込んでくる彼のせいで、心の中の庭は荒らさられて彼の痕でいっぱいだ。それでも、彼は荒野状態の乾いた大地に花を咲かせていくみたいに魔法をかけて、澄香の心に小さな灯りをともしていく。

「ん……っ」

　やさしく重ねたキスのあと、彼は我慢ができないといったふうに激しくまた澄香の唇を奪った。何度も何度もそうして痕をつけるようにして、心を離してやらないといわんばかりに。やはり彼は強引で傲慢だ。

　けれど、情熱的な彼に想いをぶつけられて搦めとられることに心地よささえ感じはじめている。溺れるようなキスに没頭していたら、頭がくらくらしてしまった。

「……ん、伊吹さ……っ」

　澄香が涙ぐんで喘ぐと、伊吹はやっと唇を離してくれた。澄香の目尻についた涙を指で拭うと、伊吹は至近距離のままで囁いた。

「今夜のことは忘れないよ。たとえ今の行為が、君の気まぐれだったとしても、絶対にもう君を逃がさない」

「……っ」

　ぞくり、と身体の芯が甘く震えた。

「正式に交際を申し込むよ。君も覚悟を決めておいて」

　伊吹は不敵な笑みを浮かべる。それから彼は送り狼になることなく紳士に徹して、澄香を帰してくれた。

　ひとり部屋に到着してから、澄香はよろよろと崩れ落ちた。

　耳のあたりまでせり上がってくる鼓動がいつまでも鳴りやまない。

（どうしよう……）

　何がどうなったのかわけがわからない。パニックだった。伊吹の事情や彼の気持ちを知った。それから、彼とキスをしてしまった。

（どうして私……キスを受け入れたの）

　思わせぶりなことをする気なんて絶対になかった。それだけはやってはいけないと思っていた。

　伊吹のことが気にかかるし彼に惹かれていく気持ちが芽生えていることはたしかだ。否定はもうできない。でも、荒波に飛び込む覚悟なんてない。

「どうしよう。どうしよう」

　澄香はしばらく膝を抱えたまま途方に暮れていた。










５  何も持たない自分は、窮屈なシンデレラの靴を履いているようで




　一輪の花を添えたメッセージは翌週も続いた。

　キスのあとに彼がくれた言葉が蘇ってくるようだった。

『今夜のことは忘れないよ。たとえ今の行為が、君の気まぐれだったとしても、絶対にもう君を逃がさない』

「……っ」

『正式に交際を申し込むよ。君も覚悟を決めておいて』

　これは逃がさないという意思表示なのだろう。

　花や花言葉の気遣いとは真逆の伊吹の荒々しい情熱を思い返すと、澄香は再び彼に翻弄されてしまう。

（放っておいてほしかった）

　受付から彼を見かけるたびにドキリとするし、この気持ちをもう否定はできない。

　一方で、会議室の準備要員としてオフィスに上がったとき、たまに彼の姿を発見することがあるけれど、やはり天上の人だと思う。自分と彼とではあまりにも不釣り合いなのだ。

　伊吹は澄香のことを褒めてくれた。けれど、彼が言ってくれるほど澄香自身には自信がない。

（都会の一等地に自社の名前の入ったオフィスビル。すべてが自社の事業部で占められている大企業、藤枝商事……その社長の御曹司であり、次期社長候補のひとりよ）

　会社の派閥争いに跡継ぎ問題。一緒に背負うにはあまりに重たい人生ではないだろうか。ただの恋人のうちはいいかもしれないが、結婚となると話は変わってくる。急に肩にずしりとしたものを感じて、深々とため息をついた。

「無理無理。自信がないよ。彼と私じゃ不釣り合いすぎる」

　あまりにも思いつめていたせいか、無意識に言葉を発してしまっていた。ハッとして周りを気にかけると、隣にいた亜美がニヤついた顔をしていた。

「聞こえてた？」

「ええ。ばっちり」

　亜美は手元でオーケーと指で形を作った。

　来客の様子を伺いつつ、互いに声を潜める。

「お願いです。亜美様、忘れてください」

「だーめ。無理ね。まあ、他には聞こえてなさそうだし、見逃してあげるけど、これだけは言わせて。そういうあなただって大企業、藤枝商事に勤めるひとりよね？　卑下することないと思うわ」

　亜美がフォローしてくれるけれど、それでも澄香には響かなかった。

「彼は天上の人よ？　私はただの平社員。そこは天と地ほどの差がありすぎるでしょう」

「身分差の恋愛なんて昔からあるわよ。そこがいいんじゃないの」

「無責任なこと言わないでよ……」

「私はただ、あなたが臆病になりすぎてるだけに見えるわ。はじまる前からあれこれ悩んでも仕方ないじゃない。恋は頭だけで考えて動くものじゃないでしょう」

「もう失恋に振り回されたくないの。伊吹さんは抱えているものがありすぎる。感情だけで動けるものじゃないよ。本気で好きになってからじゃ、取り返しがつかないことになるもの」

「どうして失敗する前提なの？　そんなの傲慢だわ。いい？　元彼と藤枝さんは別の人なのよ。なのに、勝手に向き合う前からあれこれ決めつけて、彼じゃダメだってあなたの方からレッテルを貼ってるみたい」

　ぎくりとした。以前、伊吹にも同じようなことを言われたことがある。

『私、もう泣くような恋はしないって決めてるんです』

『それ、ずいぶん傲慢な考え方だと思うけど』

『どういう意味ですか？』

『君は怖がりだよな』

　あのときはただ失礼な人！と思っていただけだけど、伊吹の本当の気持ちを知ってしまった今なら、彼の言葉にも態度にも腑に落ちる部分がある。澄香のことをそれだけ大切に想い、欲しいと思ってくれているのだ。

「妬みついでに文句も言わせてもらうけど、大体、そんなの今さらじゃない？　誘われるままにデートに応じたわけでしょ？　結果的に思わせぶりなことしておいて、彼に対して失礼じゃないの？」

「そ、それを言われると、痛いところです」

　仮初の関係を求められた時点で、断固として拒否していたら済んだ話だったのだ。澄香にも落ち度はある。

「ね？　思うままに付き合ってみたっていいじゃない。向き合う前に逃げて、見えない未来を恐れるばかりに自分から手放す方がきっと後悔するわよ」

　贅沢な悩みなんだから、と亜美には何度も言われてしまった。そんな彼女は件の恋人である上司と絶賛喧嘩中らしい。若干八つ当たりを感じながらも、あながち的を射ていないわけじゃないと思う。

（でも、最終的に決めるのは自分自身だもの）

　自分の人生を左右しかねない結婚のことを、当たって砕けろみたいに簡単には決められない。

　伊吹のことを考えると、ちょっと前までなら感じていなかった鼓動の速さを認めてしまう。惹かれつつあることは確かだ。けれど、深入りしてはいけないとどこかでブレーキがかかる。結論は一朝一夕で出せるものではないかもしれない。けれど、伊吹の方には時間がないだろう。亜美の言うような思わせぶりなことをして時間稼ぎをしていれば、互いに不幸になるだけだと思う。

（私は何も持っていないから……伊吹さんを幸せにするだけの器なんてあるはずがないわ）

　凛とした花を見ると、胸の奥がきゅっと締め付けられる。伊吹は澄香を花に見立ててでもいるのだろうか。そうだとしたら、きっと伊吹はあまりにも澄香のことを美化しすぎていると思う。

　伊吹の誠実さは認める。だからこそ、彼に応えるだけの器量が自分にはないことが浮き彫りになっていくのだ。




　翌日の夜に伊吹と会う約束を取り付けた。

　緊張に身を包みながら、澄香はひと足早く、最寄りの公園のベンチに座って彼を待っていた。その間も落ち着かなくて、手を丸めてみたりさすってみたり、なんて告げたら彼に伝わるのだろうか、と延々と頭を悩ませていた。

　あまりに緊張しすぎて、鼓動が早鐘を打っている。呼吸をするのが苦しいくらいだ。

　伊吹の姿が見えてくると、周りの人たちの視線が彼に注がれているのがわかる。彼は常に光の中にいる。それは眩しいくらいに。

　澄香はスカートの上にのせた手をぎゅっと握った。

　伊吹と目が合い、ひと際大きく鼓動が大きく波打った。彼は傍にくるなりにその端整な表情を崩し、困ったように眉尻を下げた。

「せっかく君からの誘いなのに険しい顔してる。あまりいい話じゃなさそうだな」

　そう言いながら、伊吹は澄香の隣に座った。

　察してくれたのなら話は早い。澄香は昨晩から用意していた言葉をさっそく告げることにする。

「――ごめんなさい。伊吹さんとこの先のお付き合いはできません。婚約の件もお断りします」

　喉の奥に張り付きそうになっていた台詞は、なんとか震えず口にすることができた。それでも、胸の奥に罪悪感が広がっていくのは否めない。伊吹にはすぐに見透かされてしまいそうで、さすがに彼の目をまっすぐに見ることはできなくて、ネクタイの部分に目線を落とした。

　ふたりの間に沈黙が流れる。ほんの少しだったのかもしれないけれど、息が苦しくなるほどとても長く感じられた。

　澄香は目線を上げておそるおそる伊吹の様子を窺う。ばちりと視線が絡んで鼓動が跳ね上がる。

「それが君の答え？」

　確かめるようにおもねるように伊吹は澄香に問うた。澄香は即座に頷く。そっか、と伊吹は小さく呟く。

「どうしてか、理由を教えてほしい」

　伊吹はすぐには引き下がらないだろうし、そう聞いてくるだろうと思った。だからそれもシミュレーション済みだ。再び澄香は用意してきた言葉を口にようとしていた。

　きっと、「あなたとは釣り合わない」と告げても、納得しないだろうから、あのときの紳士のことが忘れられないということにしよう。そう決めていた。

　偶然にまた出会える奇跡を夢見ていたわけではないが、実際、紳士のことを気にかけていたのは嘘ではない。そう自分に言い聞かせて、動揺してしまわないように気持ちを強く持とうと奮い立たせる。

　そうでもしないと、伊吹にジッと見つめられれば、心の奥に蓋をしている感情を暴かれそうで不安になってしまうのだ。

「こっち、向いて」

　伊吹の声につられて反射的に顔を上げてしまってから澄香はしまった、と思った。

「……っ！」

　一瞬だった。ほんの一瞬で、心を丸裸にしそうな強い視線が絡まったからだ。緊張とは種類の違う甘い熱をもった鼓動が速まってきて、背中にじっとりとした汗が流れた。

「それが君の本心なら俺は納得するしかないな。けど、その様子を見たら、簡単には引き下がる気にはなれない」

「先日のことなら……ごめんなさい。私が、よくなかったんです」

　伊吹とキスをしたことを思い浮かべながら、澄香は言った。

「気の迷いって言いたい？」

　伊吹の顔がうまく見られない。彼を傷つけたいわけではない。臆病な自分が悪いだけだ。

「そうです。ごめんなさい」

　自分でも驚くほど絞り出すような声だった。どうかこんな自分を許してほしいと、澄香はただひたすら頭を下げるしかなかった。

「俺のことが好きじゃないなら、素直にそう言えばいい。でも、そうじゃないなら、君の考えが知りたい。俺にはまだチャンスがあるんだって思いたいから」

　伊吹は一途な想いを瞳に浮かべていた。澄香はそんな彼を見ないようにする。

「好き、じゃないです」

　こうすることが誠実だと信じているくせに、彼に返事をしながら、胸がちくちくするのはどうしてだろう。

「じゃあ、嫌い？」

「それは……」

「どんなところが嫌いか、教えてほしいな」

　咎めるのではなく、責めるのでもなく、伊吹は寂しそうに尋ねてくる。

「伊吹さんの、自分勝手なところとか、思い込みが激しいところとか、強引なところとか……困りました。でも、嫌い、とかじゃないんです」

「そこで嫌いだってはっきり言えばいいのに、君はやさしいね。それとも残酷なのかな」

「そんなつもりじゃ」

　澄香は思わずといったふうに顔を上げた。伊吹が愛おしそうにこちらを見ている。その眼差しに心臓を掴まれたような気持ちになった。

「君の中に、まだ忘れられない人がいる？　前に言っていた、素敵な紳士のことかな？　それとも長年付き合っていた元彼のこと？　浮気されて別れたのにそれでもまだ好きなの？」

　その言葉を聞いて、違和感を抱いた。

　伊吹に紳士の話はした。けれど、元彼との詳しい話をしたことはあっただろうか。

　不意に、傍においてあったバッグが腕に当たってしまい、眼鏡ケースが転がって落ちていく。

「あ……っ」

　手を伸ばしたとき、同じように手を伸ばしかけた伊吹と目が合って、デジャブのようなものを感じた。

　ぼやけた視界に浮かんだ輪郭が、今になって鮮明になっていくみたいだ。

　助けてくれた人の声と背格好がおかしなくらい彼と重なっていく。

　それが答えだと示されているみたいに。

「あの日、君は、このあたりで泣いていたよね。だいぶ酔っていたようだから、覚えていないかもしれないけど。そんなに好きなやつだったんだな、って思ったよ」

　ひょっとして、という予感に鼓動がどんどん速まっていく。

　ああ、なんていうことなのだろう。あまりにも愚かしくおかしく恥ずかしく、澄香の顔にどんどん熱が集まってくる。耳まで赤くなっているかもしれない。今すぐ頭を抱えてその場に屈みこみたい気分だった。それと同時にどこか嬉しいと感じている自分もいて、泣きたくなってきてしまった。

「待ってください。あの、私、とんでもない勘違いをしていたかもしれません」

「え？」

「伊吹さん、私の眼鏡を気にかけてくれていましたよね？」

「ああ、壊れたみたいだったし……」

「それを知ってたのはどうしてですか？」

　伊吹は意表を突かれた顔をしたあと、何かを思い出すように訥とつ々とつと話し出した。

「花見の夜に、君が派手に転んでたからだよ。そのあと、君が、失恋がどうのって落ち込んで泣き出して……」

　伊吹がそこまで言って澄香を見る。察しのいい彼は澄香よりも早くその違和感に気付いたらしかった。

「い、言わないでください」

「ああ、そういうことか。君が気になっていた紳士っていうのは――」

「待って、言わないでったら」

　澄香は焦った。最大の弱みを今、肉食の彼の前に晒されようとしているのだ。

「君が今思い出していたのは――」

「お願い、待って、伊吹さん……心の整理が……っ」

「ふうん」

　耳が火事になったみたいに熱い。頭がぐらぐらのぼせそうだ。鼓動は爆音を奏でているし、背中に変な汗が流れてしまう。

「あのときは酔っていて、伊吹さんだって、気付いていなくって……、それで、だから」

「それで？　だから？」

　伊吹が意地悪な表情を浮かべている。今すぐ逃げ出したいけれど、きっと彼は逃がしてくれない。だったら、せめて彼の唇を塞いでしまいたい。

「どうする？　君の唇で、今すぐ俺の言葉を塞いだら？」

　澄香の思っていることをなんでも彼は察してしまう。あまりにも分が悪い。

「いじわるっ！」

　そう声を荒らげることでしか応戦できない自分がいたたまれない。伊吹にとってみれば、こんな澄香の些細な抵抗なんてなんでもないことかもしれない。

「俺は嬉しいけど？　まさか自分に対して嫉妬していたという妙な結末にひどく損した気分だが、大どんでん返しは気持ちがいいな。実は、俺たちは相思相愛だったというわけだから」

「うっ」

　はっきりと口に出されてしまうともう何も言えない。

「で、あのときの紳士が俺だとわかったなら、もう君に断る理由はなくなったわけだ」

　じりじりと獲物を狙うような伊吹の迫力に気圧されて、この場から逃げ出してしまいたくなる。

「あ、ありますよ。紳士に対して憧れはありましたけれど、伊吹さんはやっぱり伊吹さんですから」

　理由という理由になっていないことくらいわかっている。けれど、何か言葉にして応戦しなければ押されて負けてしまいかねない。

「君ってそんなに往生際が悪い？」

「失恋を引きずるタイプですよ？」

「そう。そうやって開き直る方がずっといい」

　そう言うと、伊吹は意地悪な表情をやめて、やさしく微笑みかけてきた。

「結婚を意識してたっていう元彼のことはまだ引っかかる？」

「いいえ。これは本当です」

「そう。それならよかった。図らずも俺の存在が君の役に立てたことは嬉しいと思うよ」

　伊吹の慈しむような眼差しにあてられ、澄香はいたたまれない気持ちになってしまった。どうして彼はこうも人の心を掴むのが上手なのだろう。こんな素敵な人がなおさら澄香の傍にいていいのだろうか、と何度も思う。それをどうしたら伝えられるだろうか、と考えあぐねる暇はなさそうだった。

「伊吹さん……」

　何か言わないと。でも、何も出てこない。

「怖がりな君も、丸ごと受け止める」

「…………怖がり、だなんて」

「やっぱりこういうのって縁があるっていうか、運命だと思っているよ」

「運命だなんて、軽々しく言わないでください」

　運命じゃなかったときのショックは誰よりも知っている。

「本気で思って言ってる。だから、あえてそういう言葉を使ったんだ。俺はぼやけた輪郭の運命なんていらない。俺が君を運命にする。それでも君は拒む？」

　伊吹の真剣な表情に、鼓動がどくりと大きく高鳴って、澄香は思わず息を呑んだ。

（わかってるくせに……伊吹さんが、適当な人じゃないっていうことなんて。やさしくて、強くて、熱くて、まっすぐで誠実な人。でも、私でいいの……？）

　戸惑い、迷い、揺れる。

　けれど、もう抗うことなんて無理なのかもしれない、と澄香は感じていた。たくさんの理由をつけて彼を拒もうとした。けれど、伊吹はすべてを超えて手を伸ばしてくる。まさか、あの紳士が伊吹だったなんて。もう澄香の方には切り札なんて残されていない。今度こそ降参するしかない。

　次に恋をするなら安全な恋がしたかった。それもあって身分差のことを気にしていたはずだったのに、そんなことをいつの間にか忘れて伊吹に惹かれていた。頭で恋をするものじゃないと亜美が言っていたことがよくわかった。きっと紳士のことが頭の中にあってもなくても、きっと澄香は伊吹に恋をしていたのだろう。まるで最初からそれが運命かのように。

「惹かれる気持ちを拒むことに慣れようとしないで。そんなの寂しいだろ。肩書きだとか世間体だとか、そんなのは二の次だ。ひとりで難しく考えて、不安になって抱え込んで、ありもしない別れを怖がって、自分から遠ざけようとするなよ。心配しなくても、俺は君を離さないよ」

「……っ」

　黙り込んでいる澄香の手を、伊吹がそっと自分の方に引き寄せた。やさしく包むような触れ方は、彼らしくないようでいて、本来の彼そのものを表しているようでもあり、彼の真摯な想いが流れ込んでくるのが感じられて、澄香の心を大きく揺さぶる。

「伊吹さん、私……」

「俺と結婚を前提に付き合ってくださいって言ったけど、今の君を見たら、それだけは訂正しておこうかな、と思ってさ」

「え？」

「結婚しよう。澄香。仮初の関係なんてもう要らない。俺と今すぐに夫婦になってほしい」

「伊吹さん……」

「返事は？」

　伊吹はそう問いかけてから、すぐに傲慢な表情を滲ませた。

「はい、しか受け付けないけど」

「ずるい」

　本当にずるい人。

　でも、もう完全に降参だ。

　彼に惹かれている気持ちをこれ以上拒むことなんてできそうにない。

　返事をしようとしたそのとき、着信音が鳴り響いた。

「ったく。間が悪いな」

　と、伊吹は苦笑する。

　待ってて、と彼に言われてしばらくそのままでいたものの鼓動は落ち着かない。浮かれているのだろうか。あれほど遠ざけようとしていたはずなのに、今では早く返事をしたいと焦っているなんて。

（心臓が破けそう……）

　澄香は無意識に胸のあたりに手を添えた。

「――はい。ではまた後ほど」

　話を終えると、伊吹はため息をつく。あまりいい話ではなかったのだろうか。

「社に戻らないと」

　と、彼は肩を竦めた。

「お忙しいですね」

「まあね。来週は出張があるし、しばらく時間が作れなさそうなんだ。すぐ片付けてくるから、このあと仕事が終わったら会えないかな？」

「……はい」

「じゃあ。その返事がそのままもらえると信じてる」

　お預けになったことが残念そうにしている伊吹に対して愛おしさがこみ上げた。認めてしまってからの自分の感情のふり幅といったら……みっともないくらいにあまりにも単純すぎる。

　改めて伊吹があの紳士だったことを振り返って脳内で再生すると、気恥ずかしさと嬉しさと甘酸っぱい気持ちでいっぱいになっていく。

（あのときも……これから先も……伊吹さんには一生勝てる気がしないよ）

　彼は心を奪っていく。何度も、何度でも。

　これから先も、何度だって奪いにくるかもしれない。もう、逃げられる気はしない。むしろ、いっそ彼にすべてを奪われてしまいたいとさえ思ってしまう。この予感はなんていう言葉に例えたら、正しい表現になるだろう。ただひとつわかるのは、もうとっくに恋ははじまっていた、ということだけ。




　伊吹から連絡があったのは二十二時近くだった。

　最寄り駅のなるべく人の多いところで待っていて、と連絡が入っていたとおりに、澄香は駅の近くにあるカフェバーに入って待っていた。

「食事はもう済ませた？」

「はい」

「じゃあ、乗って」

「どこに行くんですか？」

「もう遅いから、俺の家に行こう」

「えっ、こんな時間に。あの……私」

「実家の方じゃなくて、俺の住んでるマンションの方だよ。君に見せたいものがあるんだ」

　伊吹には有無を言わせないところがある。迎えに来てくれた彼に対して、今さら断るのも無粋な気がする。大人のお付き合いを覚悟するという約束をした。

（でもそれは仮初のときの話で……）

　それに、まずは伊吹からの告白への返事をしなくてはならない。

（そうよ。見せたいものがあるっていうだけで、考えすぎかもしれないし……）

　立派なタワーマンションを見上げて、澄香は感嘆のため息をついた。到着したのは、ある程度の高収入でなければ住むことなど叶わない高級物件。藤枝商事の社長令息であり、彼自身も優秀な人材として重要なポストについているからこそ住む権利を得られている。

　こういう部分を見せつけられてしまうと、どうしても及び腰になる自分がふらっと出てきてしまう。

　認証ロックを解除して颯爽と中へ進む彼に続いて、澄香は緊張しながらついていく。

「高層階は苦手じゃない？」

「大丈夫ですよ。本社ビルで行き来しているので慣れています」

「そう言われるとそうか」

　今、振り返ると、伊吹は紳士的な人だ。最初に強引に迫られたことがインパクトありすぎたせいで霞んでいただけかもしれない。贈り物の花だってそうだった。

（どうして気付かなかったんだろう。私ってこんなに鈍感だったかな……）

　人間観察が得意なはずなのに、どうやら恋に関しては例外なのだと思い知らされる。元彼の心変わりの件だってそうだし、今回も失恋がショックで周りが見えなくなっていたのだろうか。

　到着したのは最上階のワンフロアだった。ふたつほど玄関ドアと思しき扉がある。おそらくどちらも伊吹の所有している物件なのだろう。

「そっちは仕事用。こっちがプライベート用」

　伊吹はそういうと、近い方の玄関の認証を解除した。大理石の輝くような玄関が開かれる。澄香は緊張しながら彼のあとに続いた。

「月並みな言い方かもしれませんが、一流ホテル以上に素敵なお部屋ですね」

「他のフロアだと人がいる。それがいやで高層階を最初から押さえていただけだよ。できるなら自分用の一軒家を持っておきたいけれど、管理がマンションより面倒だからね」

　伊吹はなんでもないことのように言った。そこにはただの謙遜のようなものは見られない。本当に彼はそれだけのために自由になれる場所を選んだのだろうと感じられる。

「私ならもっとあれこれ自慢しちゃいそうですよ」

　つい本音がこぼれる。やはり住んでいる世界が違うのだと思い知らされてしまう。伊吹はそれをさらりと躱かわして澄香の足元にスリッパを用意してくれた。

「あ、ありがとうございます」

　澄香がおずおずとスリッパに足を滑らせると、伊吹が感慨深そうな顔をした。

「来客なんて何年ぶりかな」

「そんなに？」

「人を内側に入れるのはそんなに好きじゃないんだ」

「意外ですね」

「プライベートと仕事のときの顔は別だよ」

　伊吹は苦笑する。そんな彼の表情には少しだけ寂しさが見え隠れしているように感じられた。会社では誰もが尊敬する将来有望の才能を持つと囁かれる伊吹でも跡継ぎとして苦慮していることがあるのかもしれない。

「一応、ハウスクリーニングは入れてるから問題ないと思うけど、気になることがあれば遠慮なく言っていいから」

　前に来たお客さんは誰なのだろう、そしてお付き合いはどうしていたのだろう、と妙なことが思い浮かんでしまい、澄香は慌てて煩悩を打ち消した。

　案内されたリビングは、モノトーンで統一されていた。家具は殆どが黒やグレーといった落ち着いた雰囲気で、その代わりに白い壁には絵画が飾られてあったり照明はシャンデリアが吊るされてあったり、伊吹の品格を表すような豪奢な造りをしている。

「適当に座って」

　伊吹に声をかけられてハッとした。あちこち興味深いからといってじろじろ眺めるのは流石に失礼だろう。

「はい。じゃあソファにお邪魔しますね」

　澄香はリビングの中央にＬ字にテーブルを囲んだ黒いソファへと腰を下ろす。毛足の長いダークグレーのカーペットも丁寧に手入れされているようだ。乱れたところがひとつもない。ひと言でいうと、生活感があまりなかった。

「何か飲む？　シャンパン、ワイン、ミネラルウォーター、ペリエ、コーヒー、紅茶、ハーブティー……くらいかな」

「それじゃあ、ペリエをいただけますか？」

「わかった。俺もそうしよう。ミニボトルのままでもいいかな？　グラス用意しようか」

「ボトルのままで大丈夫です」

　すぐに伊吹は戻ってきて、澄香の隣に座った。手を伸ばせば触れられる距離にいることに、今さら緊張してしまう。

　広い空間だからこそちょっとだけパーソナルスペースが確保できた気がしたものの、伊吹とふたりきり、しかも会社やどこかのレストランではなく、他の誰もいない密室なのだと意識すればするほど落ち着かなくなる。

「あ、あの、見せたいものってなんですか？」

「君って案外せっかちなところあるよな」

「……伊吹さんには言われたくないですよ」

「まぁ、たしかに」

　と、彼は屈託なく笑う。

「それにいつも思わせぶりなことを言うから、気になるんですよ」

「悪い話じゃないし、身構えるような内容でもない。ただ、君には知っておいてほしいと思ったからさ」

　伊吹はそこまで言うとペリエを一気に飲み干してしまった。さすがに澄香も彼と同じように、とはいかないのでテーブルの上に瓶を置いた。

「こっちに来て」

　伊吹が立ち上がったのにつられ、澄香もソファから立ち上がった。彼についていくとある部屋に通された。そこは模型の保管庫のようになっていて、中央の大きなテーブルの上には巨大な模型がひとつ存在感を示していた。その形を見て、澄香は見覚えがあるように思う。

「これは、都市開発プロジェクトのひとつ、複合商業施設の一部でしょうか？」

「正解」

　と伊吹は嬉しそうに頷いた。

「だいぶ難航したプロジェクトだった。近隣は古い住人が多くて立ち退きもうまくいかない。途中で埋められたものがあれこれ出てきたり地盤について指摘されたり。いわくつきだっていう噂が流れれば、出資してくれるところもなかなか出て来なくてチェーン展開している店の出店もなかなか望めなかった。めちゃくちゃ苦労したね。思い出深いよ」

「どうしてこれを私に見せたかったんですか？」

　自分に関わりがあるだろうか、と思考を巡らせてみるものの思い当たることは何もない。

「君のおかげでこれが完成したと言っても過言じゃないからさ」

「え？　どういうことなのか、さっぱり」

「君が対応してくれたことで、前向きに検討してくれるようになった取引先が幾つもある。ある社長は君の考えに深く心を動かされたとも言っていた。うちの得意先のひとつ、水みず江えグループＣＥＯ水江正まさ樹きさんのことを憶えているかな？」

「ええ。よくお見えになりますが……」

「君にとっては思い出せないような些細なことだったかもしれないけれど、誰かの心を動かして、それが大きな力になって会社を動かした」

　伊吹のその言葉を聞いて、ひとつだけ思い出したことがある。

「そういえば……」

『私は迷っているんだ。御社を信用してはいるんだが、懸念していることも多くある。一般的な考えを教えてほしい。君はどう思う？　我々は単なる侵略者じゃないだろうか。そこに出資する人間を客はどんな目で見るだろうか』

『あの場所は、老朽化が進んでいますし、汚染物質の蓄積による感染リスクも心配されていました。街並みを壊すことに反対している人もいるのかもしれませんが、新しく安全な場所を提供して救われる人も大勢いると思います。弊社のプロジェクトチームはその力を持っています。そういう寄り添う視点で説得して、そして理解をしていただけるような展開を心がけていくことが大事なのではないでしょうか』

『寄り添う視点での展開……か。ありがとう。君の意見を聞けて少しリラックスして会議に臨めそうだ』

　穏やかな微笑みを残して、水江グループＣＥＯ水江正樹は受付を後にした。

「本当に、君のおかげでこの事業が成立したようなものだよ」

「そんな大げさな。私はただ話を聞いていただけですし……」

　当たり障りなく、自分の意見を混ぜながら、来客の機嫌を損ねないように心がけるのは受付として当たり前の仕事だ。決して出しゃばったことをしたつもりはないのだが、余計なことをしたのだろうかと不安になってきてしまった。

「それだよ。相手にとって一番必要な言葉を必要なときに伝えられる力というのが大事だ。簡単なように思えて実はそれが難しい。たったひと言でこじれて崩れる信頼関係だってある。社会は結局は人と人との繋がりなんだ。実際、君がフォローを入れてくれたおかげで俺はこの仕事の縁にありつけた。このプロジェクトは多くの人間が関わっている。その中で、まぎれもなく君が歯車をうまく噛み合わせて動かしたきっかけになった。感謝してるよ。それを伝えたかった」

　模型をふたりして眺める。伊吹は満足したような表情を浮かべている。澄香はというと拍子抜けしてしまった。そして彼が言わんとすることが、言葉通り澄香への感謝だけではないことも察する。

「前に、伊吹さんは自己肯定感がどうって言ってましたよね。それでわざわざ私に説明をしてくれたんですか？」

「いや。ちょうど先方との仕事で思い出したから、伝えておこうと思っただけ」

　伊吹はそんなふうに軽く受け流すけれど、彼を見てきた澄香には彼の思いやりがちゃんと伝わっている。ただの駒ではない、ひとつの大事なピースなのだと伝えてくれた彼の心に、澄香の心も動かされた。

「伊吹さん」

「うん？」

「ありがとう」

「なんで君が礼を言うの」

「だって、伊吹さんは、私に色んな自信をくれるじゃないですか。出会ったときから……あのお花見の夜から」

　胸の内側に甘いざわめきを感じる。肌を撫で上げるようなくすぐったい感覚がする。彼の傍に寄り添いたいような淡いときめきがこみ上げてきて、心臓の音を速めていく。ふたりの間にやわらかい沈黙が横たわる。ふと、視線が絡んでドキリとした。

「君のお眼鏡に叶ったようなら何よりだ」

「それ、洒落のつもりですか？」

　気恥ずかしさを一蹴したくて、澄香はわざと伊吹を茶化したのだが。

「眼鏡の件は本心だよ。君が受付で気を張っている分、仕事終わりに眼鏡になって力が抜けたときのギャップがいいなってずっと思ってた。今も、いいと思ってる……けど、俺は欲深いから、もっとその先の素顔が見たいと願ってる」

　どうやら墓穴を掘ってしまったらしい。伊吹のそんな想いを聞いたら、ふざけることなんてもうできない。

　伊吹が澄香の返事を求めている。澄香だって返事をする覚悟をしていた。そのつもりで今夜彼についてきたのだ。

　でも、彼に流されるだけではなく、受け身のままではなく、ちゃんと自分の言葉で責任を持って伝えなくてはいけない。

「ま、待ってください。私から言います」

「うん。どうぞ」

「か、仮初の関係は終わりにしてください。それで、今すぐ伊吹さんの恋人にしてほしいです。そして……いつか、伊吹さんと結婚したいです」

　最後まで言い終えたとき、顔に火が付いたのではないかと思うくらい熱くなった。目頭も耳も首筋も、何もかもが熱い。

「はい、しか受け付けないって言ったんだけど。いつか……？」

　そう言いながら、伊吹は澄香の頬を軽く撫でた。

「ダメですか？　今すぐ恋人になるのに」

　澄香は緊張に身をぎゅっと硬くしながらも、伊吹をまっすぐに見つめて訴える。彼が少しだけ困ったような表情をする。

　少しずつ伊吹のことがわかってきた。彼はとんでもなく澄香には甘いのだということ。それが今はとてもくすぐったくて心地がよい。もっと彼の心を動かしてみたいという衝動がこみ上げてくる。この感情はなんて言葉にしたらいいのだろう。

「俺にとって君は運命の人だと思ってる。君にとっても俺が運命の人だと今も信じる気があるなら、このまま結婚しよう……って迫ろうと思ったんだけど、いいよ、わかった」

　伊吹は独り言の延長のようにそう言いかけると、予告をすることなく澄香の頬に唇を寄せ、それから耳の傍にキスをした。

「……ひゃっ」

　急に刺激されて首を竦めた澄香に構わず、伊吹は耳の傍でそのまま囁く。

「まずは、君の気持ちをそこまで引き出せたことに納得しないとな。俺が君を見つけたように、君も俺のことを試してほしい。知ってほしい。どれほど君を欲しがってるのかっていうこと」

　そこまで言うと、伊吹はようやく耳元から唇を離して、澄香を真正面に捉えた。

「お互いの気持ちが追いついたら……いつか、結婚しよう」

「はい」

　と、澄香は素直に返事をする。というか気付いたらしていた。

「ようやく聞けた」

　嬉しそうに笑顔を見せる伊吹のその表情に、胸がきゅっと狭く締め付けられる。苦しいのにそれでも心地のいい嬉しさも同時に感じて、これこそが恋なんだということを実感させられる。

「もうこの瞬間から恋人であることはわかってるよね？」

　澄香はおずおずと頷く。

「今夜はこのまま帰さないから」

　伊吹の宣言にドキリとする。色々理由をつけて拒もうという考えが浮かんできたけれど、すぐにそれは消えていってしまった。澄香も伊吹と同じ気持ちになっていたからだ。彼と離れがたいし、このまままだ一緒にいたい。

　でも、それはただ傍にいるだけという言葉で済まされないことくらい理解している。

「……あの、お手やわらかに、どうかっ」

「何、想像しているんだよ」

「意地悪もなしです！」

「じゃあ、飾らずに言うよ。君を抱きたい。君が欲しい。朝までベッドから出さない。いい？」

「……っ」

　雰囲気で伝えられるのも、直接伝えられるのも、どっちもキャパオーバーだった。澄香が混乱を極めていると、伊吹は楽しそうに笑った。

「返事は声に出さなくていいよ。君の顔にもう書いてある。俺が欲しいって」

　伊吹は少しだけ意地悪そうに微笑んだあと、さっそく恋人を甘やかすような目で澄香を見つめた。

　それからふたりは、模型の置かれていた部屋から出ると、寝室のベッドへともつれるように倒れ込んだ。ダウンライトが灯されて、ぼんやりとお互いの顔が見える。赤く染まった頬も映っていることだろう。

　見下ろす伊吹の眼差しはいつも以上に熱を帯びている彼のその瞳には渇望している彼の愛情が込められているのを感じ取れる。

　ドキドキと追いつかない気持ちを待ってくれるわけもなく、目を閉じるよりも先に唇が重なっていた。

「ん……っ」

　溺れるようなキスのあと、逞たくましい腕に組み伏せられてからの記憶はもうごちゃごちゃだ。濃密なキスが続けられる中、至る場所を伊吹に愛撫された。弱いところも感じるところも触れられたことがない部分もあますことなく彼に許してしまった。

　散々快感を与えられて甘やかされて、感じたことのない経験をした。彼の唇や指に翻弄されて一度目の極みを体験したあと、澄香は息を切らしながら、愛されている、ということは、こういうことなんだ、と初めて知った。

　どれほどの時間、濃密な愛を味わっていたのか。

　脱力して天を仰ぎシーツを握りしめていると、伊吹が澄香のすぐ側に戻ってくる。

「澄香」

「……はい」

「受け身からの脱却についても忘れてないよね」

　伊吹はそう言うと、澄香を抱き起して、避妊具をつけた自身の昂りを澄香に密着させた。

「あ、伊吹さん!?」

　澄香は慌てて伊吹の首に腕を回して肩に掴まった。その間にも伊吹の逞しい情熱が埋め込まれ、澄香は身体を揺らす。

「ま、待って」

「そのまま腰を落として、今度は自分で動いてみて」

　涙に濡れた瞳を差し向けると、伊吹は傲慢な王様のような顔をしていた。でもそれが澄香の中に芽生えた欲求に火をつけた。彼の余裕を崩したい。受け身のままでいたくない。

　伊吹の唇を奪うようにキスをして彼からそのキスの応酬を受けながら、澄香は伊吹を包み込んでいく。そして彼の首に腕を回してしっかり密着すると、伊吹が少しだけ呼吸を乱した。

　おずおずと肩に手をつくと、伊吹の濡れた瞳と交わり、彼の唇が澄香の胸の先をやさしく啄ついばむ。

　びくりと戦慄わなないた拍子に彼をぎゅっと締め付けたらしい。伊吹が少し眉間に皺を寄せた。ますますキュンとしてしまう。

　もっとそういう表情が見たい。彼もさっき愛撫してくれたときにそんなふうに思ってくれたのだろうか。

　どうしたらいいかなんてわからないけれど、伊吹の期待に応えたかった。

　伊吹の情熱を包み込んだまま、澄香はぎこちなく自分の身体を動かす。彼を感じると吐息がこぼれ、泣きたい気持ちになってしまう。自分がうまく動けないのがもどかしくて焦らされているみたいに思えてきてしまう。

「伊吹さ、……」

「……君の思うままに。澄香」

「ん、……っ」

　やがて澄香のぎこちない動きに寄り添うように、伊吹が下から突き上げてきてその甘い衝動に眩暈がした。

　教えこまれていく。肌に、身体に、感情に、心に。愛されている悦びに何度でも震えてしまう。こんな体験は初めてだ。

　やがて激しく甘い感傷の波に揉まれて、意識のすべてを手放していた。熱い脈動を感じながらじんじんと甘い痺しびれに身を委ね、彼の胸板に手折られた花のように落ちていく。

「――よくできました」

　耳の傍に伊吹の濡れた声が届いた。汗ばんだ髪を彼の長い指がすいてくれる。それがとても心地いい。耳をそばだてると伊吹の心臓の音もとても速い。それを感じるだけできゅっと愛おしさが募る。

「……もう、動けないです」

「可愛いな」

「うぅ……」

「なんで今さら恥ずかしがるの。そこもいいけど」

「甘やかすときは徹底的に甘やかすんですね」

「うん。君を甘やかさなかったことなんてあったかどうか。これでも足りないくらいだ」

　起き上がってもう一度動きだしそうな伊吹に、澄香は慌てふためいた。

「ま、待ってください。時間はたっぷりありますから」

「言ったな？」

「あ、今のは言葉のあやといいますかっ」

　意地悪な目を向けられて、澄香はむぅと子どものように膨れてみる。すると伊吹は愛しそうに微笑んで、最上級の甘いキスをくれた。

　依存はしたくない。前のように悲しい結末はもういやだ。そう思うのに、もう抗えない恋をしてしまっている。彼に落ちてしまったということを、認めざるを得なかった。

　伊吹のキスを感じながら、無意識に腰を動かしてしまっていたらしい。

「……ん、急に積極的。でも、もう一回したいなら一回離れないと」

　宥なだめるように伊吹が言う。

「私、伊吹さんに釣り合いのとれる女性になれるように研けん鑽さんを積みます。ちゃんと私を花嫁にしてくれますか？」

「うん。ていうか、君はそのままでも充分すぎると言ったはずだけど……向上心があるということはいいことだな」

　そういう伊吹が体内で嵩を増したのを感じて、澄香は顔を赤くした。

「あの」

「君が先に煽ったんだけど？」

　伊吹はそう言い、また澄香を組み敷いた。深くおさめられた部分で彼が動き出す。やさしく、でも激しく。波が少しずつ押し寄せるように。

「今度はこっちが閉じ込める番だ」

「……伊吹さんっ」

　伊吹の逞しい腕に抱かれて、彼の情熱に身を焦がすのは心地がよかった。愛されているという実感が湧く。こんなふうに感じたことなんて今まで生きてきた中で経験したことがない。こんなふうに愛されたら、もう次なんて考えられない。だから終わらないで、と願いながら彼にしがみついた。

「好きだ。澄香」

　伊吹が差し迫った声で愛を囁く。

　好きだ、とまだ彼に伝えていない。伝えたいという衝動がこみ上げてくる。けれど、絶頂へと打ち上げられる方が先だった。

　溺れていく。先の見えないずっと先まで。

　そこに何があるのか、今はわからないまま、絶え間なくただ溺れていく。

（伊吹さん、あなたに溺れてしまったら、私は引き返すことなんてできるでしょうか）

「伊吹さん、私にそんなふうに入れ込むなら、これからも私を離さないで」

　ほとんど無意識だった。泣きそうになりながら澄香は伊吹にしがみついていた。

「大事にするって伝えたとおりにするよ」

　伊吹の声に形容しがたい安堵を覚えた。その次に沸き上がるのはもっと求められたいという熱い欲求だ。

「もっとして、伊吹さん」

　気付けばそう声に出していた。

「君の望み通りに」

　優しい声と共に降りてきたのは熱い抱擁。

「……あっ」

　逞しい腕に組み伏せられ、何度も何度も甘い声を上げながら彼と一緒に堕ちていく。なんて中毒性の高い愛の交歓なのだろう。やがて楽園へと誘われて光を見る。その先は今は彼への愛しさ以外何も考えられなかった。










６  彼はますます溺愛し放題




『一緒に暮らそう』

　一夜明けたベッドの上で、伊吹はそう言った。

　気怠だるい余韻の中で、互いの唇を求めながら、伊吹はひと言添えた。

「もちろん、君が今の暮らしを気にいっているというのなら……」

　伊吹らしくない譲歩の仕方だった。

「気にいっているって言ったら、諦めてくれるんですか？」

「いや。それならそれで、それに近づける暮らしを提供しようかと」

「なんだか安心しました。伊吹さんらしいです」

「で、どうなの」

「はい」

　断る理由なんて見つからなかった。ただ、彼に言われるままに従うのは違う気がして、受け身の自分を脱却するという意味を受け止める。

「珍しい。君にしては即答だね」

「伊吹さんと暮らしてみて、見えてくるものがあるかもしれませんし、これはテストのようなものです」

　こちらの思惑を見透かされないように伝えたつもりだったのだが、伊吹にはどうやらお見通しのようだった。

「はいはい」と一蹴されてしまい、澄香は少し不満だった。

「急に大人ぶるのやめてもらっていいですか？」

　むっとしつつあった澄香の頬を両手で挟んで、伊吹はキスで文句を封じてしまう。

（……ずるい）

　澄香は目で抗議した。けれど、伊吹は知らない顔をして、目を開けたまま舌を絡めてくる。その煽情的な眼差しに下腹部の奥が甘くじわりと熱を持つ。

「んぅ！」

　これ以上はダメだと、澄香は自分から唇を離した。

　何か効き目のありそうな苦情を告げようとするものの呼吸が整わない。

「君がそうやって可愛い言い訳をするたびに、俺は君を隅々まで愛したくなるんだけど、このまま二十四時間閉じ込められて愛されたいって言うならいくらでも言い訳をどうぞ」

「さ、さすがに……」

　澄香は絶句した。冗談だろうけれど、伊吹が言うと冗談に聞こえない。彼なら本気で実行してしまいそうなのが怖いところだ。

「俺は君が大事だし、君が壊れたら困るしな」

　そんなフォローをひと言添えて、先にシャワー行ってくるよ、と彼はバスルームに消えた。

「はぁ。伊吹さんには勝てない……」

　勝ち負けではないことくらいわかっているけれど。

　茫然と天井を見上げながら、自分の身に起こったことをまだ信じられないでいた。

　バスルームから戻ってきた彼の髪が少し濡れている。彼が着替えている姿を見るのはやっぱりドキドキして落ち着かず、目を逸らした。でも、だんだんと伊吹と過ごした時間を実感し、なんともいえない幸せが胸に広がっていく。

　今日が休日だったらいいのに、と思わずにいられない。ふたりでゆっくりとこのまま過ごしていたいような怠惰な願いが生まれてしまう。

　伊吹がネクタイを襟に通したところで目が合い、ドキリとした。

「わ、私もシャワー行ってきます」

　澄香は脱ぎ散らかしていた服をかき集め、シーツを巻き付けて逃げるように寝室を出て行く。それからバスルームに飛び込んだ。

　伊吹に愛された痕を感じながらシャワーを浴びる。気を抜くと彼の息遣いや肌をすべった指や唇の感触が蘇ってきそうになり、慌ててかぶりを振った。

（伊吹さん、やさしかった……全部、丁寧に愛してくれて……）

　独りよがりな行為は一切しない。強引で傲慢な普段の態度とは違う。澄香の声を聞いて、様子をちゃんと見て、まるで初めてするみたいに大事に抱いてくれた。だから澄香は嬉しかったし戸惑った。

　どちらが彼なのか、どちらも彼なのか、猫をかぶっているのか、手加減されているのか、様々なことが思い浮かんでしまう。

（朝からもうのぼせそう……）

　なんとか身支度を整えてリビングの方へ顔を出すと、伊吹はさっぱりとした表情でコーヒーを飲んでいた。いつでも仕事に出かけられる姿勢だ。

「君もコーヒー飲む？」

「はい。いただきます」

「ドリップだけどね。けっこう美味しいんだよ。付き合いのある輸入専門商社からのいただきものなんだ。カフェオレが良ければミルクは冷蔵庫に入ってる」

「ブラックにしておきます」

「了解」

　不意に、伊吹のスーツ姿をほれぼれと眺めながら、澄香は自分の服装が昨日の夜のままであることに落ち着かない気持ちになった。仕事が終わって家で待機していたので一旦着替えたとはいえ、恋人の家で一晩を明かしてそのまま出社するということには変わりない。

「あの、一緒に出社するとまたあれこれ憶測で言われませんか」

「事実を否定する気にはなれないが……まぁ、仕事がやりづらくなるっていうなら理解はする」

　そう言いながら、伊吹は少し思案するような表情を浮かべた。

「まだ何かあるんですか？」

　澄香の警戒が伝わったのか、伊吹はわかりやすく肩を竦めた。

「まだ信用されてない？　昨晩はすべてを共有したと思ったのに」

「そういうのずるいです。私が恥ずかしがるのわかって言ってますよね」

　反論している傍から頬が熱を持っていくのを感じる。せっかくシャワーを浴びてスッキリしたと思ったのに。むくれる澄香を宥めるように、伊吹が澄香の頬に唇を寄せた。

「ひとつ思案してることがあるんだが、色々落ち着いてからでいい。まずは引っ越しの段取りを考えるのが先」

「気になりますよ」

　話の続きは聞けなかった。伊吹のスマホの着信音に遮られたからだ。会議がいつもよりも早い開始時刻に変更になり、伊吹はすぐに出なければならなくなったらしい。澄香も一緒に早めに出社することになった。




「人事部の吉よし住ずみ部長が出社したら来てほしいって」

　ある日の朝、出社してすぐ亜美に声をかけられた。

　あれから、伊吹さんは忙しくてなかなか会えていないけれど、メッセージでやりとりをしながら引っ越しはゴールデンウィークにすることが決まった。

　言われるがまま人事部に顔を出すと、部長の吉住がさっそく手招きをした。

「おはようございます」

「おはようございます。こちら準備ができましたのでお持ちになってください」

　吉住がひと束の書類が入った封筒を差し出してきた。

　思い当たることがない澄香は首を傾げた。

「あの、この書類は？」

「先日、総務部の山寺部長から頼まれていたものです。件の異動後の手続きに必要な書類を用意しましたので確認していただけないでしょうか」

「え？　異動!?　待ってください。私、何もお話を聞いていないんですが……」

　澄香が慌てる一方、吉住も困惑した顔をしている。

「すみません。てっきりもうお話をされているものかと思っていました。詳しくは、山寺部長からきちんとお話があるはずです。何かお困りごとがあれば、いつでもご相談ください。人事部の方でもフォローはさせてもらいますから」

「わ、わかりました。ありがとうございます」

　ひとまず、澄香は書類を受け取ることにした。しかし一体何が起きているのか。

　腑に落ちない気分で書類を抱えて総務部に行くと、山寺部長がいつになく慌てたように近づいてきた。

「今さっき人事部から連絡がありました。申し訳ありません。先に話をしておくつもりだったのですが、行き違いがあったようでして、驚かせてしまいましたね」

「いえ。ですが、まさか、異動のお話があるとは思っていませんでした」

「その件で、さっそくですが、大事なお話があるので会議室の方に移動をお願いします」

「は、はい」

　山寺部長のあとに続いて会議室に入り、白いテーブルを挟むようにして向かい合って座ると、「さっそくですが……」と山寺部長が切り出した。

「木下さんにはぜひ、総務課から秘書課へ異動していただけないかと思っています」

「私が、秘書課に？」

「ええ」

　悪い方向の話ではないのだろう。山寺部長は穏やかに微笑みを浮かべている。

「理由をお伺いしてもよろしいでしょうか」

「もちろんです。木下さんの仕事に対する誠実さ、来賓に対する臨機応変な対応、周りへの配慮の仕方、視野の広い見方、その姿勢を私は評価しています。受付業務は会社の顔であり、重要なポジションであることには変わりありませんが、君ならもっとステップアップできると思うのです。弊社では、適正や能力によってその都度、配属先は検討されますが、木下さんには秘書課が相応しいのではないかという方向で、人事部と相談してまいりました。もちろん、木下さんの意向も大事にしたいと考えています。どうでしょうか？」

「私は……」

　異動命令は基本的には異論がなければそのまま通される。その前に、本人の意見を聞く場を設けられることになっているのは当然知っている。けれど、まさか秘書課への配属を打診されるとは思っていなかった。

「これから詳しく説明をしていきますので、君の希望と異なる内容があれば、遠慮なく発言してください」

　要するに、不満があれば話を聞くよ、ということだ。

　遠慮なく、と言われても、突然のことすぎて言葉が見つからずにいると、山寺部長は説明を続けた。

「秘書課は部長以上の役員に担当がつきます。木下さんの場合は、藤枝常務の常務付き秘書になってもらいたいと思っています」

「……藤枝常務の専属の秘書、ですか？」

　澄香はますます驚き、戸惑ってしまう。まさかここで、伊吹が出てくるなんて。

「研修を行うのは秘書課のデスクになりますが、研修後は秘書課フロアではなく常務室の隣のデスクで業務を行ってもらうことになります」

　社長代理やサポート役に回っている副社長や経営の補佐という内側の役割をしている専務に対し、常務はプロジェクト管轄エリアの監視や経営に関わるオペレーション周りを担当している。幾つか部署を兼任もしていた、フットワークの軽い若手の伊吹が就くには最適な役なのかもしれない。いずれは彼は専務や副社長という階段を昇るか、あるいはそれを飛ばして社長に据えられるかもしれないのだ。

（そんな常務取締役付きの秘書……だなんて、私に務まるの？）

　総務課での事務やサポート、受付での応対しかしてこなかった自分に何ができるというのだろう。

　伊吹にプロジェクトの模型を見せられたときのことが脳裏に浮かんだ。

『それだよ。相手にとって一番必要な言葉を必要なときに伝えられる力というのが大事だ。簡単なように思えて実はそれが難しい。たったひと言でこじれて崩れる信頼関係だってある。社会は結局は人と人との繋がりなんだ。実際、君がフォローを入れてくれたおかげで俺はこの仕事の縁にありつけた。このプロジェクトは多くの人間が関わっている。その中で、まぎれもなく君が歯車をうまく噛み合わせて動かしたきっかけになった。感謝してるよ。それを伝えたかった』

（褒められたことは嬉しい。観察をするのは得意だという自負はある。けれど、たまたま機会に恵まれただけかもしれないのに）

　急に両肩にずっしりとしたものを感じて、胃のあたりまで重たくなってきてしまった。

　そのとき、部屋にノックの音が響き渡った。

「話はまとまったかな？」

　その声の主に、澄香は面食らった。

　入ってきたその人が、伊吹だったからだ。

「今ちょうど、常務付きの秘書に、というお話をしていたところです」

　山寺部長が応えると、伊吹はにこやかに続けた。

「そうか。君にはプロジェクト管轄エリアへの出張をはじめ、視察や接待や式典への参加など、社外にも色々と同行してもらいたいと思っているから、そのつもりでいてほしい」

〝藤枝常務〟としての伊吹の顔からは、何も読み取れない。澄香もまた、何も言えなかった。

　その後、異動は下半期の十月一日付けで構わないこと、勤務時間や報酬や手当についてなどのこまごました説明を部長が読み上げてくれた。

　その話を聞きながら、澄香は今回のことはもしかして伊吹が一枚噛んでいるのではないかと疑っていた。

『ひとつ思案してることがある』と言っていた伊吹を思い出したからだ。

　これはたしかに出世ということになるだろう。一社員ではなく役員付きの秘書としての報酬が増えるのだ。その分、仕事の量も膨大に変化する。ステップアップとしては申し分のない条件だと思う。しかし一方で不相応なのではないかという不安も同居していた。何より気になるのは……。

「異動について何かあればどうぞ。忌き憚たんのない意見を聞かせてほしい」

　黙って話の行方を見守っていた伊吹が、口を開いた。彼のまっすぐな目には上に立つ人間の強い力があった。そして同時に、澄香へ絶対的な信頼を寄せている眼差しを浮かべている。彼の期待を裏切りたくない。けれど、懸念することが多くありすぎる。

　澄香は自分の中でしばし反芻してから口を開いた。

「いただいた異動のご提案についての不満はありません。とても有難いお話だと思っています」

「君ならそう言ってくれると思っていたよ」

　伊吹がほっとしたような表情を浮かべる。傍にいた山寺部長も少し肩の荷が下りたような顔をした。そんな中で発言するのは少し気が引けたが、ここで蟠わだかまりを作っておきたくないと澄香は思った。

「ただ、ひとつだけ質問があります」

「何かな？　納得するまで話をしよう」

「はい。では、率直に申し上げます」

　澄香はひと息置いて、まずは山寺部長に問いかける。

「山寺部長は、私と藤枝常務との噂をご存じですか？」

　唐突な問いに、山寺部長は咄嗟に声が出ないようだった。目を丸くしたまま、固まっている。その様子を、澄香は肯定と受け取り、伊吹に向き直る。

「この異動は公私混同ではありませんか？」

　伊吹も同じく、意表を突かれた顔をしていた。ここではビジネスの話以外はするつもりはなく、社員としての澄香を尊重してくれようとしていたことは伝わってきている。だから、いきなり変化球を投げられるとは思っていなかったのかもしれない。

「まさか、そこへの意見とは思わなかった」

「社内恋愛が禁止ではないとはいえ、噂が出ている以上、社内での影響は避けられないでしょうし、私自身、はっきりさせておきたいんです。山寺部長が推薦してくださったのだとしても、そうは思わない人もいるかもしれません」

「たしかに、君の言うとおりだね。無論、公私混同ではないよ。山寺部長からも説明があったと思うが、君の異動の件はしっかりとした評価で決められたものだ。この話は以前から上がっていたんだよ。推薦は山寺部長で、きちんと通常の過程を踏んで承認されたことだ。それは安心していい」

　澄香が山寺部長の方を見ると、山寺部長は「もちろんです」と頷いた。

「山寺部長から相談を受けて、君の異動には賛成したよ。君の日頃の業務における功績は貴重だ。そんな貴重な戦力を受付係のまま放置しておくわけにはいかないと思ったんだ」

　力強い伊吹の言葉に、澄香はほっとする。

「仕事において、君との関係を公私混同するつもりはない。もちろん、周りの人間関係に影響を与えないように配慮するようしっかり努めるよ」

　さっきまでビジネスに徹していた伊吹が表情を和らげた。彼の本心が覗けた気がして澄香も少しだけホッとした。

　傍にいた山寺部長はというと、静かに黙り込んでいた。亜美と付き合っているので他人事ではないと感じたのだろう。山寺部長のことを思えば、ここで話題にすることでもなかったのかもしれない。

　だが、これは必要な決意表明だと澄香は思っている。伊吹とは恋愛をしたい。けれど、仕事は仕事としてけじめをつけたい。そして、受け身ではなく自分で藤枝伊吹常務を支えるため、彼の秘書になるという意思を伝えたい。

「それを聞いて安心しました。この異動のお話、謹んでお引き受けいたします」

「良かった。君ならそう言ってくれると思った」

　伊吹はそういうと、立ち上がって握手を求めた。山寺部長と共に澄香も立ち上がり、澄香も伊吹の手を握り返した。

「君は残ってくれるかな？　今後のことについて少し話をしたい」

「わかりました」

「山寺部長、彼女を少しお借りしてもいいですか？」

「はい。いい方向にまとまって幸いでしたね。では、私はこれにて失礼いたします」

　山寺部長が粛々と頭を垂れ、それから会議室をあとにする。扉が閉まった瞬間、澄香はほうっとため息をついた。

　くすり、と小さな笑い声が聞こえたので、澄香はむっとして伊吹を軽く睨んだ。

「こういうことなら事前に相談してほしかったです。何も騙だまし討うちみたいなことしなくたって……」

「不満や文句はないっていう結論だったはずだけど」

「それとこれとは……」

「俺は、君個人に惹かれているのはもちろんだけれど、君の仕事の能力にも惹かれている。そこはきちんと区別をつけて、仕事は仕事としてきっちり話がしたかった。君だってそうだろう？」

「たしかにおっしゃるとおりです。そこは、否定はしません」

「プライベートでの不満はそのときに聞くことにして、これからよろしく頼むよ」

「私に何ができるのか今はまだ見当もつきませんが、サポートできるように精一杯努めさせていただきます」

「ああ。頼りにしてる」

　伊吹から寄せられる信頼の言葉と眼差しに、胸の狭いところがキュンと悲鳴を上げる。

「その顔。仕事が終わったあとにするように」

「……っ訓練します」

　公私混同はしない、してはいけない。

　けれど、心の中で彼を想うことは許してほしい。

（社内恋愛のカップルってみんなどうしているんだろう？）

「時間があれば常務室への案内ができればと思っていたんだけど、それはまた今度にしよう」

　伊吹は腕時計に目を留めつつそう言った。きっと彼は忙しい合間にわざわざ時間をとってくれたのだろう。

「伊吹さ……じゃなくて、藤枝常務。今日はありがとうございました」

「じゃあ、また」

　伊吹は爽やかな笑顔を見せてくれた。彼にとって望ましい返事になったからだろうか。

（伊吹さんの仕事のサポート……か）

　会議室を出て伊吹と別れると、澄香は総務部に顔を出すつもりでデスクが並ぶフロアに向かった。山寺部長にさっきのお礼を伝えようと考えていたのだ。

「ねえ、聞いた？」

　ひそひそと声が聞こえてくる。総務部総務課のデスクのあたりからだった。そこには受付担当の先輩ひとりと、経理事務担当の同僚の姿があった。部長のところへ行くよりも先に挨拶をしようと足を進めたそのとき、

「木下さん秘書課に異動だって。それも常務付きの秘書」

「ええ」

　その声に、澄香は思わずさっと壁際に隠れた。

「木下さんってあれでしょ？　最近王子が熱を上げてるって噂の……」

「あの子、たしかに仕事はそこそこだけど、そこまで贔ひい屓きされるほどのこと？」

「色仕掛けでもしたってこと？」

「なんか納得いかないのよね」

　噂話は尽きない。

　澄香は傷つくよりも納得してしまう自分にがっかりしてしまった。まだまだ伊吹に釣り合うような人間になるには足りてないし、自信なんてない。自信があれば直にムッとして反論していたかもしれないけれど、今はただぐうの音も出ないというところだ。

　山寺部長にはあとでお礼を伝えることにしようと踵きびすを返そうとすると、腕をぐっと引っ張られて驚いた。

「いたいた。お昼一緒に行きましょう」

　声をかけてきたのは亜美だった。

「交代の時間？」

「そっちは？　王子と相変らずラブラブ？」

　亜美はこちらの話を聞いていないし、いきなり声を大きくするので澄香は焦った。

「ちょっと、亜美！」

「いいじゃない。あなたが王子に見初められたのは事実だし、お付き合いしていることだって公認だもの」

　と、亜美は先輩たちの方を一いち瞥べつする。そこで澄香は亜美のしようとしていることを察した。先輩たちは気まずそうに顔を見合わせたあと、こちらから視線を逸らした。

　亜美はというと、小さく肩を竦めて先輩たちに見えないようにペロリと舌を出した。

（知らないふりしていればよかったのに）

　伊吹との関係が知れ渡っていることはわかっているけれど、あれこれ噂されると気が気ではない。

「ね、何食べたい？　たまには外に行きたいよね。オムライスが美味しい洋食屋さん、こっちにお店増やしたみたいなの。そこ行かない？」

「わ、わかった」

　フロアを離れてエレベーターの前に来ると、澄香はため息をついた。今ごろさらなる悪口大会に発展しているのが目に見える。明日から仕事がやりづらくなるのは困るのだが。

　異動するとはいえ、まだ十月の異動まで数ヶ月の猶予があるしその間引継ぎだってある。総務部にまったく関わらなくなるわけでもない。波風を立てるのはよくないだろう。

　澄香の様子を察したらしい亜美がしょんぼりと肩を落とす。

「ごめん。なんか聞いていられなくて余計なことをしたのはわかってる」

　申し訳なさそうにしている亜美に、澄香はううんと首を横に振った。

「正直ますます先輩に睨まれちゃう気がしてヒヤヒヤしたけどね。でも、まあいっか」

「何それ。もっと悔しがって怒っていいのに。正直に言って、受付で一番仕事できるのはあなたよ。見た目だって、ずっとあなたの方が可愛い。だからこそ先輩たちは気にいらないんでしょう。ただの嫉妬よ。見苦しい」

　亜美は澄香の分まで真剣に怒ってくれている。だから彼女を責める気持ちにはなれない。むしろ味方がいてくれて心強かった。

「亜美の気持ちは嬉しかったよ。私の味方してくれてありがとう」

「あ、それとも王子と付き合うようになって、自己肯定感をあげてもらえた？　だから野次とか悪口みたいなの気にしないわって感じ？」

　深刻な空気にならないようになのか、亜美は茶化すように言った。

「逆だよ。いつまでも自信がない。だから先輩の言うことも一理あるなって客観視していただけ」

「それじゃあ王子も浮かばれないわ」

「ちょっと、その言い方。縁起でもない」

「ま、面白くないことがあったときはご飯よ、ご飯。異動の話も詳しく聞かせてよ」

「了解。そっちの恋愛事情もね」

「やだー聞きたい？　とろとろのプリンみたいに蕩とろけちゃうかもよ」

「何それ」

　底抜けに明るい亜美に、澄香は心から感謝した。亜美とオムライスを食べて話をしているうちにいつの間にか気持ちは晴れていた。彼女が同僚でよかった、とまた思った。
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　ゴールデンウィークは引っ越しの準備に追われた。

　伊吹は出張に出ているので戻ってきたら手伝うと言ってくれたけれど、ひとり暮らしの最低限の荷物をまとめるくらいならひとりで二日もあれば充分だ。

　残りの休暇のうち数日は清掃したり要らないものをリサイクルに出したり。引っ越し業者の手配は伊吹が既にしてくれたので、あとは残りの休日中に、身ひとつで伊吹の暮らすマンションに移動するだけ。

　これから一緒に暮らすことを想像するだけで、心拍数が上昇してしまう。しばらくは慣れるまで気が抜けない生活になりそうだ。そもそも伊吹相手に慣れることなんてあるのだろうか。

　だんだんと寂しくなっていくワンルームのマンションの中、山積みになったダンボールを見て、澄香はため息をついた。

（なんで私はいつも伊吹さんには甘くなっちゃうの。流されすぎでは）

「伊吹さんの強引な部分どうにかしてほしいよね」

　小さく文句を呟く声も、物が少なくなった部屋に静かに反響する。こんな広かったんだ、と錯覚する。でも、これからもっと広いところへ引っ越すのだ。

　結婚してほしいと言われてその気になって、一緒に暮らそうと言われてその気になって、秘書になってほしいと言われてその気になって、すべて伊吹の思うままになっている現状に、モヤモヤした気分になることも少なくない。

（山寺部長からの推薦だっていうけれど、伊吹さんの傍につくということは……周りから贔屓だって思われても仕方ないよ。実力がまだ足りていないんだもの）

「仕事は仕事でがんばる！　恋は恋で向き合う！」

　モヤモヤを払いたくて、澄香は口にしてみた。

　元彼との別れを引きずっていたことを考えれば、依存しやすい部分は否めないな、と自己分析する。惚れ込んだら周りが見えなくなってしまう。そうならないように気をつけないといけない。仕事で褒められた視野の広さをプライベートにも生かせたらいいのに。

（一緒に暮らしはじめたら、譲れないところはちゃんと折れないでいたい）

　よし、と今から気合を入れてみる。

　それから梱こん包ぽうをあらかた終えて丁寧に掃除を済ませたあと、シャワーを浴びてさっぱりした澄香は、ぐうっと大きな音を鳴らしたお腹を思わず押さえた。

「そういえば、夢中で片付けててお昼から何も食べてなかった」

　気付いた途端にぐるぐるとお腹が鳴る。

　引っ越しすることが決まってから食材を買わないようにしていたので、冷蔵庫に入っているのはおつまみのチーズとかサラダチキンとか、せいぜい飲み物くらいだ。

　伊吹が駅弁を買ってきてくれると言っていたけれど、到着はまだ先かもしれない。時計を見ると、午後五時過ぎを示していた。たしか午後六時頃になるだろうという話だった。

　見回してみるものの、部屋に残っているのは処分するつもりでいるベッド、ソファ、大きな家電類だけ。炊飯器もトースターも梱包した。調理道具も食器類も何もない。かろうじて便利な電子レンジだけは使えるようにしてあるのだが。

　仕方ないので近所のコンビニで何か調達してこようと財布に手を伸ばすと、インターフォンが鳴った。

　画面を見ると、スーツを着た伊吹の姿が映されていた。

「伊吹さん？　予定より早く着いたんですね」

『うん。直行便。土産付き』

　事前にメールでやりとりしていたとおり、駅弁を買ってきてくれたらしい。画面に二種類のお弁当を見せてくれた。

　オートロックを解除して彼の到着を待つ。部屋の前のドアフォンが鳴って、澄香は玄関のドアを開けた。

「ただいま」

　伊吹がそう言い笑顔を向ける。

「おかえりなさい」

　彼を招き入れると、すぐにぎゅっと抱きしめられて、額や頬や唇にキスの雨が降ってくる。それから至近距離で見つめ合ってお互いにキスをした。

　すると、伊吹がふっと笑う。

「なんですか？」

「今のめちゃくちゃ新婚っぽくていいな、こういうの」

　指摘されると照れてしまう。気恥ずかしさの裏返しに澄香はひねくれたことを口にしてみる。

「私、ここから引っ越しするのに」

「うん。君ひとりに負担を強いて悪いな。何か手伝うことはある？」

「もう終わりました。あとは、この身ひとつですよ？」

「そっか」

　満足そうに伊吹が微笑む。彼の思い通りになっていることに気付き、もっと意地悪なことを言えばよかった、と澄香は密かに後悔した。

「実は、お腹が空きすぎてこっそりコンビニに行こうかなと思ってたところだったんです」

「ちょうどよかった。すぐ食べる？」

「はい」

　伊吹が買ってきたお弁当は、ひとつは鮭といくらがたっぷり乗ったはらこ飯、もうひとつは牛めしだった。どちらも気になるけれど、伊吹が好きな方を選んでいいというので、お腹が空いた澄香はここは牛めしを選んだ。

「少し落ち着いたらでいいから、このあと出かけられないかな？」

「これからですか？」

「うん。引っ越しする前に、もうひとつ大事なイベントを残してあるから」

「大事なイベント？」

　と尋ねた拍子に盛大にぐるるとお腹が鳴って、澄香は慌てて自分の腹部をおさえた。しかしその音はすぐにはおさまらない。もう止まって！と叫びたくなった。いくら大人の付き合いだと言っても、さすがにまだこういう部分の恥らいはある。

「すみません、情けない音が……」

「高校に通ってたとき、お腹の音を、机や椅子を動かしたり、わざと物を落としてごまかしてた子がいたな、そういえば。なんかふっと思い出した」

　伊吹はそう言って笑った。

「お昼を食べ損ねてしまったから……」

　事実だが、言い訳っぽくなってしまった。

「まずは食べようか」

　お弁当をレンジで軽く温めてからふたり分のお茶と箸を並べて、ふたりでソファに並んで食べることにする。

　上品に食べようと思っていたけれど、食欲には勝てなくてついつい箸が進んでしまう。そんな澄香を横目に伊吹は楽しそうにしていた。

　食事を終えたあと、レンジでお湯を沸かしてふたり分のレモンティーを入れた。再び静かな時間が戻ってくる。

「君の部屋が形のあるうちに、来ておきたかったな」

　伊吹はそう言って部屋を見回した。あんまり見られると片付けたあととはいえ少し気恥ずかしい。

「伊吹さんの立派なマンションの部屋に比べたら、居心地がいいわけでもないですし……普通のワンルームですよ」

「そうじゃなくてさ、君の匂いがする部屋で、色々と一緒に過ごしてみたかったと思ったんだよ」

　伊吹の言葉と向けられる視線にドキリとする。ソファに置いた手が触れ合って、たちまち澄香は落ち着かない気持ちになってしまった。

「そ、そういうことはダメですよ。けっこう響くんですから……」

　耳にまで熱いものを感じて俯くと、頭上でくすりと笑い声が聞こえてきた。澄香はまたからかわれたのではないかとムッとして顔を上げた。けれど、それこそが罠だった。愛おしそうに見つめる彼の眼差しに心臓が止まりそうになったからだ。

（いつもいつもずるい……）

「今はしないよ。大事なイベント前だからね」

「その大事なイベントってなんですか？」

「ハイヤー頼んだから、着替えは向こうでいいし、時間になったらついてきて」

　伊吹はいつも気になる内容よりも実行する手段を先に提示する。またしても伊吹に流されることになるのでは、と警戒していると、伊吹は困ったように笑った。

「お互いのためにも、今は何も聞かないでおいてほしいな」

「……わかりました」

「不満そうだ」

「だって伊吹さんいつもそうだし。何より、私自身が最近は伊吹さんに甘い気がしてならないんです。悔しいけど」

「惚れた弱みってことでいい？」

「認めるのはしゃくですが」

「俺は認めているよ。君には甘くしていたい。ふたりきりの夜には特に。会社では花を贈るくらいしかできなかったから」

　伊吹の端整な顔が近づく。愛おしそうに向けられる眼差しにドキドキする。

「花言葉は……？」

「うん？」

「わざわざ調べて選んでくれていたんですよね」

「君を振り向かせるのに必死にね」

　唇が軽く触れるだけで、電気が走ったみたいに感じてしまった。甘く啄む感触に、思わず吐息がこぼれる。その先がもっと欲しくなりそうになったそのとき、伊吹の手元でスマホが震えた。

「ハイヤーが到着したらしい」

「……用意周到ですね」

「また不満そうだ」

　伊吹はくすりと笑う。なんだか今夜はずいぶんと子ども扱いされていないだろうか。何か反撃しておきたいと思うのに、伊吹のようにこなれたことはできない。せめて素直に伝えて一石を投じるというのはどうだろうか。澄香は離れようとした伊吹の袖口つんと引っ張った。

「私が不満なのは、離れたくなくなっちゃうタイミングだったからです」

「じゃあ、続きはあとで」

　伊吹は意表を突かれた顔をしたあと、宥めるように澄香の瞼に唇を寄せ、それから立ち上がった。

（勇気を出したつもりなんだけど、伝わってるのかな……）

　ドキドキと鼓動がうるさい。

　夜になると少し肌寒くなりそうだったので、適当に着替えて薄手のジャケットを羽織った。伊吹はスーツのままで待たせていたハイヤーに手を挙げると、澄香を先に乗せてくれた。こういうところは相変らずスマートな紳士だ。

　立派なハイヤーに乗るには不相応な格好をしているのが気になって、そわそわしてしまう。それに気付いたのか、伊吹は「すぐだから」と声をかけてくれた。

　車で十五分くらいだろうか。到着したのはホテルのエントランスターミナルで、ハイヤーは横付けされたあと運転手の手によってドアを開かれ、伊吹が先に降りて澄香に手を差し伸べた。その手を掴んで降り立つ。まるで映画のワンシーンのようだった。

　そのままふたりは正面玄関からホテルのロビーに移動し、澄香がきょろきょろするまでもなく待機していたスタッフによって目的の場所へと案内される。そこはＶＩＰだけが入れるブティックの部屋だったらしく、ここで着替えを済ませる予定らしい。

「あの、伊吹さん、一体……」

「着替えたらすぐにわかるから、またあとで」

　澄香だけではなく伊吹も着替えるらしい。とにかく言われるままに済ませるしかなかった。

「いかがでしょうか？」

　スタッフの女性に着替えさせられ、髪まで整えてもらった。濃紺のワンピースドレスは胸元の開きは控えめで落ち着いた雰囲気ながらもセレブのような高貴な雰囲気を出している。生地にスパンコールが埋められているのか、精緻な刺繍につけられた宝石のせいか、照明にキラキラと輝いて、まるで夜空に瞬く星のようだ。

「なんか映画祭でレッドカーペットを歩けそうな衣装ですね」

　落ち着かない気持ちで鏡の前の自分を眺める。別人のように美しく輝く姿に、馬ま子ごにも衣装とはまさにこのことでは、と自惚れてみる。

　この姿は伊吹にはどう見えているのだろう。伊吹の方を気にして振り返る。彼もまた普段のスーツ姿とは違い、蝶ネクタイのタキシードを着ていて、髪もきっちりまとめられて王族主催の舞踏会に招待された賓客のような雰囲気だ。もっというと彼自身が主役の貴族や王子様のよう。

（間違いではないよね。伊吹さんは良家のご子息だし、将来は藤枝商事という大企業のトップになる王子だもの……）

　伊吹は澄香に近づいて真剣な顔で見つめてきた。

「あ、あの」

「綺麗だ。とても似合ってる」

　普段よりも上品な微笑みを向けられて、心臓が跳ね上がった。

「あ、ありがとうございます。伊吹さんも、その、かっこいいです……」

　顔から火が噴き出しそう、という感覚を久しぶりに体験しつつ、澄香はふっと沸き上がった疑問をそのまま伊吹に尋ねた。

「こんな素敵な衣装を着て、どうするつもりなんですか？」

「お腹は空いた？」

「さっきお弁当食べたばかりですけれど……」

「じゃあ、スイーツならいい？」

「はい。それはもちろん」

　どうぞ、と腕を差し出され、澄香はおずおずと掴まる。歩くたびに揺れるスカートの膝丈のフリルがくすぐったい。照明に反射してきらきらと輝くそれはお姫様だけが許されるもののような気がした。

（着替えたらすぐわかるからって言われたけど、結局教えてくれてない）

　それでも伊吹の横顔や一歩引いて見える彼の立ち姿がとても素敵で、時間が許すままに眺めていたい気持ちだった。無論、真正面から見る彼の端正な顔はきっといつも以上に美しいのだろうけれど、見たいというよりも直視できなさそうだったので、この距離が一番いい。

「澄香」

「は、はい」

　特別にふたりきりのときくらいしか名前を呼ばれることがないのでドキっとしてしまった。まさか考えていることを見破られてしまったのではないだろうか、とひとり焦っていると、伊吹は澄香の手をぎゅっと握った。

「席に着いたら、改めて君に伝えたいことがあるんだ」

「は、はい」

　レストランは珊瑚の海をイメージした澄んだ色の落ち着いた配色になっていて、壁際には熱帯魚がゆらゆらと泳いでいる水槽がいくつか並ぶようにデザインされていた。

　ふたりは窓際の奥まった静かな席に案内された。他のセレブな客の目は遠ざけられるようで、澄香はほっと胸を撫で下ろす。

　外に視線を向けると夜景が一望できるようになっていた。レストランのシャンデリアやボトルが夜景の窓と反射して絵画のようだった。

　紺こん碧ぺき色の椅子をスタッフに引いてもらい、さっそく着席する。座り心地がよくゆったりと寛いだ気持ちになれそうだ。

　しかしまだ緊張は解けない。

　ふたりが向かい合うとすぐにソムリエがやってきてワインを用意してくれた。きっと席もお酒も料理もきちんと澄香のことを考えて予約してくれていたのだろう。彼の気遣い力は見習いたい部分が多い。

（改めて伝えたいことってなんだろう）

　こんなふうにしてまで伝えたいことと言われると、思い浮かぶのはひとつくらいしかない。けれど、自惚れすぎではないかと自重してしまう。

「さっそくだけど、乾杯の前に……いいかな？」

　澄香はグラスを持ちかけた手を止め、伊吹を見つめた。

「改めて言うよ。俺と結婚してほしい」

　伊吹はこれまでに見たことがないくらい真剣な表情でそう告げた。

　ひょっとしたら、という気持ちはあったけれど、実際に告げられた今のこの甘い衝撃はなんて説明したらいいのだろう。今まで伊吹に色々と口説かれてきたものの冗談じみたやりとりが多かった。様々な経緯を経て、今ふたりはここにいる。今だからこそ、こんなにも胸が熱くて震えるくらい嬉しいと感じているのだろう。

　想いを込めて返事をしようとした矢先に、伊吹は少しだけやわらかく表情を崩した。

「はいっていう返事しか受け付けないけど？」

「もう、また言ってる」

「イエスならこの指輪を填めさせてくれないか」

　伊吹はまっすぐに澄香を見つめたまま動かない。一方で澄香は熱くこみ上げる感情を制御しきれなくなり、手の震えを感じながらかみしめてその答えを出した。

「はい」

　その瞬間、伊吹の口から小さく吐息がこぼれた。肯定しか受け付けないと豪語する彼でも緊張することはあるのだろうか。

「よかった」

　指に填められていく感触に緊張が高まる。ちょうどいいところで止まったダイヤモンドの指輪はキラキラと輝いて、伊吹の愛をよりいっそう主張してるようだった。

（伊吹さん、考えてくれていたんだ……）

「内緒にしてたのはこのことだったんですね」

「うん。形にすることが大事なことは理解しているから。こうしてちゃんと正式にプロポーズしたかったんだよ」

　そういう伊吹の眼差しからは彼の思いやりが伝わってくる。思わず涙腺が緩みかけるくらい嬉しかった。だから、その想いが自然と口をついて出た。

「……ありがとう。伊吹さんの気持ちが嬉しいです」

「これで君は正式に俺の婚約者になったわけだし、これからも堂々としていてほしい」

　その言葉を聞いて、澄香はハッとする。

「もしかして、私が先輩に何か言われてたこととか耳に入ってますか？」

「察しがいいね」

「はぁ。察しがいいのは伊吹さんの方じゃないですか。だから、こんなふうに素敵な時間を作ってくださったんですか？」

「君にプロポーズしたいと思っていたのは本当だし、そのための時間だけれど、君に自信を持ってほしい、安心してほしいっていう気持ちがあったのも本当」

　伊吹はそう言い、澄香の薬指に触れる。触れた熱い体温がそのまま彼の情熱を示しているようでドキドキした。

「君と俺はもう運命共同体なんだよ。君が落ち込めば、俺も落ち込むし、君が喜べば、俺も嬉しくなる」

「伊吹さん……」

「そういうとますますプレッシャーかな？」

　澄香は首を横に振った。

　素直に伊吹の気持ちが嬉しいと思った。

「私、最初は伊吹さんのことたくさん誤解してました」

「そこからの思い出話をする？」

「大事な経緯ですもん」

「まあ、そうだね。最初はすごく嫌われてたな」

　と、伊吹は苦笑する。

「でも、今は」

「今は？」

　オウム返しされるとなんとなく回答しにくいのだけれど、この甘い雰囲気に乗じるしかない。

「すごく、大事に思っています」

　口にした途端、全身に熱が走った。

　これでも勇気を出したのに。

「それだけ？」

　と、伊吹が催促するので、澄香は膨れるしかない。

「もう！」

　すると、伊吹は今までになく素の表情を見せて、屈託なく笑った。

「伝わってるよ。たまには言葉にしたいときや、してほしいときがあるけど。君なりにがんばってくれてるみたいだし」

　そこまで言いかけた伊吹の意図を感じ取る。彼の望まれるままに口にすることを悔しいと思うものの、今はこれだけは伝えておきたい。

「大好きです」

「俺も。君が大好きだ」

「だから伊吹さんの品格を落とさないように、私も引き続き研鑽を積むつもりです。ずっと素敵な王子だって思われていてほしいですから」

「ありがとう。なんか君に励まされてる気分になるな。まあ、実際そうか」

「何かありましたか？」

「いや。仕事で色々あったとしても、君がいてくれるだけで君の存在があるだけで、俺は生きていてよかったって思える。そのくらい……君を愛してる」

「……っ」

　愛してる、という言葉も口にしてみたい。でも、まだ相応しくないような、くすぐったいような、似合わないような、不思議な感情に駆られて、ぐっと堪えていると、伊吹はふっと笑った。

「いいよ。君は君のペースで、俺を愛してくれれば。受け身にならないことだけ、約束してくれたらそれでいい」

「はい」

「俺は変わらず全力で君を愛するから。その覚悟はしておいて」

「……はい」

「今夜はここに泊まってゆっくりしていこう」

「…………はい」

　どんどん声が小さくなっていく。それは淡く甘くやさしい囁きへと変わっていく。ふたりだけの秘密の約束だ。

　軽い食事を終えて移動したホテルの部屋は、豪華客船の特等室のように広く美しく、青の洞窟の先にある南の島のコテージを思わせた。まだ梅雨はこれから少し先で、夏はもっとその先だけれど、もう今その季節を先取りして体感しているかのよう。

　キングサイズのゆったりとしたベッドに腰を下ろすと、傍にやってきた伊吹が上着を脱ごうとするので、澄香はドキリとした。

「もう、さっそく？」

「君は俺をなんだと思ってるの。飢えた獣か何か？」

　それはあながち外れてはいないのでは？と思った澄香だが、墓穴を掘りそうだったので笑ってごまかした。

「脱いでしまうのもったいないなと思ったんです。とても素敵だから」

「なるほど。着衣のまましてもいいけど……それもそそるよね」

　そう言いながら伊吹は澄香を押し倒そうとするように耳の傍で囁いた。

「だめ、ですよ」

「ふたりきりのときにルールなんていらない。だろ？」

「ん……」

　唇がくっついたり離れたりする。じゃれ合うようにそうしたあと、伊吹の方から唇を離した。

「一度、シャワーを浴びてくるよ。君はどうする？」

「私も浴びたいです」

「じゃあ、一緒にいこう」

「え、あの」

「シャワー室はふたつあるから」

「あ、そういう意味なんですね」

「それともバスルームにふたりで入る？」

「そ、それは……また今度にします」

　澄香は恥ずかしくなってしまった。

　婚約指輪をつけていたい気持ちだったけれど、シャワー室にそのままというわけにはいかない。指から外して傷つけないように洗面台の安定したところへそっと置く。

　伊吹さんはいつも私に自信をくれる。

　私は彼に何をしてあげられるのだろう。

　美しさを磨くこと、研鑽を積むこと、そして彼のために役に立てる人であること。

（受け身のままの人間でいるわけにはいかない）
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　シャワー室から出ると、隣のシャワー室から出てきた澄香とばったり鉢合わせた。バスローブに身を包み、濡れた髪をタオルで整えるようにして上気した頬を隠すようにしている姿がなんともいえず可愛らしかった。伊吹が上半身裸のままだったので直視しにくかったらしい。汗が乾いたら彼女が戻ってくるまでに替えのシャツを羽織るつもりだったのだが。

「案外さっと入るタイプだよな」

「今日は伊吹さんが私のマンションの部屋に来る前に、一度シャワー浴びてるんです。長々入ってたらのぼせちゃう」

「そっか。髪乾かしたら、シャンパンでも飲む？」

「お酒よりお水がいいかなぁ。それか、レモンソーダとか？」

「わかった。注文しておくよ」

　澄香が洗面台の前で髪を乾かしている間、注文した飲み物が届けられた。ソーダ水と一緒に器に入ったロックの氷、それから蜂蜜と輪切りにしたレモンが幾つか小皿に添えられてある。好みによって分量を変えられるように、という配慮だろう。

「美味しそう」

　戻ってくるなりに澄香は目を輝かせていた。喉が渇いたらしい。さっそく準備をしてふたりで乾杯する。

「はちみつレモンはやっぱり疲労回復にちょうどいいですね」

「やっとリラックスできたっていう顔してる」

「まさか、こんなに素敵なところに連れてきてもらえるなんて思わなかったですし」

　澄香がそう言い、ほうっと感嘆のため息をついた。彼女の左手にはさっきレストランで填めた婚約指輪が輝いていた。

「指輪よく似合ってる」

「さっきシャワーを浴びる前に外したんですけれど、何度もそうしているうちになんだかなくしそうで心配です」

「うん。じゃあ、とりあえず今夜はケースに戻して置いておこう」

　澄香の手を握ってキスをすると、彼女は緊張したように睫毛を震わせて目を瞑る。しばらく好き勝手に彼女の唇を愛したあと、彼女を抱き上げてベッドへと連れ出した。

　バスローブの紐は緩みかけていて簡単に解ける。内側には何も身につけてない。伊吹に抱かれることを想定していた彼女の些細な健気さに、情けないくらい単純に欲望があらわになっていく。

　押し倒そうとすると、澄香の方から抱き着いてきて、唇を合わせてきた。舌をたどたどしく絡めるその仕草がくすぐったい。そのまま彼女の重みを受け止めてベッドに倒れ込む。

　煽情的な体勢に息を呑んだ。

「澄香？」

「受け身ではいませんから、私だって」

「今夜は俺が君に好き勝手したい方だったのに」

「……結局はそうなるから、今はいいでしょう？」

「いいよ。君が思うようにしてみれば」

　たどたどしく澄香が伊吹の肌に唇を這わせ、手慣れていないことをしようとしていることを察する。

「伊吹さん、気持ち、いいですか？」

「……は、参る」

　言葉通りに、情けないくらいに。

「だめ？」

「逆だよ。もうこんなの我慢できない」

　伊吹は衝動的に澄香の腕を引っ張り上げ、彼女の脚を開かせた。手早く準備をしたのち、体勢が整いきる前に性急に彼女の内側へと押し入る。

「あ、伊吹さん……っ」

　狭くて潤んだ場所はやさしく締め付けながら満たしていく。もっとやさしくしたいと思うのに、彼女を奪いたいという欲求が暴れて止まらない。

「俺は、君を前にすると、紳士ではいられなくなる」

　何度も何度も擦りつけて満たして、彼女を奪って打ち付けて、甘えるように泣くその声を聞きながら夢中で彼女を愛した。締め付けてくる彼女の体内にすべてを迸ほとばしらせてからも止まらずに全身が雷にでも撃たれたかのように痙攣した。こんな本能丸出しの行為を求めたのは初めてだった。

「ごめん。辛くなかった？」

「……大丈夫、です」

　お互いの酸素を分け合うようにキスをしながら、互いの重みを馴染ませていく。鼓動はいつまでも落ち着かずに息も切れたまま。

「もっと、愛して……伊吹さん」

　愛してる、とはまだ自分からは言おうとしない澄香にもどかしさを感じながらも、彼女をそれでも愛したいと思う。そして、それ以上に強く愛されることを願う自分は、なんて貪欲で強欲なのだろう。

　こんなみっともなく荒れ狂う獣を胸の裡に同居させていることを彼女に知られることをほんの少しだけ躊躇う。彼女の理想を壊してしまうことで、自分の存在を遠ざけたくなかった。そういう感傷的な自分が生まれたことに戸惑いを抱きながらも、どこかその痛みが心地よいと感じている自分もいた。

　初めてだ、何もかも。

　彼女の初めてを奪いたかった。彼女を苦しめてきた元恋人を心の底から憎みたいくらいに。だが、一方で、その過去があったからこそ彼女が今ここにいるということも意識している。彼女がそのことでどれほど傷ついてきたかを知っているにもかかわらず、だ。

　最低な獣だ。だが、この先ずっと彼女を傷つけないと誓う。彼女を奪って独占する代わりに、必ず幸せにすると誓う。

　だから俺にすべてを預けてくれないか。

　君だけがいればいい。君しかいらない。

　俺は君を愛している。

「君は紳士的な人が好きだという割に、俺を獣にする天才だよな」

「……っ」

「そういう顔も全部、俺をその気にさせるんだ」

「伊吹さ、待って……ん、はげしっ」

「……っ君のせいだよ。明日の朝、また蜂蜜レモンを頼んであげる。だから、今夜はもっと俺に君を奪わせて」

　欲望と愛情は別のものだと思っていた。澄香を前にするとそれぞれが天てん秤びんの上でよく踊って急に傾いてそして壊れる。そんなものでは測れない。

　欲望の中に愛情が溢れ、愛情の中に欲望が芽生えていく。澄香に出会わなければ知りえなかったこの深い情欲は、飽きることなく彼女を抱いて激しく満たされなければ、到底おさまることはできそうになかった。

　澄香の身体も心も未来もすべてが欲しい。自分のものにしたい。自分だけのものにしたい。他の誰も彼女を見初めることは許せない。こんな独占欲だって知らなかった。

「愛してるっ。澄香……君は俺だけの愛しい人だ」

「あ、伊吹さんっ……」

　腕の中に閉じ込めて溺れるほどに抱き合った。夜ははじまったばかりのはずだったが、今では朝の方がずっと近い。

　さすがに伊吹も気だるい疲労感に苛まれ、ベッドに身を投げ出した。澄香が甘えるように胸板に頬を擦りつけてくる。そんな彼女の肩を冷やさないように抱いて目を瞑った。

　明日は互いに休みだ。束の間の休日に癒しを得ることができる。明日は何をしようか。引っ越しの続きをまずは終わらせて、一日も早く一緒に目覚める朝が当たり前のルーティンになるように進めておきたい。

（本当に参る……これほど君に狂わされるなんてな）

　そのまま睡魔に身を任せようとしていたときだった。

「……私も、がんばります、から」

　急に聞こえてきた声に伊吹は弾かれたようにぱちりと瞼を開いた。傍にいる澄香を覗き込んでみたが、彼女は既にくぅくぅと小動物のような寝息を立てている。

「寝言？」

　伊吹は思わず小さく笑ってから隣で寝息を立てる澄香の頬にキスをした。一体どんな夢を見るのか、健気で控えめでじれったいくらい慎ましい上に愛おしい。

　しばらく澄香の愛らしい寝顔を眺めながら、伊吹は無意識に彼女の髪を指に絡めた。

　いつの間にかこんなにも心を奪われていた。

　彼女のことは放したくない。誰より大切な存在だ。

「俺にはもう君しかいない。こんなに夢中になれる相手は君だけ。それをわかってくれるといいんだけど」

　無我夢中で必死で手を伸ばすように口説いた弊害か、信用を得るまでに時間がかかってしまった。

　がんばらなければならないのは、自分の方だと、伊吹は身を引きしめた。

　これから跡継ぎとしてやれることをする。今以上に研鑽を積まねばならない。彼女を幸せにするためにも必要なことだ。










７  真の高嶺の花あらわる




　じっとりとした梅雨が明けてすぐ、都内には三十五℃を超える真夏の暑さが訪れていた。薄着をしても出勤する頃にはもう汗ばんでいるほどだ。

　夏になると、制服のブラウスに汗染みが透けないようにロッカールームで一旦肌着を着替えなくてはいけないのが少し面倒だ。汗が目に入ったときにはコンタクトをつけていると痒かゆくなったりもするので、正直暑い夏は苦手だ。

　企業の顔として受付に座るからには来訪する人にも居心地のよい空気を与えられるように爽やかに涼やかに対応しなくてはならない。

「戦場だよねえ、朝は。メイクもやり直しだし……」

　ロッカールームで亜美が必死にファンデーションを塗り直していた。先輩たちも汗が張り付いたうなじを丁寧に拭いて髪を結い直したりしていた。

「満員電車はもうサウナだもんね。人の体温で蒸し蒸し。冷房なんて効いてないのと一緒だし……外に出たら出たで地獄釜に入れられた気分」

　澄香はバッグの中に忍ばせていた熱中症対策の塩キャンディを皆に配った。

「早く涼しい秋になってほしいね」

　澄香が言うと、「ねー」と同調しつつ亜美は思い出したかのようにしゅんとした顔をした。

「秋になったら澄香が異動になっちゃうから寂しいけど」

「退社するわけじゃないし、本社にいるならいつでも会えるよ」

「引継ぎは順調？」

「先輩たちが新人の子を教えてくれているから、私は秘書課業務を勉強するのを優先にしてって言われてるの」

「そっかぁ。これから大変だね」

　がやがやとした朝の時間が終わると、勤務時間の前のブリーフィングが十五分ほど行われる。本日の業務について来客のリストや会議時間などの共有だ。

　それが終わると十分くらいの休憩時間が入るのでみんなドリンクコーナーに集まって思い思いに一服する。

　澄香と亜美のふたりは今日は午後の担当で、午前中は会議室の準備手伝いに駆り出されることになっていた。大きなプロジェクトの会議なので外部からのお客様が来る。そのおもてなし要員だった。

　総務課で準備していた書類をダンボールに詰めて、手押し車に積み込み、エレベーターで移動する。

　フロアに到着して会議室を目指す道中、伊吹の姿が見えた。彼もプロジェクトのメンバーのひとりに名を連ねていたので会うのはわかっていたが、いつもと違う雰囲気にどきりとした。

「わ、松まつ井い百ゆ合りさんだ。相変らず綺麗だなぁ」

　亜美の視線は伊吹の隣にいた女性に移されていたようだ。澄香も釣られてその女性を見る。たしかにパッと目を引く美人だ。きっと仕事の実力もあるのだろうということが彼女の雰囲気からだけでも伝わってくる。

「澄香は面識なかったっけ？」

「名前は把握してなかったけど、二年前に見かけたことはあったと思う」

「海外事業部にいる敏腕チーフよ。藤枝さんと同期で出世組。上海シャンハイに行ってたらしいよ。今回プロジェクトが走るから戻されたんだってね」

「そうなんだ。やっぱり優秀な人なのね」

　亜美は山寺部長と交際していることもあって会社内の事情に詳しい。

（本当に、綺麗な人……）

　凛とした、まさに白百合のような高潔さを感じる。同性から見てもほれぼれする、匂い立つような美しさ。所作のひとつひとつが綺麗で、見習いたい反面、恐れ多くて近づけない。圧倒される。彼女こそが真の高嶺の花――。

　不意に伊吹が振り返りそうになったとき、百合が伊吹のネクタイに手を伸ばす仕草が見え、澄香はどきりとした。どうやらタイピンがズレていたのを直そうとしたらしい。

　ホッとしたようなモヤモヤしたような、ごちゃまぜの感情がこみ上げてくるのを持て余してしまう。ここにいてはいけない気がした。さっさと通りすぎなければ。

　彼女がこちらを振り向いて目が合う。何か見透かされたような気がして心臓が凍りつきそうになった。

「女性社員で彼と渡り合えるのなんて松井さんくらいだろう」

「以前に婚約の噂があったはずだが。なぜ、藤枝くんは彼女を選ばなかったのかね。婚約したと噂されている彼女――名前はなんていったかな。とにかく彼女よりも、松井さんの方がずっと彼に相応しいのではないかと思うんだが」

　通り過ぎる中年の社員らが声を揃える。彼らは澄香の存在に気付いていたらしい。ちらりと、澄香の方に視線が移されたのを感じた。

（あ、これって私ディスられてる？　しかも、私の方は名前すら把握されていない……）

「ちょっと、気にしないでいいからね」

　亜美が気を遣って耳打ちしてくれた。

「なんなのよ、今どきあんな差別なんてある？　じゃあこっちだって言わせてもらうけど、自分たちなんて藤枝さんの足元にも及ばないくせに。ほんっと感じ悪い」

　と、その後も亜美は憤慨してくれていた。

　けれど、澄香の中では不安の方が強かった。

　高嶺の花と噂されるふたり。たしかにお似合いだ。自然と視線を吸い寄せられるくらい、ふたりが並んでいる姿がとても絵になる。周りの人たちがほれぼれとした羨望の眼差しを送っている。

　そのとき、急に世界が遠ざかっていくような不思議な錯覚に陥った。このいやな感触に澄香は憶えがあった。

　鼓動が速くなっていく。自分の存在をすべて否定したいような衝動に駆られる。情けなくて不甲斐なくて今すぐ消えてしまいたくて、やがて呼吸ができなくなりそうになる。今のこの姿を、伊吹に見られたくないと思った。

　一緒に暮らしはじめて、お揃いのマグカップが並んだ食器棚、歯ブラシが揃った洗面台、ふと目につくところに顔がにやけそうになったりして。意外に料理が上手な伊吹に対抗してレパートリーを増やそうとしている日々。仕事の時間はバラバラでも、ベッドに入ればお互いの温もりにときめいたり安堵を抱いたりするようになった。

　そうして少しずつ生活を共にしはじめて幸せを感じている今だからこそ、澄香は怖いと思ってしまった。

　――どうしよう。

『別れよう』

『他に好きな人ができたんだ。だからもう付き合えない』

『ずっと言えなかったんだけど、正直、一緒にいても物足りないっていうか……悪いんだけど、これ以上ダラダラ付き合うのは違うかなって思ったんだ』

　――元彼から告げられた言葉が浮かび上がってくる。もう忘れたはずだったのに。伊吹がそんなこと言うはずないのに。

（本当にそう？　伊吹さんだからって絶対なんてことはあるの？）

　元彼のことだって絶対的に信じていた。けれど、自分の知らないところで元彼の心も時間も澄香と離れたところに移ろっていた。今があのときと違う状況だとどうして信じ切れるのだろう。

　ぬるま湯に浸かって、幸せに慣れてしまってはいけないのだ。そんなふうにいきなり背後にナイフを突き付けられた気がした。

「……っ、早く準備にとりかかろう」

「あ、澄香っ」

　その場にいるのがいたたまれなくなってとうとう澄香は急いで彼らから遠ざかった。その行動がもう既に負けてしまっているのだとわかっていても。

　勝ち負けなんかじゃない。さっきのだって、ただの噂話。そう言い聞かせてみるものの、だんだんと本当に自分でいいのかと不安になってくる。激しい焦燥感に駆られ、息ができなくなる。

　プロポーズされ婚約をしたとはいえ、絶対的に有効なものではない。澄香が伊吹から離れることがあるのと同じように、伊吹が澄香から離れていくことだってありえるのだ。

（伊吹さんが離れることなんてない。それが絶対だなんて本当に言える……？）

　伊吹を疑っているのではなく、澄香は自分に自信が持てない。どうしたら強い気持ちを持っていられるのだろう。




　午前中は冴えないまま終わってしまった。終始ぎこちない笑顔になっていないかだけを意識していたせいでいつもより疲れた。

　気持ちで焦ったって、仕事の実力が今日明日で急にレベルアップするわけではない。そんなことはわかっているはずなのに、迷子になった子どものような気持ちになってしまっていた。

　悶々とした空気を払いたくて、澄香はビル最上階の二階層にある空中庭園に足を運んだ。天気のいい日は社員がよく午後の休憩に選ぶところだ。日差しは強いが、パラソルも幾つか並んでいて日陰になっている場所もあるし、上階なだけに風の通りがよくて心地いい。

　皆おもいおもいにお弁当を広げたり買ってきたサンドイッチを頬張ったり、同僚と楽しそうに談笑している姿が点在している。そんな様子をぼうっと眺めつつ、澄香はひとりベンチに座ってお弁当を広げ、ため息をつく。亜美を誘うつもりだったが、今日はシフト的に時間帯が合わない。

「はぁ」

「どうしたの？　大きなため息。お弁当全然減ってないみたいだけど」

　ひょこっと顔を出したのは、澄香と同期入社で秘書課の三み浦うら裕ゆう貴きだった。彼はアイドルグループにいそうな目鼻立ちのはっきりした可愛い顔をしていて、昔実家で飼っていたふわふわの茶色い毛をしたポメラニアンという犬種のワンコを思い出させる。

　秘書課では同期の裕貴が研修の教育係についてくれることになっていて、時間があるときは一緒に過ごし、秘書課の様子を色々教えてくれていた。気兼ねなく話もできるし、頼りになる存在だ。

　裕貴は澄香が座っているベンチの隣に腰を下ろした。彼の手にはコンビニの袋がぶら下がっていて、買ってきたらしい二種類のおにぎりと揚げ物、それからコーヒーを次々と取り出した。

「うん。ちょっとね」

「木下さんってあの藤枝常務と付き合ってるんだよね？　ってか、婚約？」

　いきなりの質問に一瞬だけ間が空いた。

「藪やぶから棒に何？」

　社内に噂が広まったのはここ最近の話ではない。今さら隠すことでもないのだが、裕貴が何を意図しているのかがよくわからなかった。

「その言葉のチョイス古くない？」

「チョイスっていう言葉も古くない？」

　お互いに言い合っているうちにおかしくなってふたりして笑った。

「たしかに。じゃあアップデートしていこう。僕と木下さんの関係も。より親しくなれるように」

　にこにこと笑顔を向けてくる裕貴にすっかり毒気を抜かれてしまう。おかげで肩の力もいい具合に抜けた。

「同期ではあるけど、私の方が秘書課では後輩だし、先輩には失礼にならないようにしないと。お世話になります」

　澄香が深々と頭を下げると、裕貴は笑った。

「それを言うと、立場的には僕は部長付きだけど、木下さんは常務付き。役職的には木下さんの方が大先輩ってことになるけど」

「そっか。なんか社会人ってそういう肩書とかめんどくさいね」

「木下さんにしては妙に雑な反応だけど、やっぱり何かあったの？」

「何かあったっていうか、一秒前まで自信満々だったのに、一秒後に急に自信喪失しちゃうときってない？」

「うーん？」

「簡単にいうと嫉妬かなぁ。私よりもずっと彼にお似合いの女性が傍にいて絵になっているのを見ると、しゅんとしちゃうっていうか」

　普段、社内恋愛の悩みを打ち明けられる相手は亜美くらいしかいないので、つい愚痴ってしまっていた。それほど裕貴が聞き上手なのもあるかもしれない。

「なるほどね。まあ、わからなくもないよ。けれど、受付の花って言われてる木下さんでさえそんな悩みを抱えるんだから、世の中はよくわからないもんだな」

　裕貴はそう言って、同情の目を向けてきた。それでも、蔑むような色ではない。心から励まそうとしてくれているのが伝わってくる。

「花だなんて……花だって色々な花があるでしょう？」

（なんか、気をつけないと色々余計なことまで喋っちゃいそう）

「花といえばさあ、藤枝常務って仕事では強引にすすめるところもあるし、振り回されるのって疲れない？」

「振り回されがち……ではあるかな」

　というか最初から振り回されていたのは事実だ。

「でしょ。身分違いの恋愛は、背伸びをするだけでも疲れるのに、どっちかに負担がかかりっきりっていうのはうまくいかない気がするなぁ」

　裕貴が実感を込めて言うので、澄香はピンと閃いた。

「もしかして、三浦くんの経験談だったりする？」

「まあね。高嶺の花に憧れる気持ちは僕もよくわかるので」

　なぜか裕貴は胸を張った。澄香は首を傾げる。

「ひょっとして誰か憧れている人がいるの？」

　澄香はすぐにも松井百合のような女性を思い浮かべたのだが、裕貴の視線は後方を一瞥したあと、考える間もなくジッと澄香に注がれた。

「あの？」

「社員の間では気遣いの女神って囁かれてるくらいなのに、恋愛に関しては鈍感かなぁ。あのさ、木下さんを口説きたいって思ってるのは、なにも藤枝常務だけじゃないと思うよ」

「え？　えっと、どういうこと」

「――同僚同士、気が合うのはいいことだな」

「！」

　急にうしろから声が聞こえてきて、澄香は弾かれたように振り返る。そこには伊吹の姿があった。

「藤枝常務。お疲れ様です」

　慌てふためく澄香に対して、裕貴は動じることなく爽やかに挨拶に応じた。

「藤枝常務、お疲れ様です。はは、参ったな。今のひょっとして聞かれてしまいましたか？」

「三浦、おまえはわかっていて話題にしたようにも見えたんだが」

「まさかぁ」

　白けた目を向ける伊吹に、裕貴はにこにこと躱すだけ。一方、澄香は自分の知らないところで伊吹と裕貴がやり合っているように見えて困惑する。

「俺も大人げないことはするつもりはなかったんだが、おまえがそのつもりのようだから釘を刺しておく。彼女とは俺は婚約しているんだ。安易な気持ちでちょっかいを出すのはおすすめしない」

　やんわりとした口調だが、かなり強めの警告。伊吹の顔はにっこりと微笑んでいるが、その目は笑っていない。初めて見る伊吹の本気の凄みを感じて、澄香はぞっとした。それに、ここまで婚約のことをはっきりと言ったことにも驚いた。

「はい。肝に銘じておきます」

　裕貴は申し訳なさそうにしょぼんとしてみせた。しかし本心とは違うような、ちょっとその様子もあざとい気がする。

　ふたりのいい年をした男性がバチバチと火花を散らす様を、澄香は震えるチワワのような気持ちで一歩引いて見守るしかなかった。

（な、なんでこんなことに……！）

　やっと気分が上向いてきたところだったのに、穏やかな午後の休憩の時間はどこへいってしまったのだろう。

「澄香」

「は、はいっ」

　いきなり強く呼びかけられてお弁当箱を持ったままっ立ちあがってしまった。すると、伊吹が目の前にやってきて、真剣な顔で見下ろしてきた。あまりの気迫に澄香はその場でへたりこんでしまいそうになるのを必死に耐えた。

「公私混同しないっていう約束は、破る気はなかったが……」

　そう言うやいなや、裕貴にばっちり見える位置で、澄香の頬に素早くキス――できそうなくらいまで近づくふりをすると、そこでぴたりと止まり、その代わりに頬を指でするりとなぞった。

「さすがに虫よけくらいはしておかないとな」

「……っ」

　澄香は本当にキスされるのではないかと驚いたし、心臓がバクバクうるさいくらいに鳴っている。

「……！」

　茫然とする澄香と、ドン引きしている裕貴に構わず、伊吹はどこ吹く風といった様子。

「おまえには、こういう顔をさせられないだろ」

　勝ち誇った視線で、伊吹は裕貴を牽制した。

「最初から完敗してますって。充分、大人げないですよ」

「わかればいいんだ」

「ちょ、もう、藤枝常務っ。公然と……何を考えてるんですか」

「まあ、本当にキスしたとかじゃないし、セーフじゃない？」

　と、裕貴が白けた顔でぼそっとフォローするけれど、そういう問題ではない。

「何を考えていたか、何を言おうとしたか忘れた。食事が終わってからでいい。雑談の邪魔をするほど大人げないわけじゃないからな」

「……どこが大人げないわけじゃないって？」

　裕貴がぼそっと呟く。

　伊吹は今さら気恥ずかしくなったのか、頬がほんのり赤い。だが、こちらを見ないで立ち去ってしまった。

　澄香はよろよろとお弁当箱を抱えてベンチに腰を落とした。本当にキスされるかと思った。よくよく考えれば、伊吹がそんな失態を犯すわけがないとわかるのに、すっかり驚かされてしまった。

「ごちそうさまでーす」

　と、嫌みたっぷりの棒読みをしてから、裕貴が苦笑する。

「ご、ごめん。なんか変なことになっちゃって。なんだったのかよくわからなかった」

　澄香は耳のあたりまで熱くなっているのを感じつつ、肩を竦めた。

「変に誤解されてこじれるよりよかったんじゃない？」

　裕貴はいい意味であっさりしているというか、さっぱりとしたいい性格をしていると澄香は思う。

「そんなあっけらかんと。っていうか、もしかして三浦くん、藤枝常務が近くにいたの気付いていたの？」

　今さらそんなことを察して、澄香はやられた、と思った。裕貴ははしれっとした顔をしたあと、複雑そうな表情を覗かせた。

「わざわざアシストしてあげるつもりはなかったんだけどね。好きな子が悩んでる姿って愛おしいけど可哀想で見てられなくなるんだよな」

　そう言いながら、澄香のお弁当の残りをひょいっと摘まんで口元に運んでしまった。

「あっ」

「これでチャラね。俺さ、こういうのまあまあ慣れてるんだよね。ほら、木下さんと仲がいい田中さんも社内恋愛してるでしょ」

　当たり前のようにさらっと話題に出されて、澄香はたじろいだ。亜美には山寺部長との恋愛は秘密にして、と念を押されたわけではないが、彼女の知らないところで勝手にペラペラと話していいものではないだろう。

「心配しなくていいよ。僕がついてる営業部の河かわ島しま部長と、総務部の山寺部長、何かと気が合うからさ。そのときに田中さんと総務部の山寺部長が付き合ってること教えてもらってるから」

「そ、そうなんだ」

　澄香にはそんなふうに反応するしかなかった。

「やってらんないなぁ。年上のおじさんたちはみんな可愛い女子を俺らの世代からさらっていくんだもんな。やっぱり仕事できる男は魅力的だよな。俺もそうならないとダメか」

　恨めしそうに裕貴がぼやく。十歳以上も上の部長たちと一緒に〝おじさん〟と一括りにされた伊吹が不憫ではあるけれど、三十代前半の伊吹に対し、澄香や裕貴はまだ二十代半ばだ。普段はあまり感じないけれど、伊吹と澄香はそれこそ十歳近く年が離れているのだ。

（おじさん……にしては、たしかに大人げない感じだったかもですよ、伊吹さん）

　澄香は心の中でさっきの様子を思い出し、熱くなった頬を手の甲で冷やした。それから拗ねている様子の裕貴をちらりと見る。たしかに伊吹とは違った系統ではあるが、裕貴も女子から相当モテそうなタイプだと思う。

「じゃあ、三浦くんも年上の女性との恋愛を検討してみるとか？」

　裕貴が励ましてくれた分、彼を励ますつもりで澄香は提案してみたのだが。

「高嶺の花に恋をするのはもうやめておくよ。俺もさすがにあそこまで言われて、いつまでも空気を読めないやつでいたくないし。じゃ、お先に」

　と、裕貴はそっけなく立ち上がった。

「なんか、私の方ばかり元気もらっちゃったね。色々ありがとう」

　慌てて澄香も立ち上がり、裕貴を見送った。

　裕貴は手を振って背を向けようとしたが、一瞬だけ立ち止まって振り返った。

「敵に塩を送るのはあんまり好まないんだけど、さ。僕は高潔で近づきがたい百合の花よりも、ふと目に留まった可愛いスミレの花の方が好きだな。そういうところは俺も藤枝さんと趣味が合うかもね」

　にこっ、と笑顔を咲かせた三浦はやっぱりポメラニアンみたいに愛らしいワンコのようだった。

（今のって、励ましてくれたんだよね）

　三浦の気持ちが本気か冗談かはわかりにくかったけれど、彼の気遣いに感謝をした。

　ほっこりとしたのも束の間。問題はこのあとの展開だ。きっと伊吹は仕事が終わったら、澄香に三浦との関係を追及してくるだろう。彼の性格上、言及せずにはいられないとわかっている。

　それと、問題自体は解決したわけではない。澄香と伊吹の身分の差がある限り、澄香の悩みはずっとついてまわることなのだ。

「はぁ」

　澄香の口からまたため息がこぼれる。

　一巡してまた振り出しに戻った気分だった。
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　お盆明けから澄香は秘書課にデスクを移すことになった。その後、少しずつ業務内容の把握をするようになり、九月の末にはだいぶ仕事に慣れてきた。

　澄香がスムーズに業務に馴染むことができているのは、教育係についてくれている裕貴の朗らかな性格とわかりやすい説明のおかげだ。

「満を持して常務付きの秘書へっていう感じかな」

「三浦くん、秘書課のこと、色々教えてくれてありがとう。とても心強かったし助かりました」

　改めて澄香は感謝を伝えると、差し入れのチョコレートを渡した。

「サンキュ。休憩のときにいただくよ」と、裕貴は笑顔を咲かせた。

「十月からはいよいよ常務室に移動でしょ。このまま秘書課のフロアのデスクにいればいいのに」

　裕貴が寂しそうに言う。

「私もひとりになると思うと緊張する。とはいえ、業務報告やミーティングでここに顔を出すのは変わらないけれどね」

「独占欲が強い婚約者がいるって大変だよなあ」

　ちらりと意味ありげな視線をよこされて、澄香はぎくりとした。

「公私混同と誤解されるような行動はあれから何もしてませんから……」

　空中庭園での一件だが、あのあと仕事が終わってからしっかりとその独占欲はプライベートの時間に味わうことになったのだった。顔に出てしまわないようにそれ以上は記憶に蓋をする。

「ふーん」

　裕貴は何か言いたげにニヤニヤしていた。

「本当だからね？」

「はいはい。福利厚生がしっかりしてる『大人な彼氏』でよかったね」

　そこはかとなく嫌みを感じたけれど、反論すれば墓穴を掘るだけだろう。

「………もう何も言わないでおく」

「俺ももうこれ以上は邪魔しないでおく」

　そんな言い合いをしているうちに、秘書課はこれから交代で昼の休憩に入る。澄香は昼休憩の時間になったら常務室に来るようにと呼ばれていた。一緒にお昼を食べながら、状況を共有しようという話だった。さっそくデスクから離れると、最寄りのエレベーターへと向かう。

　これから常務付きの秘書として務めなくてはならないという責任とプレッシャーで胸が押しつぶされそうになる。

　エレベーターに乗り込もうとすると、「あら？」という女性の声が聞こえて振り返った。目鼻立ちがはっきりとした綺麗な女性がにこりと笑顔を向けてきた。その輝かんばかりの美しい表情を見て、澄香はすぐにその人が誰か気付く。今しがた思い浮かべていた人だったからだ。

「受付の木下さん、よね？　お疲れ様です」

「あ、はい。えっと、松井さん、お疲れ様、です」

　エレベーターを見送るわけにもいかずに、ふたりで一緒に乗ることになってしまった。

「何階ですか？」

　どうしよう。気まずい。何か話題を……と内心ひとり焦る澄香をよそに、百合は思いついたような顔をした。

「同じ階よ。ひょっとして、藤枝常務のところに用事があったのかしら？」

「ええ。実は、そうなんです」

「じゃあ、出直せばよかったわ。伊吹ったら、昼なら時間があるっていうから来たのに。事前にちゃんと言っておいてくれないと」

　百合は肩を竦め、適当に別の階のボタンを押した。

　そんな彼女の伊吹への親しみを込めた言葉を聞いて、やっぱり、ふたりは特別な関係にあったのではないかと思ってしまう。仕事でも一緒に行動をしているし、親密になってもおかしくはない。それに、何より容姿も実力も地位も伊吹と釣り合いの取れる女性なのだ。

「松井さんは、藤枝常務と、旧知の仲なんですよね？」

　探りを入れるつもりはなかったけれど、思わず尋ねてしまった。

「まあ古い付き合いになるわね。あなたも聞いたことがあると思うけど、婚約がどうのっていう狸おじさんたちのあれ本気にしないでよね。そういう話が持ち上がったことはあったけれど、伊吹のことは一度もそういう目で見たことないから」

　からからと笑う百合を見て、なんだかイメージしていた美人像とだいぶ違うな、と拍子抜けする。

（狸おじさんたち……）

「私よりもあなたでしょう。伊吹が大事にしている人」

「……それは」

　澄香は思わず視線を落とした。百合に秘密にすることはない気がするが、自信に満ち溢れている完璧な彼女を前にして、即座に肯定できるほど澄香には自信はなかった。

「ねえ、周りの声は気にする必要なんかないわ。私は私、あなたはあなた」

　その声に、澄香は弾かれたように顔を上げた。

「それじゃあ、藤枝常務によろしくね」

「松井さん、ありがとうございました」

　百合は笑顔で応じて、途中の階で開いたドアから颯爽と出ていった。

　そんな彼女を見送った澄香はすっかり脱力してしまった。

　素敵な人だったな、とため息をつく。

　たとえ百合にその気がなかったとしても、伊吹はどうだったのだろう。

（彼女は関係ない。私は私）

　常務室の前まで来ると、澄香は深呼吸を二回してからドアを三回ノックする。

「どうぞ」という声が返ってきてから、「失礼します」と声をかけて入室する、その声が裏返りそうになってしまった。そんな澄香の様子がさっそく伝わったらしい。伊吹は顔を合わせるなり小さく笑った。

「そんなに緊張しなくてもいい。今は休憩中だ。君とふたりで話をするのにちょうどよくここを借りてるっていうだけだから」

「お気遣いありがとうございます」

　伊吹はあらかじめコーヒーを淹いれてくれていたらしい。ふたつ分のカップから湯気が昇のぼっている。座って、と伊吹が応接用のテーブルにコーヒーを置いた。テーブルを挟んで伊吹と向かい合う席に澄香はそろりと腰を下ろした。

「さっき、松井さんと会いました。用事があるようだから、また出直すそうです」

「ああ、悪いことしたな。あとで連絡入れておく」

「そうしてあげてください」

　澄香は少しだけ後ろめたい気持ちを感じながら、伊吹を見つめる。

「少しは仕事に慣れてきた？」

「はい。秘書の仕事についての理解はだいぶ深まりました」

「それならよかった。ある程度の準備期間がないとね。他に心配ごとがあればいつでも相談に乗るから」

　伊吹の言葉にそのまま頷くつもりだったが、心配ごとというワードに反応してしまった。その一瞬の躊躇いを見透かされたのか、「さっそく言ってごらん」と、伊吹に催促されてしまう。

「心配ごとと言いますか、伊吹さんを支えるパートナーになれるかどうかはまだ不安ですけれど」

「それもやっていくうちに慣れていくものだと思うよ。俺の母みたいにね」

　思いがけない話題を出され、澄香はやや前のめりになる。前例になる同士がいたという親近感が湧いた。

「伊吹さんのお母さまって秘書を務めていらっしゃったんですか？」

「ああ」

　そういえば、伊吹の母親の話はあまり聞いたことがない。今は現役から退いて家庭に入っているということだろうか。そんなことを考えていると、伊吹から予想外の提案をされた。

「週末、君のことを父に紹介したいと思うんだけれど、いいかな？」

「伊吹さんのお父さま……」

　伊吹の父は藤枝修司……藤枝商事の代表取締役社長。当然、澄香はその顔を知っているが、直接社長と話をしたことはない。伊吹が天上の人ならば、修司はそのさらに雲の上の人だ。

「もう少し、心の準備が必要？」

「いえ。ただ、本当に私でいいんでしょうか。そんなご一族の中に……」

　だんだんとプレッシャーが強くなっていくのを感じて、胃のあたりが痛くなってきた。

「本当にいいのかなって、事あるごとにそう思ってしまうんです。まだ、自信がないからですけれど……」

　伊吹が何かを思案するような顔をし、それから澄香に向き直った。

「松井と比較されたんだって？」

　胸に秘めていた話題にいきなり触れられ、心臓がどくりといやな鼓動を打った。

「……っどうして」

　そこから先に言葉が続かない。

　すると、伊吹は小さくため息をついた。

「君は心の中に溜めこむ性質だよな。そして俺には心を開いてくれたと思っているのに言わない」

「だって、見苦しいじゃないですか。嫉妬してるって思われるのってみっともなくて不甲斐なくて」

「それは固定観念というやつじゃないかな。俺は、可愛いと思うよ。君だって俺が嫉妬したことに喜んでただろ」

　直接指摘されるとどうにも面映ゆい。

「あ、あれは……」

「見苦しくてもみっともなくても、君を手に入れたいと思った。だから君に近づいた。そんな俺をまだ軽蔑する？」

「しませんよ」

　恨めしい目で反発すれば、伊吹はやさしい微笑みを返してくる。藤枝伊吹とは、そういう人だとわかっていたはずなのに。

「じゃあ、よしってことでいい？」

「全然よくないです。論点がちょっと違うんです」

「じゃあ、もっと踏み込もうか？　松井とは同期で、営業部と海外事業部に籍を置いていた頃、仕事でもよく一緒になった。ビジネスパートナーとしては最高だったと思ってるよ」

　伊吹本人の口からはっきりと言われると、心の中に必死に装備していた防御壁なんてあっという間に崩壊するのだと思い知った。噂で囁かれたり比較されたりするよりもずっとキツイ。

「そう、ですよね」

　喉の奥が乾燥して張り付いているみたいに弱弱しい声だけが漏れていく。伊吹が小さくため息をつく。呆れられてしまっただろうかと、弾かれたように顔を上げた。けれど、彼はなぜか寂しそうな顔をしていた。

「すぐに早とちりしない。どうにも俺は君の信頼をなかなか得られないようだな」

「伊吹さんのせいじゃないですよ」

「いや。俺が君を不安にさせてることには間違いないだろ。だから言うよ。彼女とはただそれだけの関係だ。彼女をそれ以上の目で見たことはないし、彼女も俺のことをそういう目で見たことはない。松井に笑われたのは俺の方だ。誤解されそうになって焦っている俺はさぞ愚かしかっただろうよ」

　伊吹はそう言って気恥ずかしそうに頬をほんのり染めていた。

「じゃあ、私に対してパートナーになってほしいというのは？」

　そんなにぴったりなパートナーがいるのに、あえて澄香を選ぶ理由は何なのか、その答えを我儘にも欲してしまっている。みっともなくてもいいと言うのなら、食い下がってもいいと言うのなら、納得がいくまで伊吹に尋ねたい。

「もちろん、人生のパートナーという意味だ。君だけにしか望まない大事なポジションだよ」

　伊吹はいつもはっきりと欲しい言葉をくれる。気持ちのいいくらいまっすぐな感情を向けてくれる。

　すごく嬉しい。嬉しいはずなのに、ほっとしたような空回りしているような複雑な気持ちだけが胸の内側に溜まっていく。結局、自分に自信をつけて納得ができる状況にならない限り、ずっとこのモヤは晴れないのだろう。

「腑に落ちない顔」

　と、伊吹は困ったように微笑んだ。

「いえ。やっぱり伊吹さんのせいじゃないです。私のせいなんです。比較されて残念に思われるのも当然だと思ってます。私は実際に松井さんの足元にも及ばないでしょうし、追いつこうとしたって一朝一夕で叶えられるものではありません。それこそ烏お滸こがましい話です。ただ、事実として、どうしても焦る気持ちばかりが前に出てしまうんです。彼女は彼女、私は私ってもちろん思っています。でも、実力が追いつかなくて苦しくて……そういう段階にいるんです。これは、私自身の問題なんですよ」

「じゃあ、今夜はそのことについて気の済むまで議論しようか」

『議論』の本当の意味は、伊吹と澄香だけに伝わるふたりの触れ合いを示す秘密の言葉だ。当然、澄香にはわかっているけれど、また伊吹に流される自分が見える。勝手に顔が熱くなっていくのを悟られたくなくて頬を隠すように俯いた。

「不満？　そういうの公私混同だと思う？」

「いいえ。議論するのは……嫌いではないので」

「じゃあ、顔を上げて。素直に好きだと言えばいい」

　結局、伊吹には逆らえない。それはパワーバランス的な意味ではなく、惚れた弱みという点で、だ。

「議論は好きです」

「うん。俺も、君と議論するのは好きだよ」

　直接の言葉を伝えられない代わりに、試行錯誤をしながら自分たちの想いを繋いでいく。伊吹のやさしさが胸に染み入ってしまう。

「私、もどかしいです。もっと自分に足りないものを補えるようにできたらって毎日思っています」

「そういう気持ちは大事なことだろ」

「気持ちだけではどうにもならないことだってありますよ」

「澄香」

「は、はい」

　いきなり名前を呼ばれることに毎度ながら慣れない。けれど、彼だけにこの先もずっとその名前で呼ばれたいと切に願う自分がいる。他の誰のことも彼には呼び捨ててほしくない。澄香は自分の中に芽生えた独占欲にひどく困惑していた。

「俺は君がいいんだ。君が聞きたいっていうだけ、同じことを伝えるよ」

「伊吹さん……」

「焦らないでいい。俺は、君の良さが消えてしまうことの方が怖い。言ってる意味がわかる？」

「はい」

「君に無理を強いたくて秘書に抜ばっ擢てきしたわけじゃないんだ。奇くしくも同じような構図にはなったけれど、母のようになってほしかったわけでもない。君の努力の積み重ねの上に咲いた才能を活かしたいからこそ選んだ。だから、まずは今のありのままの君でチャレンジしてみてほしい。何か困ったことがあったり悩むことがあったりしたら、いつでも遠慮なく相談してほしい」

「……はい」

「抱え込まないって約束して」

　伊吹は言って、小指を差し出した。

　おずおずと澄香はその小指に自分の小指を絡める。

「はい」

「まだ表情が硬いな？」

「……うん」

　澄香が返事をすると、伊吹は指を離してから、何かを言いかけて思案顔をする。

「俺はそんなに頼りないか？」

「そんなことは絶対にないですよ」

「同期の彼の方が相談しやすいというならそれでもいいさ」

　伊吹は少しだけ不満そうな表情をしつつ、譲歩してくれたらしい。いつも伊吹は何よりも澄香のことを優先してくれる。そんな彼の想いに胸が熱くなる。

「伊吹さんが嫉妬してくれるのは嬉しかったです」

　澄香は小さな声だったけれど、それだけは素直に伝えた。伊吹はふっと笑って所在なさげに髪をかきあげた。自信家で常に堂々としている彼でも照れることがある。そういう彼がたまらなく愛おしかった。

「伊吹さんのおかげで元気でました」

「それならよかった」

「議論は帰ってからもまだしますか？」

「もちろん。お互いが納得するまで、じっくりとね」

「朝になるまで……？」

「大歓迎。というかそのつもりなんだけど？」

　お互いがお互いを受け入れていく。そうしてふたりが同じ道を歩いて行けることを信じたい。

　過去はもう振り返らなくていい。

　そんなふうに前を向きはじめたつもりだったのだが――。




＊　＊　＊




　翌週末。

　古きよき日本の立派なお屋敷を前にし、名家として代々続いてきた藤枝家を象徴するその姿に、澄香は圧倒されていた。

　それは、同じ道を歩いていくと決めた覚悟を、思わず前言撤回したくなるほどに。

（ここが伊吹さんのご実家……）

　ここに到着するまでの間も緊張していたけれど、実際にこうして目の当たりにしたらますます鼓動が速くなっていく。

　インターフォンを鳴らすと返答があり、お手伝いさんのような女性が玄関から出てきた。外門は自動で開き、広々と奥行のある日本庭園を横切るように長いアプローチの先に正門があり、そこで数名が待機していた。

「伊吹様、おかえりなさいませ」

「今日は世話になるよ。こちら木下澄香さん」

「は、初めまして、木下と申します」

「木下様、いらっしゃいませ。お待ち申し上げておりました。中へどうぞ」

　邸の中はまるで老舗旅館さながらに整えられていて、どれほどこの家が大事にされてきたかというのが廊下を歩く傍から伝わってくる。美しく活けられた花や、壁にかけられた高級そうな絵、所々に存在感を放つ彫刻や壷といった美術品。

　静せい謐ひつな和室に焚かれた厳かな香の匂いが漂い、不意に目に留まった手入れの行き届いた縁側の枯山水やその奥に見えた茶室と竹林……視界に飛び込んでくるものが悉く由緒正しい家柄であることを澄香に見せつけてくる。それらを目にした澄香は無意識に背筋をすっと伸ばしていた。

　玄関から客間や縁側を回るような回廊の奥まったところに当主の部屋があるらしい。通りかかった明るい部屋や庭とは違い、チョコレート色の洋風のドアは落ち着いた雰囲気を見せていた。ドアをノックすると、入りなさい、と声が返ってきた。

　よりいっそう緊張が高まって、膝が笑ってしまいそうになるし、指先も震えている。それを察してくれたのか、伊吹は澄香の指をそっと握って大丈夫、と囁いてからドアノブに手をかけた。

「失礼します」

　伊吹に続いて澄香も部屋の中へと入る。広い洋間の奥に熊の背ほどあるプレジデントチェアにもたれている人物がいる。

　藤枝修司……社長とこうして対面するのは初めてだ。伊吹と婚約しなければ、向き合うことなど一生なかっただろう。伊吹の父である修司とはこれから先も長い付き合いになるのだ。

（まずは認めてもらわないといけないわけだけど……）

　伊吹に頼りきりのままではなく、澄香自身もきちんと自分の想いを告げられるように心の準備はしてきたつもりだ。

「さて、来たかね」

「父さん、紹介するよ。彼女は木下澄香さん」

「初めまして。木下と申します。今日はお忙しい中お時間を割いていただき、ありがとうございます」

「ご丁寧にどうも。こちらこそわざわざ御足労いただいてしまいましたね。あなたはうちの社員ということで、気を遣うことも多くあったでしょう」

　修司は穏やかな笑顔を見せながらそう言いつつも、どこか警戒心にも似た厳しさを滲ませていた。

「伊吹。単刀直入に言おう。なぜ彼女を婚約者に選んだ？　おまえにはもっといい縁談があるだろう」

「……っ」

「父さん、その発言は、あまりにも彼女に失礼ではないですか？　まずは撤回してください」

「おまえが正当な理由を述べられれば、こちらも納得するというものだ」

　さっそく不穏な空気が漂い、澄香は逃げ出したい気持ちでいっぱいになった。けれど、もう振り返ったり逃げたりするような段階ではない。

「あの、おふたりのお話に割って入るようで申し訳ありません。私はたしかによい家柄のいわゆるご令嬢ではありませんし、一社員でしかありません。ですが、伊吹さんとこれからも一緒にいたいと思う気持ちは負けないつもりです」

「気持ちだけで一緒にいられるとでも？」

「仕事面のサポートについても、今後のことについてもきちんと考えています」

「ほう。どのように？」

「それは――」

「父さん、彼女への意地悪はそこまでにしてくれないか？　もう充分支えられているよ。巨大なプロジェクトが進んだのは彼女のおかげでもある。彼女は受付担当から秘書課に異動してもらった。その後、研修を経て俺の担当についてもらうようになったんだ」

「はぁ、わかっている。もういい」

　いきなりため息をついてお手上げといったふうな態度をとる当主に、伊吹はもちろん澄香もたじろいだ。

「父さん？」

「面倒なことはもうやめようか。これは茶番だよ」

「は？」

　伊吹はわけがわからないといったふうに眉根を寄せた。澄香はただハラハラするばかりだ。

「私は、適当にその場しのぎの相手を連れてくる可能性を考えていたんだ」

〝その場しのぎ〟という言葉にどきりとする。今でこそ真剣に交際して婚約しているけれど、当たらずとも遠からずの状況であったのはたしかだからだ。

「それは誰かがご注意に及びましたね」

　探るような目を向ける伊吹に、修司はやれやれと肩を竦めた。

「思い当たる人物がいるだろう。おまえたちをよそよそしい関係だと私に教えてくれた。密告のような形で気分はよくないだろうから、念のため、誤解を解きたいのならば、私から伝えておこうと思ってね。その前に、おまえたちの気持ちが確かであることを試すつもりだった。バカバカしくなるほどまっすぐすぎて、すぐにやっていられなくなった。私はそこまで暇ではないのだ、わかるだろう？」

　やれやれ、と修司はため息をつく。

　伊吹と澄香は顔を見合わせた。

　ワイン専門店を訪れてビストロで食事をしていたときに出会った、沢木電機の社長かもしれない。

「あのときはたしかに。その場しのぎでした。彼女を口説いている途中でしたから。俺の方がとにかく惚れ込んで必死だったわけですから」

　伊吹は隠す気などないといったふうにありのままを暴露する。すると、修司の視線は澄香の方へと移された。

「さて、本題に入りましょうか。伊吹をサポートするということは、簡単なことではないことくらい、あなたにもわかっていることでしょう」

「はい。もちろんです」

　背中にじっとりとした汗をかいた。伝えたいことはたくさんあるが、どれも言い訳になりそうで安易に口にすることはできない。だから、目を逸らさずにまっすぐと修司を見た。

「ですが、構えることなく関わってくださることを願っていますよ。この伊吹が本気になるなんていうのはなかなかないことだ。いい影響を与えてくださることを期待しています」

　強い圧を感じる。けれど気圧されている場合ではない。

「はい。伊吹さんにいい影響を与えられるように、今後もしっかり努めてまいります」

「いい表情だ。それでいい。あとはふたりでよく話をしなさい」

　ふっと見せた修司の微笑みが伊吹とそっくりで、彼ら親子を身近に感じた。

「ありがとうございます。父さん」

　伊吹も澄香以上に気を張っていたのかもしれない。ほっとしたように胸を撫で下ろしていた。

　そういえば、伊吹の母は今日は見えないのだろうか。何もその話をされていなかった。

「何か気になっていることがあるなら遠慮なく尋ねてほしい」

「すみません。伊吹さんのお母さまは、今日はいらっしゃらないのでしょうか」

「おまえは話していなかったのか？」

「ええ。父さんと話をしたあとに、打ち明けるつもりでいたのですが……」

　と、伊吹は困ったような顔をした。

「ごめんなさい。私、余計なことを言ってしまいましたか？」

「いや。いいんだ。母さんは五年前に亡くなったんだよ」

「そう、だったんですか」

　五年前、まだ澄香は大学生だった。秘書課の資料で見た、伊吹はまだ二十代後半、経営企画部に所属する前、営業部や海外事業部に関わっていた頃だ。

「妻を亡くしてからは抜け殻のような気持ちになりかけた。企業のトップでい続けられていたのは、妻が傍で支えてくれていたからだと思っている。無論、今も……」

　修司が遠いところへと視線をやった。彼が今見えているものは記憶の中の妻の姿かもしれない。

「どうか、伊吹よりも長生きをしてください。せがれは母に似て強したたかな男だが、それ故に肩の力が抜けない部分がある。人はずっと走り続けることはできないんだ。まあ、後継者となる男がそんな甘いことを言っている場合ではないんだがね」

「父さん、その心配はいらない。澄香の存在が、今の俺の支えになっているのは確かだから」

　穏やかに語る伊吹の横顔を見て、澄香の中にじんとした甘い痛みが広がっていく。彼を大切にしたいと心から願う、彼を唯一無二の存在だと愛しく思う、深いところに芽生えた感情だった。

「必ず、伊吹さんを幸せにします」

　気付いたら宣言するように口を衝いて出ていた。

　驚いた顔をした伊吹と修司の表情がまたそっくりで、この親子が幸せでいられますように、その家族の一員になりたいと願う気持ちでますます胸がいっぱいになる。

「参ったな」と伊吹は気恥ずかしそうに頬を赤くしていた。滅多に見られない彼の一面を見つけて、澄香は嬉しくなる。

「それは、俺が誓わなければならない言葉だ。君のご両親にもきちんと挨拶をさせてほしい」

「はい。きっと伊吹さんに初めて告白されたときの私みたいに……それ以上に驚くと思いますけれど」

　伊吹と澄香の気持ちが固まっていることに安堵したらしい修司はやれやれとため息をついた。

「では、沢木くんの誤解は私の方で対処しておくから」

「よろしくお願いします」

　伊吹が頭を下げる。

　澄香もそれにならった。

　顔を上げるとすぐ、伊吹と目が合った。何かを言いたげにしている彼の考えていることが澄香にはわかった。

　きっと澄香以上に緊張していた伊吹は修司に理解を示してもらえて安堵したのだろう。その上で、彼の瞳には澄香への感謝の想いと今後の未来への決意が灯っているようだった。

　私もあなたと同じ気持ちでいると伝えたくて、澄香は微笑みをひとつだけ返したのだった。










８  共に歩んでいく決意を




　伊吹の実家を出たあと、澄香と伊吹のふたりはのんびりと歩いて駅を目指すことにした。

　互いに気が抜けたのか、何かを言葉にしようとしては空を見上げたりして、しばらくまったりとした沈黙が流れていく。そういう時間も存外悪くはない。澄香がそう思っていると、伊吹が思い出したかのように口を開いた。

「そういえば、お腹空いた？」

「いえ。なんか胸がいっぱいで……」

「そう？　君なら今すぐ何か食べたいって言うかと思った」

　伊吹に意外そうな顔をされてしまい、澄香としては心外だった。

「伊吹さんの中でいつから私はくいしんぼキャラになったんですか？」

　特段ダイエットをしているわけではないけれど、職業柄、体形維持には気を遣っているつもりだ。それに、伊吹と付き合うようになってからは美容は常に意識しているつもりなので、食欲の方にフィーチャーされるとは思ってもみなかった。

　不服であることに気付いてほしくて拗すねた目を向けてみると、伊吹はやや焦ったように訂正する。

「参ったな。俺が言いたいのはマイナスの意味じゃないんだよ。美味しそうに食べてる君を見ていると、こっちまで癒されるし和むんだ。あながち間違いではないと思わない？」

「伊吹さんにとっての私って、どんなふうに見えているのかな。ちょっと心配になってきました」

「マスコットキャラ的な？」

「ゆるキャラですか？」

「そう、それ」

「ちっとも褒められてる気がしませんよ」

　とうとう澄香の口からため息がこぼれる。しかし伊吹は楽しそうに笑った。

「君は俺のために何ができるのかって悩んでくれているみたいだけれど、君の存在がもうとっくに俺を救ってくれているんだよ」

「そう、だったらいいな」

「そう、なんだよ」

「私、まだ社会人として未熟な部分がたくさんあって、仕事に対しても自負している部分はあってもやっぱり自信がなくて、自分の理想に追いつくのに必死だったんです」

「知ってる。君は努力家だもんな。もう少し自分の才能を認めてあげてもいいんじゃないかと思うくらい」

「親には頑固なところがあるって言われます。こういう部分なのかな？」

「君のご両親はどんな人？」

「うーん？　私は父に似てるかもしれない。頑固っぽい感じ。母は逆に楽観的なさっぱりした感じかな」

「あぁ、なんとなく想像がつく。結婚を許してもらえるかどうか。君を口説き落とすのだって苦労した。最難関だろうな」

「どうでしょう。私にはただ慌てふためく姿しか思い浮かびませんけれど。親子で似ていますよ」

　澄香が想像してふっと笑い出すと、伊吹が手を伸ばしてきて指を絡めた。澄香も同じように指を絡ませる。

「そういう話、もっと聞かせてほしい」

「そう言われると、ぱっと出てきませんけど」

「君が自然と笑っている表情がいい。ずっと見ていたいと思う」

「伊吹さんは、えっと、お父さまにそっくりでしたね」

「そうかな？　父には母に似てると言われるんだけど」

「お母さまにも会いたかったです」

「うん。会わせたかった。きっと君と話が合ったと思うよ。似てるところあるから」

「それじゃあ、伊吹さんと私も似てるところがあるっていうことになりません？」

「今ごろ気付いたの？」

「どこが似てますか？」

「表面の部分じゃなく、根っこの部分。真面目なところかな」

「ええ？」

　腑に落ちなくて、思わず不満の声が漏れてしまった。一方、伊吹は心外といった表情を浮かべている。

「なんでそういう顔するの」

「納得しがたいというか……」

「そんなに？」

「私の方が、見習うべき部分が多いからですよ」

「また議論はじまる？　ここは外だけど」

　伊吹が悪戯っぽい視線を送ってくるので、澄香は無意識にこみ上げる顔の熱を散らすように首を横に振った。すると伊吹の繋いだ指先にきゅっと力がこもった。

「君の不安も何もかも俺がすべてを受け止める」

　真剣な眼差しと熱い指先、伊吹の想いを受け止めるたびに胸の奥に激しい熱が灯される。そのくらい彼の言葉には感情を揺り動かす威力があった。

　今までも、そしてこれから先もきっと――。

「伊吹さん……」

「だから、なんでも頼ってなんでも言ってほしい。たとえそれがわがままでも構わないよ」

　伊吹は出会った頃からそうだった。めちゃくちゃ強引で傲慢で踏み込んでくるのに、大事なところではきちんと紳士でいてくれる。不安も心配もすべてを包んで向き合ってくれる。そういうまっすぐでやさしい伊吹だからこそ、澄香は彼に心を許し、いつの間にか惹かれていた。

　そして、彼のやさしさに触れるたびに、自分の器の小ささが不甲斐なくて苦しくてもどかしくなる。彼のために何かをできる自分でいたいのに、どうしたらそうなれるのかがわからない。

　喉の奥がきゅっと絞られるような苦い気持ちに耐えがたくなり目を伏せた。胸の奥がじりじりしてたまらない。気付いたら目にいっぱい涙が溢れてきてしまっていた。その涙がこぼれないように鼻をすすったのだが、きっと赤くなってしまったのだろう。伊吹の指先が宥めるように鼻先をちょんと押した。

「溜めこまないって約束したこと忘れた？」

「どうして伊吹さんはいつも私にそんなにやさしいんですか。思いがけず、泣きたくなっちゃうじゃないですか。外なのに」

「君に対しては紳士でいたいんだ。そして、いつまででも君の理想でいたいからだよ」

「私だって、伊吹さんの理想になりたいです」

　そうなろうと必死でいるつもりで、実際は全然追いつける気がしない。苦しい、もどかしい、けれど、いやな感じではなかった。いつか伊吹の本当の意味でのパートナーになりたいという新たな目標が芽生えていたからだ。

　ただ漠然と日々を消化するのではなく、前へ上へと目指す日々は貪欲な生きる力をくれる。心地のよい達成感をくれる。そして一日の終わりには大好きな彼と一緒にあたたかな時間を過ごすことができる。これが充実と言わずに何と呼べるだろう。

（私はもう充分すぎるほど幸せだよ）

　秋が来てまた冬が来て、またあの日の失恋を思い出したとしても、もう嘆くことなんてしないでいい。もうとっくにあたたかい春も、まぶしい夏も、温もりのある秋も、知っている。

　あの失恋がなかったら、伊吹とこうしていられる未来はなかったのだ。

　これから涼やかな秋の日々を過ごし、やがて寒い冬がやってきたなら、伊吹を包んであげられる春のようなやさしさを与えてあげたい。そんなふうに今は、自分が幸せになること以上に、伊吹のことを幸せにしてあげたいと強く思っている。

「じゃあ、これからはよりいっそう遠慮なしになんでも言い合おう。そうしてお互いを高め合って、支え合っていこう」

「はい」

　澄香が笑顔で返事をすると、伊吹は少し考えるようなそぶりをした。

「もうひとつ、君に頼みたいことがあったんだけど、キャパオーバーかな、さすがに」

　伊吹にしては歯切れが悪い。

「なんですか？　逆に今ならもうなんでも驚かないかもしれません」

「なら言おうか。いずれこの先、俺は新しいグループ会社を任されることになっているんだ」

「新しいグループ会社？　本社を離れるっていうことですか？」

「いや。行き来することになるだろうね。平たくいうと、本社の社長業を継ぐための前ぜん哨しょう戦せんのようなものかな。副社長派を納得させるために結果を出さないとならないし、その実績を出す正念場といえるかもしれない。そこで君には引き続きサポートしてほしい」

「もちろんです」

「自信ないなんて言ってる暇はないけどいい？」

　念を押されると人は一瞬でも不安になるもので、澄香はどきりとしたけれど、もう走り出した足は止められないのだ。

「が、がんばります」

「君が弱音を吐きそうになったら、いくらでも俺が愛してあげるよ。今夜もこれから長い議論が待っていると思って」

　伊吹の情熱を今夜もたっぷりと受け止めることになりそうな予感がする。想像を膨らませたら、体温が急激に上昇していくのを感じた。

「……っ」

「何か反論があればどうぞ」

「私だって、伊吹さんが疲れたときは、甘えてもらえるように腕を広げて待っています。今夜だって……ちゃんと私に甘えてくださいね」

　意表を突かれた顔をしたあと、伊吹はふっと表情を和らげた。

「それは楽しみだな。なんか燃えてきた」

「うっ。お手やわらかにお願いします」

　そんな言い合いをしながらふたりして帰路につく。

　もう何かに迷う気持ちはどこにもなかった。




＊　＊　＊




　ふたりだけの深夜のベッドルームに薄暗い照明がほんのりと灯っている。そんな中で互いの着ている服を脱がせて、もどかしくなりながらボタンを外したり、その間にキスをしたりする。

　伊吹に脱がされる時間はたまらなくドキドキするけれど、いつまでも受け身のままではいたくないという気持ちは今まで以上に強い。そして、彼に愛されるのと同じだけ彼を愛したいという気持ちが高まっていた。

　気付いたら、伊吹のシャツを脱がせているのは澄香の方で彼の首に腕を回して唇をねだっていた。唇から微かにこぼれる吐息や荒々しくなる息遣い。触れ合える喜びに身体が震える。

　いつもたっぷりと時間をかけて愛撫をしてくれる伊吹のことが好きだけれど、今夜は性急にもう重なって深く交わってしまいたい気持ちでいっぱいだった。

「伊吹さん……きて」

　伊吹の上に覆いかぶさる格好のまま、泣きそうになりながら澄香は彼に縋った。

「今夜の君は、いつも以上に積極的だな」

「私ももう気持ちを抑えないことに決めました」

「それは大変けっこうなことだ」

「あ……」

　準備を済ませた伊吹が澄香を引き寄せる。彼を欲している部分に熱が近づいた。もどかしさを感じて伊吹にぎゅっと抱きつくと、彼はいきなり深くまで腰を沈めてきた。いつもベッドではやさしい彼の獣のような獰猛な熱に翻弄され、澄香は声を抑えることができない。

「俺がいつも抑えていないとでも思っていたとしたら間違いだよ」

　伊吹の言葉通りに、いつもよりも澄香の中を満たす伊吹の情熱は強欲だった。今すぐにでも胸がいっぱいになるくらいに彼を近くに感じる。

「思って、ません。ただ、際限がないんだなって……驚いているだけです」

　たまらなくなって澄香は上半身を反らすようにして吐息を漏らす。それから伊吹に顔を近づけるように姿勢を整えると、伊吹は澄香の唇を抉こじ開けるようにして深く舌を絡めて求めてきた。

「ん……っ」

　キスをしながら髪を撫でてくれる仕草も、薄く開いた瞼の奥に覗かせた愛おしそうに見つめる眼差しも、そのどれもがやさしいのに。

　じれったいのは伊吹の方も一緒だったらしい。澄香の拙い仕草にもどかしくなったのか、いつもと違うシチュエーションに火がついたのか。

　世界が反転する。

　伊吹を見下ろしていたはずだったのに、伊吹が腹筋を使って抱き合う体勢へと変わり、いつの間にかベッドに押し倒されていて、澄香は伊吹の腕の下にいて彼を間近に見上げていた。重たくて筋肉質な彼の体躯がずっしりと澄香に覆いかぶさってきて、獰猛な獣の部分を押し隠そうともしない。澄香は声を上げながら彼の逞しい情熱をいっぱいに迎え入れる。

「伊吹さ、んっ」

　伊吹の濃密な愛情を感じるにつれ、また泣きたくなってきてしまった。すると、伊吹はくすりと意地悪な微笑みを浮かべた。

「これからも君を翻弄する存在でいたいね。ずっと……俺に夢中にさせていたいから」

「もう……とっくにそうなのに。意地悪っ……ですね」

「俺が強欲で傲慢な男だっていうことは、君がよく知ってることだろう？」

「はい。でも、伊吹さんも知ってください。私にだって、そういう面がもっともっとたくさんあること」

「言うね」

「言いますよ」

「じゃあ、今夜の議論は長引きそうだ」

「望むところです」

　ふたりで肌を重ねながら、互いを近くに感じ合う。

　あのとき、言いかけて言えなかった言葉を伝えたい。今なら。今だからこそ。

「愛してます。伊吹さん」

　勇気を出して告げた想いは伊吹にその意図を含めて伝わったらしい。

「ありがとう。俺も、君を愛しているよ。澄香」

　今まで何度か伊吹とは肌を重ねてきたけれど、今夜が一番彼を近くに感じられた。何度も何度も奇跡のような甘い交歓の末に、澄香はその夜夢を見た。伊吹と澄香の間に、天使のような笑顔を咲かせていた存在がいた。










エピローグ  いつか夢見ていたウエディング




　新婦の控室の窓から涼やかな風が入り込んできてレースのカーテンを揺らす。馨かぐわしい花の香りがふわりと漂った。

　十一月下旬の日曜日。

　純白のウエディングドレスに身を包み、鏡に映る自分につい見惚れた。

　一年前の今ごろはこんな日が来ることなんて考えられなかった。もう二度とこんな日を想像することすらないと思っていた。

　あれから怒涛の日々だった。

　秘書として彼を支えるために懸命に勉強し、ついていくので必死だった。

　その傍ら、両親へ挨拶したいという伊吹を連れて実家に帰ると、想像していたとおりに慌てふためいていて、伊吹よりも両親の方がガチガチに緊張してしまっていた。

　親子で似ている、という前情報通りの反応に、伊吹が楽しそうに笑ったことで、その場の緊張がやっと解けたのだった。

　伊吹の存在にはどうしたって気圧されてしまう。けれど、それ以上に彼は人を懐柔してしまうのだ。馴れ初めから順番に話をしはじめる伊吹に対して、澄香の両親はすっかり聞き入っていて、澄香は耳を塞ぎたくなったものだ。

　それでも、真摯に決めるところは決めるのが伊吹だ。

『こんなに愛しいと、幸せにしたいと思える人に出会ったのは澄香さんが初めてです。必ず、澄香さんを幸せにできるように生涯ずっと努めていくつもりです。結婚を許していただけないでしょうか？』

　伊吹のまっすぐな決意に、澄香の両親はふたつ返事で了承した。

『素敵な人に出会えてよかったわね、澄香』

『こちらの方が幸せをもらえた気分だ』

　両親の笑顔を見たとき、澄香の涙腺はほどなく決壊した。絶望に打ちひしがれていたある日のことが蘇って、今ある幸せに泣けてきて仕方なかった。

（伊吹さんと出会えて……結婚する相手が伊吹さんで本当によかった）

　そんなふうに澄香は口にした。

　そして今、同じように心の中でも想っている。

「時間が来ましたのでチャペルの方へ移動をお願いします」

　澄香はハッと我に返る。そう、これから挙式がはじまる。いよいよ伊吹と結婚する日がやってきたのだ。

　大聖堂の扉が開く前、父の腕に掴まっていた澄香は何度も深呼吸をした。父もまた同じように緊張していた様子だった。

　扉が開いた瞬間、深紅色のヴァージンロードから祭壇へと目を引かれ、そこに立つ美しい男性の姿にひと目ぼれをした。

　普段から伊吹は素敵な人だけれど、淡雪のような煌めきに包まれた純白のタキシード姿の彼は格段と美しくて、さながら王子様のようだ。

　数ヶ月前の澄香なら、天上の人の伊吹と比べて不釣り合いだと遠慮する気持ちが先立ち、彼と向き合うことができなかった。けれど、今はそれほど素敵な伊吹の隣に立てる自分を誇らしく思うし、これからも彼に相応しく志を高く持っていたいと胸を張っていられる。

　伊吹の腕に掴まったとき、彼は天使が囁くような声で、綺麗だ、と褒めてくれた。その言葉を今なら素直に受け止めることができる。

　そして澄香は晴々とした気持ちで、胸の中であたためていた言葉を繰り返した。

（伊吹さんと出会えて……結婚相手が伊吹さんで本当によかった）

　ふたりで鐘を鳴らしたあと、伊吹が澄香に耳打ちをしてきた。

「ね、さっきから何を考えてるの？」

　伊吹は不思議そうな顔をしている。澄香は自分の顔がにやけていたのではないかと焦って頬に両手をそっと添えた。

「私がお花見のときに助けてくれた紳士のことを勘違いしていたときのことを思い出していました」

「あぁ。そんな前のこと？」

「大事なきっかけですもん」

「そう思ってもらえるのなら誤解された甲斐があったといえるかな」

　伊吹はそう言って笑ったあと、澄香の頬にくっついてきたフラワーシャワーの花びらを指先でくすぐりながら、目を細めた。

「何事も無意味なことはないっていうことさ。君が傷ついてきたことも、俺が君を見つけたことも、ね」

　伊吹の言葉には温もりがある。その心地のよい声音に泣きそうになりながら澄香は頷く。

「これからもお互いに向き合って、手を取り合って、生きて行こう」

「はい」

　ひとつ、ふたつ、花のような笑顔が揃ってそこに咲いた。

　一生に一度の一瞬のとき、永遠に輝く花のような笑顔だ――。







　そして数ヶ月後。

　再び巡る春の季節――。







　鐘の音が鳴ったのを聞いて、澄香はハッとする。

　近くのチャペルからだったようだ。

　結婚式のときの夢を見ていた。

　薄紅色の花が頬をくすぐって、ふわりと思考が戻ってくる。最近はとにかく眠くて仕方がない。それは春という季節だけが原因ではないらしい。

　つい先日、妊娠が発覚した。悪阻はそれほど強くない代わりに食欲が旺盛で眠気が強いという症状が出ているのだ。

　お腹の中に伊吹と繋がっている生命の存在を感じると、とても不思議な気持ちになる。

　飲み物を買ってきてくれた伊吹の姿が近づいてくるのが見えて、澄香は微笑んだ。

　今いる場所は、ちょうど去年の春に伊吹を紳士と勘違いしたあの夜過ごした場所でもある。ふふっと笑い声が漏れてしまった。

「どうした？」

「懐かしいなぁと思って。やっぱりあれは運命の恋のはじまりだったんだな、って思ったんです」

「うん」

「この子にもきっとそういう存在との出会いがいつかあるんでしょうね」

　ふたりで桜の花を見上げながら手をつなぐ。それから初めて出逢った日に勘違いしたことを思い出して笑いながら、ふたりして顔を近づけた。

　来年の春は三人になるんだね、と囁き合う夫婦を祝福するように、ふわりと、桜の花びらが風に舞い上がった。
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あとがき




　こんにちは。著者の立花実咲です。

　あとがきのコーナーをいただけたので少しだけこちらにお邪魔します。

　まずはご挨拶から。この度は本作をお手にとっていただきありがとうございました。

　地味だけど仕事は一生懸命でも恋には不器用なヒロイン澄香が、地位も名誉も富もすべてに恵まれる中で彼自身も仕事にも恋にも手を抜かない強引な御曹司ヒーロー伊吹から情熱的に結婚を迫られる……というテーマのお話です（ざっくり）。

　仕事にはやりがいを抱いて頑張っている澄香ですが、どうしても過去の失恋が尾を引いていて恋愛には積極的になれません。それに対して恵まれる環境の中で自分の地位を確立していった彼には本気の愛だけが欠けていました。そんな伊吹が惚れ込んだのが澄香です。仕事の能力を評価され、受付の花と期待される彼女に対して、高嶺の花と社内で呼ばれる天上の人。令和の身分差恋物語です。

　伊吹のアプローチによって澄香が翻弄される様子、そして伊吹の本質が明かされていく過程、ふたりの恋の進展をぜひ楽しんでいただけたらいいな、と願っております。

　今回イラストは龍本みお先生に担当していただけることになりました。龍本みお先生には何度かお世話になっているのですが、本当に素敵なイラストを描かれるので、カバーの完成が今から楽しみで待ち遠しくてなりません。

　また、今回私生活が慌ただしくドタバタしてしまい、担当様をはじめ編集部には色々と調整していただくことが多く、ご迷惑をおかけいたしました。それにも関わらず常に真摯に対応してくださり感謝しかありません。こうして本を発行するにあたってお世話になりました皆様、誠にありがとうございました。

　そして何より、この本をお手にとってくださった読者の皆様へ、心より御礼申し上げます。この本のストーリーが読者の皆さんの時間の色どりのひとつになっていたら幸いです。

　この度はありがとうございました！　また近い日にお会いできたら嬉しいです。




立たち花ばな実み咲さき
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。
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俺様御曹司は本能愛を抑えない


～傷心中でしたが溺愛で溶かされました～
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